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『2013 年度 教育・研究業績報告書』の発刊にあたって 

 
 『2013 年度 教育・研究業績報告書』を発行いたします。公表する項目は、大学基準協会の定

めるところに準拠しつつ、本学が 2007 年度 に設定したものとしております。 
 この報告書には、本学専任教員の教育、研究、社会活動の記録が集められております。どうか

一人ひとりの活動内容をご覧くださり、本学が小さいながらも多様な分野で教育研究活動を行う

場として機能していることをご確認くださいますようお願い申し上げます。記載されている内容

は、原則として教員本人の申告によるものであり、個々の教員の自己評価活動の一端を表してい

ます。このような業績の公開 が、社会への情報の発信につながり、本学の教員の教育研究活動の

いっそうの向上をもたらすことになれば幸いです。 
また、この教育・研究業績報告書は神戸女学院大学のホームページに掲載いたしております。

こちらもご覧いただければありがたく存じます。 
 
2015 年 1 月                 
                           FD センター・ディレクター 
                                   高橋 雅人 
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凡 例 

 
▷ 掲載対象は 2014 年 4 月 1 日現在の在職教員とした（職名は 2013 年 4 月 1 日現在のもの

を記載）。ただし、新任教員は除く。 
 
▷ 配列は、学部学科ごとに教授、准教授、専任講師、助教の順序とし、それぞれアルファ

ベット順とした。 
 
▷ 記載事項 
 
 氏名、専門分野、研究課題 
 
1. 教育活動 

  担当授業科目／教育活動上特記すべき事項 
   
2. 研究活動 
 著書･CD／学術論文／学会発表／演奏会*／作曲・編曲*／その他研究発表、演奏／その

他の著作･訳書等／研究助成金の受領状況 
 
3. 社会活動 
 学会役員等／公開講座、市民講座等での講演／公開レッスンでの指導*／コンクール等の

審査*／学外機関委員等／その他社会活動上特記すべき事項 
 
注）*原則、音楽学部と体育研究室のみ記載 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



対象者

KC Students / Mitsuru
Watanabe, Keiichi
Nakano

上宮高等学校の学生 /
入学センター

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.06 Kobe College Studies
Vol. 60, No. 1

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

US-Japan security agreement, regional development, US military bases in Okinawa

氏名／所属／職名　　　　　　　　　　　　Shawn BANASICK / 英文学科 / 教授

専門分野

研究課題

International Relations

教育活動

担当授業科目（大学）

プロジェクトＡ(Ⅰ), Current Issues in Japan, Extensive Reading for Research, Issues in Global Studies: B, Lecture and Discussion on
International Relations, Listening Skills for College Students, Research Skills for College StudentsⅢ, Senior Seminar,
Senior Project/Thesis, Graduation Thesis Seminar Ⅰ, Graduation Thesis Seminar Ⅱ

担当授業科目（大学院）

Lectured and helped to lead student
fieldwork in Okinawa

Lecture for 上宮高等学校キャンパス見学会

Thesis Writing, American Studies

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

その他社会活動上特記すべき事項

Helped develop CC288-1 沖縄学入門 2013.09

2013.03.21 Sample Lecture

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

期間 概要

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

著書・CD

助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究タイトル

研究活動

学会発表

学術論文

その他の研究発表、演奏

研究助成金の受給状況

学会役員名就任期間

就任期間

講座名、講演タイトル

機関名・委員名・役職名

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

その他の著作、訳書等

公開講座

"Q Method and the Assessment of Student
Learning"

pp. 21-31.

学会役員

海外での活動

学外機関委員等

概要

社会活動



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は発
表学会等の名称

共 2013 Taro Kageyama (ed.)
Special issue on Verb
valency

単 2013.05.05 あいり出版

代分
の別

支給額
支給年

度

単共

の別

国名

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動
海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

公開講座

講座名、講演タイトル 年月 場所 概要

社会活動
学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

科研費の採択

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

ダウン症のぼくから

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

学会発表

“Children’s use of morphosyntax and
argument structure to infer the meaning
of novel transitive and intransitive verbs.”

Naigles, L.R., Wood, G., & Kita, S.

学術論文

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

氏名／所属／職名　　　　　　　　　　　　　松尾　歩　MATSUO　Ayumi / 英文学科 / 教授

専門分野
言語学

研究課題
第1言語習得

教育活動
担当授業科目（大学）

Science of the English Language & Communication Ⅰ, First Language Acquisition, Syntax: Studies of Sentence Structure, Research
Skills for College StudentsⅠ, Senior Seminar, Senior Project/Thesis, Graduation Thesis Seminar Ⅰ, Graduation Thesis Seminar Ⅱ

担当授業科目（大学院）

English Linguistics(Ⅰ), English Linguistics(Ⅱ)



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は発
表学会等の名称

単 2013.06.10 Kitayama Books

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

Creative Production, New Media, Leadership Education

概要

担当授業科目（大学）

年月

担当授業科目（大学院）

Extensive Reading for Research, Issues in Global Studies: A, Lecture and Discussion on Media/Communication, Listening Skills for
College Students, Research Skills for College StudentsⅢ, Special Lecture in Global Studies, Graduation Thesis Seminar Ⅰ,
Graduation Thesis Seminar Ⅱ

British Studies

その他教育活動上特記すべき事項

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

氏名／所属／職名　　　　　　　　David George McCULLOUGH / 英文学科 / 教授

Spring Wind: The Story of the Japanese
Martial Arts

教育活動

専門分野
Language Education, Media Education

研究課題

2013I directed thirty students in the
production of television documentary and
short movie projects.

研究活動

著書・CD

Throughout 2013

その他の研究発表、演奏

研究タイトル

I acted as advisor to the authors of人間
の鎖 , a Japanese language translation of
Seamus Heaney’s book The Human
Chain .

学術論文

助成金タイトル、支給元

概要年月

科研費の採択

学会発表

その他の著作、訳書等

その他研究活動上特記すべき事項

研究助成金の受給状況

就任期間

概要講座名、講演タイトル

公開講座

学外機関委員等

社会活動

就任期間

その他社会活動上特記すべき事項

機関名・委員名・役職名

学会役員名

学会役員



国名

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

海外での活動



対象者

学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.11.30 大手前大学

単 2013.11.20 ディケンズフェロウシップ
日本支部　『年報』　36号

単 2014.03.15 女性学評論　2８号

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

氏名／所属／職名              溝口　薫　MIZOGUCHI　Kaoru / 英文学科 / 教授

ヴィクトリア朝小説, ヴィクトリア朝文化, イギリス小説、文化

英文学

担当授業科目（大学院）

English Novel

専門分野

研究課題

教育活動

担当授業科目（大学）

Victorian Literature and Culture, Thematic Studies in LiteratureⅠ, Career Profiles, Senior Project/Thesis, Graduation Thesis
Seminar Ⅰ, Graduation Thesis Seminar Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

英語オリジナルテキスト　A Portrait of Kobe
College

2013 校正等

研究活動

著書・CD

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

学術論文

学会発表

助成金タイトル、支給元

科研費の採択

その他の研究発表、演奏

ヴィクトリア朝研究会 「ラスキンのPraeterita 」

その他の著作、訳書等

松岡光治（編）、『ディケンズ文学における暴
力 とその変奏――生誕二百年記念』
（大阪教育図書、2012年）

pp. 50-5

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

書評:Shanoｎ Bell 著　Reading,Writing,and
Rewriting the Prostitute Body (Indiana
U.P.)

pp. 85－90

研究助成金の受給状況

研究タイトル

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2013.04－2014.05 日本英文学会　大学代表委員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 めぐみ会奨学金委員

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要



対象者

「みんなの翻訳」の研究・
開発者・利用者

通訳翻訳プログラム受講
の2年生

院生および聴講生、卒業
生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.11.27
-12.04

International Low
Countries conference on
Translation Studies

共 2013.09.30 研究社

単 2013.08.22 ダイヤモンド社

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

共 2011.10.27 神戸女学院大学

コンクール等の審査

神戸女学院大学絵本翻訳コンクール 神戸女学院大学主催

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

2013.04 - 2014.03 日本通訳翻訳学会関西支部幹事

2013.04 - 2014.03 日本通訳翻訳学会翻訳研究育成プロジェクト代表

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名　

"Multiple Translation Communities in
Contemporary Japan"の編集

2013.04-2014.03 海外出版のための企画（共編）

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

『実力を100%発揮する方法』 神戸女学院大学研究所　研究成果配付補助

翻訳理論, 翻訳教育

順送り・逆送りの訳の言語学的・歴史的考察, フレーズ表現と翻訳, 翻訳に対する翻訳者・学習者の心的態度, ボランティア翻訳

『翻訳研究のキーワード』 神戸女学院大学研究所　研究成果配付補助

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

『翻訳研究のキーワード』 監訳／藤濤文子、共訳／伊原紀子

『実力を100%発揮する方法』

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

学会発表　

共同発表/中島道光

著書・CD　

"What’s happening with HTS translation
project in Japan?"

学術論文　

教科書：『通訳翻訳ワークブックA Workbook
on Translation & Spoken-Language
Interpreting』執筆

2013.08-2014.04 通訳教員との共著。大学における翻訳授
業のための教科書。コミュニケーション力
や社会人としての基礎力養成に役立つ体
系的トレーニングを提供。簡易製本し、翌
年度から使用開始。

翻訳プロジェクトPromoting Diversity and
Social Justice: Educating People from
Privileged Groups (2nd ed.) (Routledge,
2011)

2013.04-2014.03 上智大学・出口真紀子准教授との連携。9
月には3泊の合宿を行って翻訳のための
理解を推進し、近い将来の出版を目指
す。

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

研究課題

教育活動

担当授業科目（大学）

Introduction to Japanese Culture, Tutorial for Exchange Student, Translation: Theory and Technique Ⅰ,
Translation (English to Japanese),　Graduation Thesis Seminar Ⅰ, Graduation Thesis Seminar Ⅱ

統合翻訳支援サイト「みんなの翻訳」ワーク
ショップ参加・発題

2013.08.18-20 はこだて未来大学

氏名／所属／職名　　　　　田辺　希久子　TANABE　Kikuko / 英文学科 / 教授

担当授業科目（大学院）

翻訳の理論と実践Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

専門分野



国名

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

就任期間  機関名・委員名・役職名

学外機関委員等



対象者

発表者：E497b(立石)
受講者15名
参加者：E397(2)(立石)
受講者13名

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.07
21-27

The 19th International
Congress of Linguists (7
月21日-27日、University
of Geneva)

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

氏名／所属／職名　　　　　立石　浩一　TATEISHI　Koichi / 英文学科 / 教授

言語学

言語理論の哲学的評価, 言語学的知識の教育的有用性, メディアと言葉の関連性

担当授業科目（大学院）

言語学特論(Ⅰ), Special Lecture on  Linguistics (Ⅱ)

専門分野

研究課題

教育活動

担当授業科目（大学）

Introduction to Japanese Culture, Grammar for Writing Ⅰ, Grammar for Writing Ⅱ, Japanese Culture Workshop in English,
Advanced English Grammar, Graduation Thesis Seminar Ⅰ, Graduation Thesis Seminar Ⅱ, Senior Seminar, Senior Project/Thesis

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

ゼミ内部における発表会(4年、3年) 2014.01 3年生ゼミの時間を利用し、4年生にポス
ター発表をさせ、3年生にはそれを見て採
点をさせた。

研究活動

著書・CD

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

学術論文

学会発表

"The Accentuation of the So‐Called I‐Ochi
(/i/‐Drop) Predicates in Japanese."

科研費の採択

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2007.04-現在 日本英語学会・評議員

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

2012.06-2015.03 日本言語学会選挙管理委員

2013.04-現在 日本折紙学会評議員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

2014.03.21 - 22　日本折紙学会後援『折紙探偵団関西友の会第１４回コンベンション』企画・運営（神戸女学院大学）

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動



対象者

4th Year Students

1st, 2nd, 3rd yr.

3rd and 4th Year
students

1st, 2nd, 3rd Yr.
Students

Students & Faculty

3rd and 4th Year

Students & Faculty

単共
別

発行又は
発表

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等 名称

単 2013.11.27 Switzerland

代分
別

支給額 支給年度

18th Young Scholars Conference on Philippine Studies

単共
別

年月 場所

その他の著作、訳書等

学会役員

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

2013.04-現在 Continuing research on migrant women, including on Clara Whitney,
an American migrant to Japan in the 18th century

社会活動

学会役員名就任期間

Member, Asiatic Society of Japan2013.04-現在

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

Conference Organizer 2013.0７

研究助成金の受給状況

助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究タイトル

その他の研究発表、演奏

104th General Council Meeting, UN
International Organization for Migrants
(IOM)

Migrants Voices From Japan

In-charge of Assumption College Cultural
Visit to Japan

2013.07

学会発表

Fieldwork（Overseas)

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名 担当頁など

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

2013.04-06Fieldwork (Local)

Speakers from International Organizations

Took students to an international
conference

In-charge of Global Studies Speaker Series
1,2,3

                         

 CISCO and HITACHI headquarters in
Tokyo, other sites in Osaka

2013.06 Global Summit of Women, Malaysia

学術論文

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

Prepared 3 zemi students for graduate
schools

In-charge of Global Leadership Speakers 2013.07 Speakers from Global Teams of CISCO

2013.05 Philippines

担当授業科目（大学）

Extensive Reading for Research, Issues in Global Studies: A, Lecture and Discussion on Global Society, Advanced Writing(A),
Advanced Writing(B), Advanced Discussion on Global Social Issues, Graduation Thesis Seminar Ⅱ

担当授業科目（大学院）

2013.04-10 Now enrolled in Oxford and Sussex
Universities after graduation

氏名／所属／職名　　　　　　　　　　　　　Yolanda TSUDA / 英文学科 / 教授

専門分野

研究課題

女性学, 移民学, 人間安全保障, グローバリゼーション

Gender, Migration, Borders, Globalization

教育活動

著書・CD

研究活動

2013.09-現在 Associate in Research, Edwin O. Reischauer Institute for Japanese Studies, Harvard
University

2013.04-現在 Member, Japan Association for Migrant Policy Study



国名
USA

Malaysia

USA

Philippines,
Switzerland
, USA,
UK, Costa
Rica

2014.01.05-15 Attended the "Inside Washington" Seminar, Washington D.C.

2013.06.04-09 Visiting Researcher, Juniata College (Pennsylvania)

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

Volunteer work with migrants in Japan and abroad;

期間 概要

Coordinator, Japanese Filipino Youth Educational Program

就任期間

Volunteer work as legal interpreter

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

機関名・委員名・役職名

2013.09-2014.03 Networked with educational, international and research institutions

2013.06.04-09 Attended Global Summit of Women with students



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.06 『神戸女学院論集』第60
巻第１号

代分
の別

支給額 支給年度

代 500千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

国名

専門分野

教育活動

担当授業科目（大学）

Critical Reading for Research, Thematic Studies in LiteratureⅠ, American Literature and History, Senior Seminar,
Graduation Thesis Seminar Ⅱ

氏名／所属／職名　　　　　鵜野　ひろ子　UNO　Hiroko / 英文学科 / 教授

研究課題

アメリカ文学

エミリ・ディキンスンの詩における宗教と科学の葛藤, エミリ・ディキンスンと東洋, エズラ･パウンドとウィリアム･バトラー・イェイツの相互的
影響関係

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

「エミリ・ディキンスンと日本の花（１）」 pp. 193-203。

学術論文

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

学会発表

その他の研究発表、演奏

エミリ・ディキンスンと日本 日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ｃ）

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

The Society for the Study of American Women Writers/ Advisory Board member

1987.04-現在 日本エミリィ・ディキンスン学会・理事

1994.04-現在 日本エズラ・パウンド協会・理事

2005.04-現在 日本アメリカ文学会関西支部・評議員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

2010.04-現在 日本英文学会関西支部・大学代表委員

2010.09-2014.08 The Emily Dickinson International Society/Member of Board of Directors

2011.01-現在

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要



対象者

英文学科１年生

英文学科1年生

全学

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013 Bloomsbury

単 2014.1.30 世界思想社

単 2013.11.30 第１６０回関西コールリッ
ジ研究会、同志社大学

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.06.29 神戸女学院大学

単 2013.09.16 神戸女学院大学

担当授業科目（大学）

Intensive Reading for Research, Romantic Literature and Culture, British Literature and History, Bible and Literature, Graduation
Thesis Seminar Ⅱ, Critical Reading for Research, Graduation Thesis Seminar Ⅰ, Senior Seminar, Senior Project/Thesis

専門分野

研究課題

イギリスロマン派文学・思想

S.T.Coleridgeにみられるプラトニズム、比較思想（ドイツ観念論や密教とイギリスロマン主義の接点）、英文学と聖書、環境文学

英文学科職員との作業、推薦辞書の追加

担当授業科目（大学院）

English Poetry

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

Shakespeare Night　『十二夜』　鑑賞会の実
施

2013. 12.12 AVセンター共催、３年ゼミ生による『十二
夜』作品説明とビデオ上映会

研究活動

氏名／所属／職名　　　  　　和氣　節子　WAKE　Setsuko / 英文学科 / 教授

E112 Intensive Reading for Researchの共通
テキスト修正手配と課題見直し

2014. 01 -02 文学セクション（鵜野、溝口、高村）での共
同作業

英文学科推薦辞書リスト改訂  2014.03

"On Artistic Disinterestedness: Coleridge,
Schopenhauer and Japanese Esoteric
Buddhism Compared"

 Coleridge, Romanticism and the Orient.
pp.145-161. Eds. D.Vallins, Kaz Oishi,
Seamus Perry

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

「コールリッジの形而上学思索」 『イギリス理想主義の展開と河合栄治郎』
pp.4-21。行安茂、向井茂、泉谷周三郎
他。

学会発表

「カント "共通感覚" とシェリング、コールリッ
ジにおける美的判断の重要性」

学術論文

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

2013.04-2014.03 英検面接委員

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公募制入試対策

講座名、講演タイトル 概要

神戸女学院大学初夏の公開講座　「英詩の
リズム」

英詩の韻律法、シェイクスピアの劇やソ
ネットにみられるリズム、韻、イメージ

公開講座

公募制入試過去問講座

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名



国名

アメリカ

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

2013.12.01-02 Ｒｏｍａｎｔｉｃ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎｓ　国際学会準備（国内）



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.09.13
-15

Second World Congress
in Extensive Reading,
Yonsei University, Seoul

単 2013.10.25
-28

JALT 2013 Conference,
Kobe Convention Center,
Kobe

単 2014.02.04 Meisei University
Extensive Reading and
Listening Forum, Meisei
University

代分
の別

支給額 支給年度

単共
別

年月 場所

著書・CD

教育活動

担当授業科目（大学）

Introduction to Japanese Culture, Extensive Reading for Research, English Pronunciation, Public Speaking, Academic Essay Writing
Ⅱ, Listening Skills for College Students, Research Presentation in English, Graduation Thesis Seminar Ⅰ

担当授業科目（大学院）

研究活動

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

氏名／所属／職名　　　　　　　　　　　　Nathaniel CARNEY / 英文学科 / 准教授

専門分野

研究課題

Applied Linguistics

Applied Linguistics

学術論文

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

Proofreader for "A Portrait of Kobe
College" (textbook of the 共通英語教育セ
ンター)

2013Coordinator for the English Zone  (hiring
and scheduling student leaders, organizing
and attending events, assisting with English
Zone  activities)

2013

学会発表

Reading speed and comprehension across
texts

Is there a place for instructed gesture in
EFL?

Extensive reading and TOEIC reading score
growth , February 4, 2014.

その他の研究発表、演奏

その他の著書、訳書等

研究助成金の受給状況

助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究タイトル

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

概要講座名、講演タイトル

公開講座

社会活動

学会役員名就任期間

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

学会役員



国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

その他社会活動上特記すべき事項

期間 概要



対象者

Teachers at Kanto
Gakuin University

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.09.10
-12

The Ricardo Society,
Ecole Normale Superieure
de Lyon & Universite
Lumiere (Lyon 2）

代分
の別

支給額 支給年度

分 107,114円 2013年度

単共
の別

年月 場所

国名

アメリカ

氏名／所属／職名　　　　　　　　　　　　FUKUSHIMA Marcelo / 英文学科 / 准教授

専門分野

研究課題

International Economics, Global Business

International Trade and Migration, International Trade and ICT

教育活動
担当授業科目（大学）

Current Issues in Japan, Extensive Reading for Research, Issues in Global Studies: B, Lecture and Discussion on Global Business,
Special Lecture in Global Studies, Research Skills for College StudentsⅢ, Tutorial for Exchange Student, Senior Seminar, Senior
Project/Thesis, Graduation Thesis Seminar Ⅰ, Graduation Thesis Seminar Ⅱ

学会発表

Taro Hisamatsu

担当授業科目（大学院）

2013.12.16 Teaching Economics in English: Method
and Practice

概要

Lecture at Kanto Gakuin University

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

研究活動

"New Developments on Ricardo"

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

著書・CD

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

Kobe College Research Institute「阪神地域における外国籍市民に対する日本語教
育支援の現状と課題」

助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究タイトル

Global Economy

学術論文

その他教育活動上特記すべき項目 年月

国連本部政治局政務官の川端清隆氏の講演会を主催

Social Activities

学会役員名　就任期間

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他社会活動上特記すべき事項

 機関名・委員名・役職名

概要講座名、講演タイトル

その他の研究発表、演奏

就任期間

学会役員

学外機関委員等

公開講座

「国際連合と平和維持活動」 2013.07.02

2013.08.29-09.06 フィールドワークに12名の学生を引率

期間 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013 "Japanese/Korean
Linguistics" 22

単 2013.12 "Lingua" 137

単 2013.6.14 日本音韻論学会、首都大
学東京産学公連携セン
ター秋葉原サテライトキャ
ンパス

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.06.07 神戸女学院大学

国名

研究課題

理論言語学 (音韻論・形態論）

氏名／所属／職名　　　　　栗栖　和孝　KURISU　Kazutaka / 英文学科 / 准教授

担当授業科目（大学院）

専門分野

言語学演習

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

Grammar for Writing Ⅰ, Phonology: Studies of Sound Structure, Morphology: Studies of Word Structure, Academic Essay Writing
Ⅲ, Science of the English Language & Communication Ⅰ, Graduation Thesis Seminar Ⅰ

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

口頭発表

学会発表

Allophone listing

"Constraint inviolability in Japanese mimetic
palatalization"

pp.151-166.

"Nested derivedness in Ponapean
morphophonology"

学術論文

pp.106-127.

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

講座名、講演タイトル 概要

神戸女学院大学研究所主催講演会 題目/プラトンの問題と先天的言語能力

概要

公開講座

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間



対象者

本学学生12名

本学通訳・翻訳プログラ
ム履修の２年生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

教育活動

担当授業科目（大学）

Interpreting: Theory and Technique Ⅰ, Interpreting: Theory and Technique Ⅱ, Interpreting: Theory and Technique Ⅲ,
対話‐音楽から広がる知の世界, Senior Seminar, Senior Project/Thesis, Graduation Thesis Seminar Ⅰ, Graduation Thesis Seminar Ⅱ

専門分野

研究課題

神経生物学, 通訳学・通訳教育学

三叉神経の運動感覚に関する解剖・生理学的研究, 情報デザインとしての通訳, 分析力・理解力・表現力を高める通訳教育

担当授業科目（大学院）

逐次通訳演習Ⅰ, 逐次通訳演習Ⅱ, 同時通訳演習Ⅰ, 同時通訳演習Ⅱ, 通訳実習Ⅰ, 通訳実習Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

研究活動

ニューヨークでのフィールドスタディー実施 2013.06 - 09ニューヨークでのフィールドスタディー実施 2013.06 - 09 「マンハッタンで異文化と出会う非参与観
察プロジェクト」と題したフィールドスタ
ディーを行った。事前勉強会を6回（6月26
日、6月27日、7月10日、7月11日、8月5
日、8月26日）行い、参加者各自が遂行す
べき非参与観察による調査プロジェクトの
内容や方法を決定し、8月29日から9月6日
までニューヨークにてプロジェクトを実施し
た。現地で撮影した映像素材（インタ
ビューを収録したもの等）を参加者各自が
編集し制作した作品を9月25日に行った報
告会にて上映した。

教材集作成

学会発表

学術論文

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

学会役員

就任期間 学会役員名

氏名／所属／職名　　　　　中村　昌弘　NAKAMURA　Masahiro / 英文学科 / 准教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

公開講座

2013.03 「An Introduction to Translation and
Spoken-language Interpreting」と題して、
通翻訳の方式や業界、方法等の開設と各
種のエクササイズをまとめ冊子体にした
（共著：中村昌弘、Kathy奥村、田辺希久
子）。

著書・CD

社会活動

講座名、講演タイトル 概要



国名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項



対象者

英文学科4年次学生教職
課程履修者3名＋3年次
学生教職課程履修者4名

全学教職課程履修学生

英語科教育法履修中の３
年次学生

公開講演会（主に英文学
科教職3年次及び4年次
学生）

教員採用試験一次試験
合格者（4年次学生＋卒
業生、2名）

教職課程履修中の英文
学科4年次学生＋科目等
履修生5名

英文学科教育実習生

英文学科学生

GE151受講者

英語教員を目指す学生に対して、英語圏
の文化のみならず、他の言語を用いる文
化に対しても興味を持ち、そして、何よりも
日本についての理解を深めてもらうため
に、幅広い分野でご活躍の月尾嘉男先生
にお話をして頂いた。講演タイトル「先住民
族の叡智から現代文明を見直す」

氏名／所属／職名　　　　　白井　由美子　SHIRAI　Yumiko / 英文学科 / 准教授

教育実習事前指導・反省会 2013.05.08
2013.07.30

2013年度に教育実習に行く英文学科の学
生を対象に、事前指導を行い、教育実習
に対する姿勢、心構えを改めて指導した。
また、実習後の反省会も行い、今後教職に
ついた時の意識を高める機会とした。

A Portrait of Kobe College  作成 2013年度

教員志望の学生に対して、教職課程につ
いて、講師登録の仕方、私学の制度につ
いて等を指導した。（2013年度生について
は、4名が講師としてそれぞれの学校に赴
任している。)また、教職大学院を志望する
学生もおり、指導等を行った。（大学院進
学者3名。）

英語科教育法における模擬授業のための
指導

2013年度後期 中学、高校用の模擬授業のためのレッスン
プランを各自に作成させる前にはコンサル
テーションを、そして作成後は、それぞれ
のレッスンプランを最低2回ずつチェック
し、よりよいレッスンプランを作成するため
に授業時間外に個別指導を行った。また、
模擬授業後も個人面談を行い、授業方法
の向上について話し合った。

月尾嘉男先生講演会 2013.11.28

教員採用試験二次試験対策 2013.08.21 教員採用試験（英語）一次試験を合格した
2名（一次試験免除者を含む）に二次試験
対策を行った。

西宮市立山口小学校、浜小学校における英
語活動に対する事前指導

2013.07.11 西宮市立山口小学校、浜小学校におい
て、4年次学生及び科目等履修生5名が英
語活動のボランティアを行うにあたって、小
学校1年生から4年生児童を対象とした英
語活動のための事前指導を行った。

神戸女学院大学オリジナルテキスト作成に
関わった。

教員志望学生へのケア 2013年度

西宮市立山口小学校、浜小学校における英
語活動授業参観

2014.01.31,
2014.02.03

西宮市立山口小学校、浜小学校における
本学4年次学生による4年生対象及び3年
生対象の英語活動の授業を、2014年度活
動希望の学生と参観し、その後、3年次学
生、4年次学生と共にその日の活動の分析
を行い、次年度につなげるため着眼点の
指導を行った。

卒業生による教員採用試験合格体験談の
会

2014.01.17 本学英文学科を2012年3月に卒業し、公
立中学校で常勤講師をしながら2013年夏
の教員採用試験（神戸市・英語）に合格し
た卒業生に、大学時代や講師をしながら
の採用試験に向けての勉強方法を話して
頂いた。

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

担当授業科目（大学）

Grammar for Writing Ⅰ, 英語科教育法Ⅰ, 英語科教育法Ⅱ, Advanced Writing(B), 教職実践演習（中・高）, 教育実習Ⅰ, 教育実習
Ⅱ, Graduation Thesis Seminar Ⅰ, Graduation Thesis Seminar Ⅱ

英語科教授法、早期英語教育、誤答分析

英語教育

専門分野

研究課題

教育活動



単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.03.20 講談社サイエンティフィク

共 2013.10 神戸女学院2014年カレン
ダー

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.08.02 神戸女学院大学

国名

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

西宮市立山口小学校、浜小学校で教職課程4年次学生が英語活動ボランティアとして、活動を行っている。その事前指導、同行指導
を行った結果、学生が大変良い活動を行い、校長先生からも高い評価を頂いた。児童も「また英語を習いたい」と活動の継続を希望し
ている。実際に外国からの学校への客人に対しても抵抗なく話しかける様子が見られると聞いている。そのような活動を通して、学生は
意識を高め、そこで多くのことを学んでいる。実際に卒業後、この活動に携わった学生のうち1名は教職に、そして、2名は小学校教諭を
目指して教職大学院へ進学した。この社会活動が、将来的な社会貢献にもつながっていっている。

2013.05－現在

講座名、講演タイトル 概要

英語科教員免許更新講習「教授法」

就任期間 機関名・委員名・役職名

中学校、高等学校英語教員を対象に、英
語教授法の講義を行った。

公開講座

社会活動

学会役員

アカデミック英語能力判定試験(TEAP)連絡協議会参加大学委員

概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

1997.04－現在 日本英語検定協会英語検定試験面接委員

2010.07－現在　　西宮市立山口小学校、浜小学校での英語活動ボランティア

海外での活動

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の著書、訳書等

その他の研究発表、演奏

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

神戸女学院カレンダー 英文キャプション

学会発表

学術論文

A Portrait of Kobe College  （教科書） 共著/川越　栄子、マクドナルド・カーティス

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称

単 2013.12 神戸女学院 「論集」
171号

代分
の別

支給
額

支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

教育活動

担当授業科目（大学）

Current Issues in Japan, English Pronunciation, Interpreting: Theory and Technique Ⅰ, Interpreting: Theory and Technique Ⅱ,
Business Interpreting, Conference Interpreting, Graduation Thesis Seminar Ⅰ

専門分野

通訳理論、異文化コミュニケーション

研究課題

コミュニケーション理論を取り入れた通訳指導方法論の策定、遠隔通訳における課題

担当授業科目（大学院）

同時通訳演習Ⅰ, 同時通訳演習Ⅱ, 通訳実習Ⅰ, 通訳演習Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

その他の研究発表、演奏

学会発表

"Remote Interpreting in Japan: Current State
and Future Implications"

pp.115-129.

学術論文

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

氏名／所属／職名　　　　　奥村　キャサリン　OKUMURA　Katharine / 英文学科 / 専任講師

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

公開講座

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

講座名、講演タイトル 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2014.3.10 東京大学人文社会系研
究科現代文芸論研究室、
『れにくさ』第5号第1分冊

単 2014.01.01 『ユリイカ・特集ルー・リー
ド』

共 2014.01.11 日本アメリカ文学会関西
支部、第3回若手シンポ
ジウム、武庫川女子大学

単 2014.03 『女性学評論』第28号、神
戸女学院大学女性学イン
スティチュート

単 2013.10 REPRE第19号

代分
の別

支給額 支給年度

代 166千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.09.05 西宮市大学交流センター

単 2014.01.07 明治学院大学「『インセプション』とポストモダン・アーキテク
チャーの詩学」

内容/クリストファー・ノーラン監督の映画
『インセプション』について、主催/明治学
院大学言語文化研究所

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

「ノスタルジック・アメリカ」
西宮市大学共同講座

内容/アメリカにおけるノスタルジアの役割
について、西宮市大学交流センター

概要

氏名／所属／職名　　　　　高村　峰生　TAKAMURA　Mineo / 英文学科 / 専任講師

その他研究活動上特記すべき事項

2013.04-2014.03 日本アメリカ文学会関西支部地域代表

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

学会役員名就任期間

学会役員

受容理論を再検討する 神戸女学院大学研究所　研究助成

年月

司会とイントロダクション。共同発表/佐々
木　知彦、水口　陽子、内田　有紀、浜本
隆三

社会活動

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

書評：竹村和子『境界を攪乱する―性・生・
暴力』、岩波書店、2013年、vii+431pp

pp.115-21

書評：・木村陽子『安部公房とは誰か』、笠間
書院、2013年.

n.p. オンラインニューズレター

著書・CD

「アメリカ文学における過去の表象」

「スティーグリッツ・サークルと機械の時代に
おける「手」の表象」+B52

pp.219-242

「背後の世界、あるいはあらかじめ喪われて
いるものの彼方へ　ルー・リードとデルモア・
シュウォーツ」+B54

学術論文

pp.187-95

学会発表

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

担当授業科目（大学院）

Special Lecture on American Literature(Ⅱ)

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

Introduction to Japanese Culture, Intensive Reading for Research, Thematic Studies in LiteratureⅠ, Modern/Contemporary
Literature and Culture, American Literature and History, Critical Reading for Research, Graduation Thesis Seminar Ⅰ, Graduation
Thesis Seminar Ⅱ, Senior Seminar, Senior Project/Thesis

専門分野

アメリカ文学、比較文学

研究課題

モダニズム以降の文学



国名 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.08.21
-23

The 9th conference of
the Nordic Association of
Japanese and Korean
Studies、ベルゲン大学、
ノルウェー

単 2013.09.28
-29

1st European Association
for Japanese Studies
Japan Conference、京都
大学

単 2013.06.27 神戸女学院大学

単 2013.07.12 神戸女学院大学

単 2013.08.04 神戸女学院大学

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

学会役員名

その他の著作、訳書等

学会役員

『大衆演劇における社会言語学』 2013.11.01 学生とのフィールドワーク

概要

社会活動

学外機関委員等

就任期間

公開講座

就任期間 機関名・委員名・役職名

講座名、講演タイトル

助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究タイトル

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

講演題目：English all over the World

英文学科専門部会研究発表

学科別集会講演

オープンキャンパス模擬授業

研究助成金の受給状況

Kansai Style Conversation and its Role in
Contemporary Japan

A Comparison of Japanese and English
Humour Structure from a Sociolinguistic
Perspective

その他の研究発表、演奏

発表題目：『英語でのユーモアと日本語で
のユーモアについて』

講演題目：Studying Abroad, Living
Abroad, and Belonging to a Community

学会発表

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

研究活動

学術論文

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

氏名／所属／職名　　　　　　　　　　　　　Goran VAAGE / 英文学科 / 専任講師

専門分野
社会言語学、語用論、記号学、言語文化学、比較文化、民俗学

研究課題
言葉遊びとユーモア、関西方言とボケ・ツッコミ、スティグマ理論と言葉に対する姿勢、DNA研究と言語文化の起源

著書・CD

教育活動

担当授業科目（大学）

Grammar for Writing Ⅰ, Grammar for Writing Ⅱ, Changes and Variations of English, Semantics: Studies of Meaning,
Advanced Linguistic & Communication Studies, Research Skills for College StudentsⅠ, Academic Essay Writing Ⅰ,
Graduation Thesis Seminar Ⅰ

担当授業科目（大学院）



国名

ノルウェー

ノルウェー

海外での活動

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

2013.08.22, 23 国際学会司会：The 9th conference of the Nordic Association of Japanese and Korean Studies、ベル
ゲン大学, Session 2 "Sociolinguistics", Session 6 "Language in use

2013.08.14-09.04 教育や国際交流についての面会：Japanese embassy in Oslo、Oslo University, Bergen University,
Norwegian Centre for International Cooperation in Educationで

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.12 『神戸女学院大学論集』
第60巻第2号

単 2013.12.10 『学報』No.169

単 2014.02 『本のひろば』2014年2月
号

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.06.23 日本基督教団原宿教会

単 2013.08.07 朝日カルチャーセンター
梅田教室

単 2014.02.04
02.18
03.11

神戸女学院めぐみ会館

専門分野

研究課題

執筆：「W.M.ヴォーリズのメッセージと神戸
女学院」

神戸女学院

教育活動

担当授業科目（大学）

キリスト教学(旧約学), 宗教史特講, 初期神戸女学院, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

キリスト教学, 旧約聖書学

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

研究活動

旧約聖書詩編の編纂史, ヘレニズム期ユダヤ教の教派, ユダヤにおける古代オリエントおよびギリシアからの思想的影響

担当授業科目（大学院）

キリスト教学

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

学会発表

「旧約詩編第5巻の構成と主題」 pp.31-46

学術論文

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

書評：「K.シュミート『旧約聖書文学史入門』
教文館、2013年」

キリスト教文書センター／pp.8-9

学会役員名

氏名／所属／職名　　　　　飯　謙　II　Ken / 総合文化学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

2013.04-2014.03 日本基督教学会理事

2013.10-2014.03 日本旧約学会委員

社会活動

学会役員

就任期間

講座『旧約聖書の思想――古代イスラエル
の知恵』

めぐみ会キリスト教セミナー『聖書の信仰の
祖型――羊飼いのエートス』（全3回）

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

原宿教会公開講演会『羊飼いの信仰』

2013.04－2014.03 社会福祉法人真生塾評議員

その他社会活動上特記すべき事項

学校法人頌栄保育学院評議員

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04 - 2014.03 日本聖書協会・翻訳委員、編集委員

2013.04－2014.03



国名

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

海外での活動



対象者

学生向け教科書として
作成

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2014.03.01 冬弓舎

共 2014.02.27 かもがわ出版

共 2014.01.25 新日本出版社

共 2013.04.20 日本機関紙出版センター

共 2014.02.01 『経済』2月号

単 2013.08.28 『日本の私立大学』23号

単 2013.07.01 『前衛』7月号

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2014.03.08 かでる2・7(札幌市)

共 2014.02.13 中之島フェスティバル
タワー(大阪市)

「対談・甦るマルクス・レーニン主義」 朝日カルチャーセンター中之島教室。

他57回は個人HPに記載。
h // l d / /

講座名、講演タイトル 概要

「平和と女性の人権守る日本と世界を」 国際女性デー全道集会。主催は同実行
委員会。

公開講座

2013.04～2014.03 関西唯物論研究会・委員

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

氏名／所属／職名 　  　　　 石川　康宏　ISHIKAWA　Yasuhiro / 総合文化学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

他25点は、個人HPに記載。
h // l d / /

座談会：「安倍政権／暴走と矛盾」 共著/藤田健、山田敬男、俵義文。pp.66-

講演緑:「人間の復興か資本の論理か」 pp.24-42。

インタビュー:「財界奉仕のアベノミクスと復
古主義的国家主義」

pp.29-43。

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

学会発表

『人にやさしい県政を』 共著/pp.6-33。

学術論文

『東日本大震災と私たち』 共著/飯田裕子他。pp.167-193。

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

『女子大生のゲンパツ勉強会』 ゼミ著/全167ページ。

『女子大生原発被災地ふくしまを行く』 ゼミ著/全127ページ。

研究活動

『女子大生のゲンパツ勉強会』発行 2014.01 原発・エネルギー問題についての入門書

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

比較経済論, キャリアを考える（人生編）, 経済学(国際経済を含む), 知への好奇心Ⅱ, 現代社会と経済学, プロジェクトＡ(Ⅳ),  文献
ゼミ, 基礎ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

経済理論, 経済政策

「構造改革」「アベノミクス」など政府の経済政策の検討、  現代日本経済のジェンダー視角からの検討、  東アジアの経済共同に対す
る「慰安婦」問題・歴史問題の影響の検討、 マルクスの社会・経済思想の検討、原発・エネルギー問題の検討

専門分野

研究課題



国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

他4件、個人HPに記載。
h // l d / b h l

概要

その他社会活動上特記すべき事項

2013.04-2014.03 兵庫県自治体問題研究所・理事

2013.04-2014.03 労働者教育協会・理事

2013.04-2014.03 子どもと教科書全国ネット21・代表理事

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 総合社会福祉研究所・理事



対象者

専攻ゼミⅡの学生

専攻ゼミⅡの学生

精神保健福祉士養成課
程学生（4年生）

専攻ゼミⅡの学生

精神保健福祉士養成課
程の学生

学生、精神保健福祉実習
室、近隣大学

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.08.31 『知る・学ぶ』世界思想社

単 2013.07.03 神戸女学院学報

代分
の別

支給額 支給年度

分 600千円 2013年度

鼎談「世界と社会を拓く学び」 中野敬一、米田眞澄。2-32頁

学会役員

社会活動

科研費の採択

リベリアとシエラレオネにおける産科瘻孔（フスチュ
ラ）の疫学状況と社会問題の研究

就任期間 学会役員名

教育活動

担当授業科目（大学）

精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ, 精神保健福祉援助基礎実習, 社会福祉援助技術現場実習指導, 精神保健福祉援助演
習,　精神保健福祉援助実習, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

氏名／所属／職名　 　 　　　金田　知子　KANATA　Tomoko / 総合文化学科 / 教授

社会福祉学

途上国（アフリカ）の精神保健福祉、国際ソーシャルワーク

専門分野

研究課題

精神保健福祉士国家試験対策 2013.07-2014.01 精神保健福祉実習室職員の協力をえて、
学内模試（年4回）、小テスト（隔週）を実施
した。

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

大学院受験の指導 2013.04-2013.09 上智大学大学院合格へと導いた。

内閣府青年国際交流事業・グローバルリー
ダー育成事業への応募支援

2013.04-2013.06 日本青年87名と訪問国を含む世界8か国
の青年71名が参加するグローバルリー
ダー育成事業へ参加。トルコへ派遣。

研究活動

4年生の（精神保健）福祉領域における就職
指導と就職の斡旋

2013.11-2014.03 4年生の（精神保健）福祉領域における就
職指導と就職の斡旋を行った。

精神保健福祉援助実習の手引きの作成 2014.03

精神保健福祉援助実習報告書の作成 2014.03 2013年度の精神保健福祉援助実習の報
告書

精神保健福祉援助実習の手引き

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学術論文

学会発表

その他の研究発表、演奏

日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ｂ）

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の著作、訳書等

書評：『医療福祉現場での現任研究と演習
の実際』『精神障害にチャレンジする人々と
の社会福祉実践と理論』

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元



単共
の別

年月 場所

単 2013.06.01 神戸女学院大学

単 2013.10-
12

西宮市保健所

単 2013.02.03 奈良県橿原市社会福祉
協議会

国名

リベリア・シ
エラレオネ

南アフリカ

家庭会

概要

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

海外での活動

内容：精神保健福祉ボランティア養成講
座。
主催：奈良県橿原市社会福祉協議会。

内容:精神保健福祉ボランティア養成講
座。主催：西宮市保健所、共催：西宮市社
会福祉協議会

精神保健福祉ボランティア講座
「精神障がい者の地域生活の現状と課題」

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2010.06 - 2014.05 公益社団法人神戸女学院めぐみ会理事

2013.04 - 現在 医療法人紫博会相談支援センター「りあん」第三者委員

2013.12 - 2014.01 リベリア・シエラレオネにおけるフィスチュラ患者の調査

公開講座

講座名、講演タイトル

神戸女学院大学と私と、ときどきアフリカ

西宮市精神保健福祉ボランティア講座
「共に支え合う社会を目指して」（計2回)

その他社会活動上特記すべき事項

2008.04 - 現在　芦屋メンタルサポートセンターにてメール相談員

南アフリカにおけるソーシャルワーク研究の動向および開発的ソーシャルワークに関する調査

概要

2012.04 - 現在 神戸市精神医療審査会委員

2011.04 - 2014.03 兵庫県精神保健福祉士協会　阪神ブロック役員

2014.03.22-03.31

期間



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.08.31 世界思想社

共 2014.03.01 冬弓舎

単 2013.06.20 神戸女学院大学研究所
『神戸女学院大学論集』
第60巻第1号

代分
の別

支給額 支給年度

代 192千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

国名

教育活動

担当授業科目（大学）

社会学概論, 地域社会学, プロジェクトＢ(Ⅰ), 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

社会学

専門分野

研究課題

現代の地域社会の諸問題,  アクターネットワーク論の再検討,  日本の原発問題の調査研究

担当授業科目（大学院）

比較文化学総合演習(Ⅱ)

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究活動

『日常を拓く知 第1巻 知る・学ぶ』（教科書） 単著/pp.192-193。

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

『東日本大震災と私たち』 単著/pp.147-166。

日本における原子力発電所の計画と中止の
社会学的考察―京都府久美浜町を事例に
して―

pp.93-108

学術論文

学会発表

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

東日本大震災前後のまちづくりの比較社会学的考
察

神戸女学院大学研究所研究助成金

年月 概要

氏名／所属／職名　　　　　小松　秀雄　KOMATSU　Hideo / 総合文化学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項

研究助成金の受給状況

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.11.25 京都大学文学部国語国
文学研究室『国語国文』
第82巻第11号

単 2013.12.20 神戸女学院大学研究所
『神戸女学院大学論集』
第60巻第2号

共 2013.04 古典ライブラリーよりweb
配信

代分
の別

支給額 支給年度

代 300千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.06.19 めぐみ会館

教育活動

担当授業科目（大学）

日本語(Ⅰ)漢字・語彙, 日本文学講読(Ⅰ), プロジェクトＢ(Ⅰ), 日本古典文学研究, 日本古典文学研究(Ⅱ), 文献ゼミ, 基礎ゼミ,
専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

専門分野

研究課題

日本古典文学

中古中世和歌文学における題詠のあり方,  中古中世和歌文学と漢籍との関連性,  歌題集成書の成立と展開

担当授業科目（大学院）

比較文化学総合演習(Ⅰ), 比較文化学総合演習(Ⅱ), 比較文化学特殊研究, 日本文学実習Ⅰ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

「陽明文庫蔵宋雅百首に関する考察」（査読
あり）

「歌題集成書の展開―明題部類抄を抄出す
る一事例を通して―」

学術論文

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

学会発表

その他の研究発表、演奏

中世歌題集成書類の生成と展開 日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ｃ）

年月 概要

氏名／所属／職名　　　  　　藏中　さやか　KURANAKA　Sayaka / 総合文化学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項

その他の著作、訳書等

和歌文学大辞典 日本文学web図書館にて公開。項目執
筆。

中古文学会関西部会・運営委員

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2013.07-2014.03 全国大学国語国文学会・委員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

2013.04-2014.03 和歌文学会・委員

2013.04-2014.03 中古文学会・選挙管理委員

2013.04-2014.03

源三位頼政―武人として、歌人として― 主催/公益社団法人神戸女学院めぐみ会

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名



国名 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間



対象者

学生の保護者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2014.03.31 世界思想社

単 2013.08.31 日本カトリック神学会誌

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

教育活動

担当授業科目（大学）

キリスト教概説, キリスト教思想史, 文献ゼミ, 基礎ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

専門分野

研究課題

キリスト教神学,  宗教哲学

キリスト教と日本の宗教との比較,  キリスト教的修道,  キリストの復活の使信

担当授業科目（大学院）

比較文化学特殊研究

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

保護者懇談会での講話 2013.06.15 「放蕩息子」のたとえ話の解説

研究活動

『日常を拓く知第2巻』 共著/河西秀哉、孟真理等。pp. 23-
42,128-143.

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学術論文

「復活顕現の経験可能性に関する試論」 pp. 129-146

学会発表

年月 概要

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

氏名／所属／職名             松田　央　MATSUDA　Hiroshi / 総合文化学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 キリスト教文化学会会計監査役

日本基督教団世光教会礼拝説教（2014.03.30）

概要

日本基督教団世光教会礼拝説教（2014.02.16）

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

日本基督教団京都教会礼拝説教（2013.09.08）



対象者

総合文化学科学生、
比較文化学院生、教員

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.03.31 世界思想社

2013.10.12 日本アメリカ文学会全国
大会、明治学院大学

単 2013.10.14 日本マーク・トウェイン協
会年次大会、慶応大学

単 2013.11.08 South Atlantic MLA,
Atlanta Marriott

共 2014.03 神戸女学院大学『女性学
インスティチュート・ニュー
ズレター』56号

代分
の別

支給額 支給年度

分 38千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

教育活動

担当授業科目（大学）

アメリカ研究, 英米文化・文学入門, 自然と人間, ワークショップⅣ(クリエイティブライティング), 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ)

専門分野

研究課題

20世紀アメリカ小説

語りの技法, モダニズム, ジェンダー, 多文化社会におけるマイノリティの諸相

比較文化・文学(Ⅱ), 比較文化学総合演習(Ⅱ), 比較文化学特殊研究

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

Robert Tierney先生講演会「幸徳秋水」の
『帝国主義』と日本初の反帝国主義運動

2013.07.11 総合文化学科講演会補助を受け、イリノイ
大学のTierney先生をお招きし、講演会を
企画、実施。参加者約80名。幸徳秋水の
『帝国主義』について論じられた

担当授業科目（大学院）

研究活動

『恋する』　日常を拓く知　2 共著／河西秀哉、松田央、孟真理、石川
康宏、高橋雅人。pp.2-22, 144-60.

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学術論文

学会発表

千葉　洋平「John Dos Passos三部作U.S.A.
における情報ジャンルの文化史」司会

"Dos Passos’s USA  Trilogy as Écriture
Masculine"

その他の研究発表、演奏

記入内容　:　特許、実用新案、博士号、学会賞等の授与など

その他の著作、訳書等

「『311：ここに生きる―IN THE MOMENT』上
映会」

p.1

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

「トウェインとドス・パソスの戦争批判」

「帝国主義、天皇制、モダニズムー日米世紀
転換期のトポグラフィー」

2013.07.11 神戸女学院大学研究所専門研究会補助 を受け、ミニシンポジウムを
企画、イリノイ大学Robert Tierney先生、飯田祐子先生、河西秀哉先
生、高村峰生先生と共同研究会を開いた。

氏名／所属／職名　　　　　三杉　圭子　MISUGI　Keiko / 総合文化学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項

社会活動

越境する女性詩人たち―モダニズム再考 神戸市外国語大学外国語学研究班

年月 概要

学会役員

就任期間 学会役員名

2013.04-2014.03 日本アメリカ文学会関西支部評議員

2013.04-2014.03 日本アメリカ文学会関西支部編集委員

2013.04-2014.03 日本ユダヤ学会理事

公開講座

講座名、講演タイトル 概要



国名

アメリカ

アメリカ

フィリピン

韓国

オーストラリ

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 めぐみ会講演会委員

概要

2013.04-2014.03 めぐみ会奨学金委員

2014.01.05-08 協定校ミリアム・カレッジ及びアサンプション・カレッジ訪問

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

その他社会活動上特記すべき事項

2014.02.02-07

2013.08.01-07 カリフォルニア大学アーヴァイン校 短期語学研修引率及び受け入れ先との面談

協定校梨花女子大学訪問及び 短期語学研修引率、協定校徳西女子大学訪問

2014.02.22-27

2013.08.08-10.16

クイーンズランド大学及び協定校サンシャインコースト大学訪問

神戸女学院大学研究所研究補助を受け「ドス・パソスとトウェインの戦争批判」についてのリサーチを
ハーヴァード大学図書館とニューヨーク自然史博物館で行った。



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2014.03.31 世界思想社

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

ドイツ2014.03.28-31 Düsseldorfでの資料収集

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

概要

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2013.04-2014.03 日本独文学会・編集委員

氏名／所属／職名　　　　　孟　真理　MO　Mari / 総合文化学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

年月 概要

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

学術論文

学会発表

研究活動

『日常を拓く知　第２巻　恋する』 編／河西秀哉。pp23-442, 111-127。

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

担当授業科目（大学院）

比較文化・文学(Ⅰ), 比較文化学特殊研究

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

ドイツ文学, 対話‐音楽から広がる知の世界, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

専門分野

研究課題

ドイツ文学

ヘルマン・ブロッホ, klassisch-Moderneの長編小説, 世紀転換期ウィーン文化



対象者

総合文化学科、１回生全
員

総合文化学科、１回生希
望者

総合文化学科、1回生、
TOEIC400点未満

総合文化学科、指定校・
特別指定校・クローバ制
入学予定者

総合文化学科、１回生、
TOEIC400点未満

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.08.31 世界思想社

単 2013.06.20 神戸女学院大学「論集」
第60巻第1号

単 2013.12.20 神戸女学院大学「論集」
第60巻第2号

単 2013.07.11 神戸女学院大学

単 2014.03.24 『公明新聞』、公明党機関
紙委員会

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

教育活動

担当授業科目（大学）

外国語セミナー(英語Ⅰ), 比較文化特殊研究(Ⅳ), メディアコミュニケーション演習, Introduction to Japanese Culture, Tutorial for
Exchange Student, 文献ゼミ, 基礎ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

専門分野

英米文学, 批評理論, 文化学

研究課題

生きるための思想, 文学作品の文化学的構造分析

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

TOEICスコア別英語ガイダンス 2013.04 - 05
（合計4回）

TOEIC模擬問題集等

英語自主講座 2013.04 - 05
（合計3回）

TOEIC模擬問題集等

研究活動

夏期英語講習会
2013.07

TOEIC模擬問題集等

入学前英語講習会
2013.12

冬期英語講習会
2014.02

TOEIC模擬問題集等

TOEIC模擬問題集等

『日常を拓く知　１　知る・学ぶ』 共著／大橋完太郎、真栄平房昭、高橋雅
人他。pp.33-64。

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

「現代思想のパフォーマンス　―ジャン・ボー
ドリヤール―案内編&解説編(2)

「現代思想のパフォーマンス　―ジャン・ボー
ドリヤール―案内編&解説編(3)

学術論文

学会発表

助成金タイトル、支給元

科研費の採択

その他の研究発表、演奏

神戸女学院大学礼拝 「美しい」ということ

その他の著作、訳書等

書評「人間と動物の病気を一緒に見る」

年月 概要

氏名／所属／職名　　　　　難波江　和英　NABAE　Kazuhide / 総合文化学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項

研究助成金の受給状況

研究タイトル

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要



国名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

その他社会活動上特記すべき事項



対象者

本学教員

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2014.03.31 世界思想社

単 2013.12. 『ペディラヴィウム』68号

単 2014.03.11 『学報』170号

代分
の別

支給額 支給年度

代 600千円 2013年度

分 430千円 2013年度

分 100千円 2013年度

分 ３00千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

教育活動

担当授業科目（大学）

哲学, 倫理学, プロジェクトＡ(Ⅲ), 知への好奇心Ⅱ, 文献ゼミ, 基礎ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

専門分野

倫理学

研究課題

古代ギリシア倫理思想, ヨーロッパ中世倫理思想, 現代応用倫理学

担当授業科目（大学院）

比較文化学総合演習(Ⅰ), 比較文化学特殊研究, 比較思想(Ⅰ)

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

2013.10.11 クォーター制に関して発表

研究活動

秋季教授会研修会にて報告

学会発表

学術論文

『日常を拓く知2　恋する』 共著/河西秀哉、石川康宏ほか。対談
pp43-60、エッセイpp. 62-77.

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

「納富信留著『プラトン　理想国の現在』（慶
應義塾大学出版会　二〇一二年）を読む」

pp. 41-52。

「<勇気づける>教育を」 p. 14。

プラトン後期対話篇における問答法と倫理的・政治
的知のあり方

日本学術振興会学術研究助成基金助成金基盤
研究（C）

哲学と宗教の対話―ヘブライズム・キリスト教とヘレ
ニズムの交錯

日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）

プラトン正義論の解釈と受容に関する欧文包括研
究

日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）

氏名／所属／職名　　　　　高橋　雅人　TAKAHASHI　Masahito / 総合文化学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

「公共性概念」の比較検討―日本・アジア・ヨーロッ
パ

神戸女学院大学研究所　総合研究助成

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2013.04-2014.03 日本倫理学会・編集委員

2013.09-2014.03 東方キリスト教学会・編集幹事

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

その他社会活動上特記すべき事項



国名 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間



対象者

神戸大学国際文化学部
学生

大阪府医師会所属医師

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.06 神戸女学院大学『論集』
第60巻第１号

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

教育活動

担当授業科目（大学）

社会調査計画法, 社会調査入門, 社会調査実習, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ)

専門分野

福祉社会学

研究課題

労働のグローバル化・女性化と日本女性の国際移動, 滞日アジア女性の支援に資する多文化ソーシャルワークの方法論の構築, 医療
現場における価値・倫理規範と医学部教育にかかわる問題

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

講演：留学の意義とリスクを考える 2013.06.19 １年間の海外留学を控えた対象者に、多
文化理解を目的とした留学の意義とリスク
について講演を行った。

講演：肺ガン治療における心理社会的ケア 2013.08.30 呼吸器内科専門医のシンポジウムにコメン
テーターとして登壇

その他の研究発表、演奏

学会発表

ソーシャルワーク専門職定義の変遷と現状：
社会倫理学。政治思想的含意に関わる一考
察

共著/横田恵子、大北全俊。pp.205-

学術論文

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

氏名／所属／職名             横田　恵子　YOKOTA　Keiko / 総合文化学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

2011.04-2014.03 特定非営利活動法人　ほたる工房–医療現場にアートの灯を　 理事

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2003.04-2014.03 特定非営利活動法人　Center for Health and Rights of Migrants 理事

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

2006.04- 国立病院機構刀根山病院における看護師研修講師

概要

2010.04- 大阪市保健所感染症対策課　派遣カウンセラー



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2014.03.15 神戸女学院大学女性学
インスティチュート『女性
学評論』

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

教育活動

担当授業科目（大学）

女性学(実践編), 家族と法, 現代社会と法, 女性と司法, 法律学, 法律学（国際法を含む）, 国際法, 文献ゼミ, 基礎ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ),
専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

専門分野

国際人権法

研究課題

国際人権法における男女平等の確保, 国際人権法における女性と子どもの人身売買の防止

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

その他の研究発表、演奏

学会発表

「人身売買罪の新設で何が変わったか」 pp.70-86。

学術論文

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

氏名／所属／職名　　　　 　 米田　眞澄　YONEDA　Masumi / 総合文化学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

公開講座

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

講座名、講演タイトル 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項



対象者

和歌山信愛高等学校の学
生

プロジェクト科目の履修学
生

専攻ゼミ(II)の学生

専攻ゼミ(II)の学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.11.24 人間文化研究機構プログ
ラム・現代インド地域研
究、東京大学（本郷キャン
パス）

単 2013.05.25 広島大学（広島県東広島
市）

単 2013.04.-
2014.03.

『インド経済フォーラム』
（発行元：株式会社インド
経済フォーラム）

氏名／所属／職名　　　 　　 北川　将之　KITAGAWA　Masayuki / 総合文化学科 / 准教授

現代インド地域研究・国内全体集会におけ
る研究発表。

その他の研究発表、演奏

「カルナータカ州政治の動向―留保議席の
影響を中心に」

基盤研究(A)「グローバル化のなかのインド
「州」政治：開発・環境・暴力をめぐる全２８
州の比較分析」研究報告会

その他の著作、訳書等

商業誌『インド経済フォーラム』への南インド
政治に関する記事の寄稿

計12点の寄稿。
　・「ドラヴィダ進歩連盟の連立離脱」（2013
年4月号）
　・「カルナータカにおける州政権与党の選
挙戦」（2013年5月号）
　・「カルナータカ州議会選挙結果」（2013
年6月号）
　・「連邦内閣改造における南部2州からの
登用の動き」（2013年7月号）
　・「テランガナ新州創設へ」（2013年8月
号）
　・「カルナータカ州の連邦下院補欠選挙に
おける会議派の勝利」（2013年9月号）
　・「太陽光事業補助金の不正疑惑で揺れ
るケーララ州政権」（2013年10月号）
　・「アーンドラ・プラデーシュ州におけるテラ
ンガナ新州反対運動の激化」（2013年11月
号）
　・「マンモハン・シン首相のスリランカ訪問
をめぐるタミル系議員の政治圧力」（2013年
12月号）
　・「テランガナ州創設法案の州議会審議の
行方」（2014年1月号）
　・「カルナータカ州におけるインド人民党
の勢力結集の動向」（2014年2月号）
　・「連邦両院でのテランガナ州法案の可
決」（2014年3月号）

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

「パンチャーヤット制度と女性留保議席―カ
ルナータカ州の過去20年の軌跡」

学術論文

学会発表

卒論中間報告会の学生指導 2013.09.24 総合文化学科主催の卒論中間発表会に向
けて学生を指導した。

研究活動

卒論発表会の学生指導 2013.02.06 総合文化学科主催の卒論発表会に向けて
学生を指導した。

高校生への模擬講義 2013.11.08 「現代インドの諸問題を学ぶ―女性・所得・
子ども」のテーマで講義を行った。

プロジェクト科目活動報告会の学生指導 2013.11.15 プロジェクト科目「フィールドで学ぶ現代イン
ドの諸問題」、プロジェクト科目「インド人学
生に日本文化の魅力を伝える」の活動報告
について、学生に指導した。

担当授業科目（大学院）

比較文化学総合演習(Ⅰ), 社会学特殊講義(Ⅱ)

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

国際関係論, 現代国際社会論, Current Issues in Japan, 市民のための現代社会・政治, 人権論, 現代アジア地域研究(Ⅳ)(南アジア), プロ
ジェクトＡ(Ⅲ), プロジェクトＢ(Ⅱ), 質的調査法, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

専門分野

政治学,  国際関係論

研究課題

インド民主主義の変容, 在外インド人の市民意識, インド貧困女性の政治参加



代分
の別

支給額 支給年度

代 700千円 2013年度

分 500千円 2013年度

分 300千円 2013年度

分 50千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

国名

インド

マレーシア

2014.02.09-15 バンガロール農村部の貧困女性の調査

2014.03.10-12

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

クアラルンプールのインド系コミュニティの調査

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

概要

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

年月 概要その他研究活動上特記すべき事項

インドの大国化戦略―安全保障、エネルギー外交、
在外インド人の観点から

科学研究費補助金（基盤研究（B)）

グローバル化のなかのインド「州」政治：開発・環境・
暴力をめぐる全28州の比較分析

科学研究費補助金（基盤研究（A)）

「公共性」概念の比較検討―日本・アジア・ヨーロッ
パ

神戸女学院大学研究所　総合研究助成

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

インドの女性留保議席と政治意識の変容 日本学術振興会　学術研究助成基金助成金若手
研究（B）



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

研究課題

近代中国の市場構造・上海の社会構造

氏名／所属／職名　　　　　　宮田　道昭　MIYATA　Michiaki / 総合文化学科 / 准教授

専門分野

中国近代史

教育活動

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

担当授業科目（大学）

中国語(Ⅰ)文法, アジア史研究, 日本アジア関係史, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

担当授業科目（大学院）

研究活動

学会発表

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究タイトル

研究助成金の受給状況

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

概要

公開講座

講座名、講演タイトル

機関名・委員名・役職名就任期間

学外機関委員等

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

社会活動

学会役員名就任期間

学会役員

期間 概要

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

著書・CD

学術論文



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.04.05 神戸国際大学『経済文化
研究所年報』第22号

単 2013.12.20 神戸女学院大学『論集』
第60巻第2号

単 2014.03.15 神戸女学院大学女性学
インスティチュート『女性
学評論』第28号

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.06.14 神戸女学院大学

単 2013.11.23 神戸女学院大学

担当授業科目（大学）

Current Issues in Japan, キリスト教概説, 現代社会と宗教, キリスト教学(キリスト教思想), プロジェクトＡ(Ⅰ), プロジェクトＡ(Ⅳ),
基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

教育活動

専門分野

キリスト教学, 実践神学

研究課題

キリスト教の死者儀礼, 死生学

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

「近現代日本における『葬式不要論』の一考
察」

pp.71-85。

「キリスト教『前夜式』に関する一考察」

学術論文

pp.95-114。

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

「聖書における売春女性」 pp.47-67。

学会発表

その他の研究発表、演奏

年月 概要

氏名／所属／職名             中野　敬一　NAKANO　Keiichi / 総合文化学科 / 准教授

その他研究活動上特記すべき事項

その他の著作、訳書等

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 公益財団法人　奈良YMCA常議員、評議員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

聖書に登場する売春女性たち 内容／連続セミナー「性を売る女、買う男」
第1回担当、主催／女性学インスティ
チ ト死を考える―豊かな死生観を求めて 内容／秋季公開講座「生命をみつめなお
す」第2回担当

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間

2013.04.01-現在　日本キリスト教団仁川教会の主任担任教師代務者

2013.04-2014.03 社会福祉法人　イエス団理事

2013.04-2014.03 公益財団法人　神戸YMCA教育事業委員



国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.08.31 世界思想社

単 2013.07.13 『中国語話者のための日
本語教育研究』第４号
中国語話者のための日
本語教育研究会

単 2013.12.01 日本語文法学会第14回
大会

単 2013.07.13 中国語話者のための日
本語教育研究会編『中国
語話者のための日本語
教育研究』第4号、日中言
語文化出版社

代分
の別

支給額 支給年度

共 270千円 2013年度

代 300千円 2013年度

分 500千円 2013年度

教育活動

担当授業科目（大学）

言語習得論, 日本語学研究(Ⅲ), 日本語教授法(Ⅰ)(日本語教育概論 ), 日本語学入門, 日本語学入門(Ⅱ), 日本語学特論,
プロジェクトＢ(Ⅱ), Tutorial for Exchange Student, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

専門分野

日本語学・日本語教育学

研究課題

語彙と文法を連動させた日本語研究

研究活動

日本語教員養成課程教育実習見学の際の
訪問

2013.08 神戸ＹＷＣＡ学院を訪問

担当授業科目（大学院）

日本語学演習

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

「日中両言語における数量表現の分布と意
味・機能」（査読あり）

pp.1-17

学術論文

『日常を拓く知1 知る・学ぶ』 神戸女学院大学文学部総合文化学科監
修・大橋完太郎編。共著/大橋完太郎、景
山佳代子、河西秀哉他。pp.138-155

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

パネルセッション「名詞句間の関係に着目
した名詞研究の可能性」における口頭発
表の一つ。他の発表者は岩男考哲、坂本
智香、眞野美穂。

学会発表

「指示詞的用法を持つ名詞修飾表現研究」

阪神地域における外国籍市民に対する日本語教
育支援の現状と課題

神戸女学院大学研究所　総合研究助成

日本語教師の言語感覚と一般社会人の言語感覚
の相違に関する研究

神戸女学院大学研究所　研究助成

中国国内における日本語学習者の縦断的中間言
語コーパスの構築と動詞の習得過程の解明

日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ｂ）

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

就任期間 学会役員名

氏名／所属／職名             建石　始　TATEISHI　Hajime / 総合文化学科 / 准教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究助成金の受給状況

「授業に必要な中国語の豆知識―第4回 結
果補語―」

pp.59-68

2013.04.-2014.03. 社会言語科学会事業委員会委員

2013.05.-2014.03. 日本語教育学会学会誌査読協力者

社会活動

学会役員



単共
の別

年月 場所

単 2013.06.22 神戸女学院大学

国名

公開講座

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

講座名、講演タイトル 概要

2013年初夏の公開講座 内容/日本語とリズム。主催/神戸女学院
生涯教育委員会。

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

担当授業科目（大学）

イギリス研究, 女性学(理論編), 外国語セミナー(英語Ⅱ), プロジェクトＡ(Ⅰ),  Introduction to Japanese Culture, Tutorial for Exchange
Student, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

ユートピア文学, イギリス･ロマン派

専門分野

イギリス文学

研究課題

教育活動

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学術論文

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

学会発表

その他の研究発表、演奏

年月 概要

氏名／所属／職名　　　 　 　渡部　充　WATANABE　Mitsuru / 総合文化学科 / 准教授

その他研究活動上特記すべき事項

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.07.15 川島書店

共 2013.01.20 法律文化社

共 2013.05.10 中央法規出版

共 2013.05.10 中央法規出版

共 2013.
06.05-06

日本ケアマネジメント学会
（第12回大会）、大阪国際
会議場・グランキューブ大
阪

共 2013.
06.05-06

日本ケアマネジメント学会
（第12回大会）、大阪国際
会議場・グランキューブ大
阪

共 2013.
06.05-06

日本ケアマネジメント学会
（第12回大会）、大阪国際
会議場・グランキューブ大
阪

共 2013.
06.08-09

日本地域福祉学会（第27
回全国大会）、桃山学院
大学

共 2013.
09.21-22

日本社会福祉学会（第61
回秋季大会）、北星学園
大学

単 2013.09.21 日本社会福祉学会（第61
回秋季大会）、北星学園
大学

単 2013.04.09 『福祉新聞』4月9日号、福
祉新聞社

単 2013.04.23 『福祉新聞』4月23日号、
福祉新聞社

単 2013.05.03 『福祉新聞』5月3日号、福
祉新聞社

単 2013.05.26 『福祉新聞』5月26日号、
福祉新聞社

専門分野

研究課題

教育活動

担当授業科目（大学）

精神保健福祉援助基礎実習, 社会福祉援助技術現場実習指導, 精神保健福祉援助演習, 精神保健福祉援助実習, 文献ゼミ, 基礎ゼミ,
専攻ゼミ(Ⅰ)

「知的障害のある人の自己決定とその支援」および「障害福祉分野のソーシャルワーク実践における評価指標の構築」

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

共著/川井太加子、野中ますみ他。pp.164-
175。

『ソーシャルワーク基本用語辞典』（辞書） 共著/秋山智久、岩田正美他。p.14および
112。

研究活動

その他の研究発表、演奏

共同発表/森地徹、小澤温、橋本卓也、樽
井康彦、清水由香、白澤政和。

「障害福祉領域のケアマネジメント効果評価
に関する研究：介護保険利用者との比較か
ら」

共同発表/清水由香、森地徹、橋本卓也、
樽井康彦、小澤温、白澤政和。

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

『2015社会福祉士国家試験過去問解説集』 共著/細田武伸、瀧口綾他。pp. 71-76。

『介護の基本／介護過程』（教科書）

『2015精神保健福祉士国家試験過去問解説
集』

共著/行實志都子、大西次郎他。pp.173-
178。

「障害者のQOLを高める構成要素について：
相談支援専門員の実践に焦点をあてて」

学術論文

「相談支援専門員の実践がサービス利用者
に及ぼす効果の検証について」

共同発表/森地徹、小澤温、橋本卓也、樽
井康彦、清水由香、白澤政和。

学会発表

共同発表/橋本卓也、樽井康彦、森地徹、
岡西博一、清水由香、小澤温、白澤政和。

「福祉新聞・受験ぜみなある：児童や家庭に
対する支援と児童・家庭福祉制度」

p.8。

口頭発表A・障害（児）者福祉2分科会 全体統括者。

「相談支援専門員の実践において必要とされ
る支援要素の検証について：障害者ケアマネ
ジメントの手法開発を通して」

「相談支援事業における利用者のニーズ把
握の実態に関する検証について：障害者ケア
マネジメントの手法開発を通して」

共同発表/森地徹、小澤温、橋本卓也、樽
井康彦、清水由香、白澤政和。

その他の著作、訳書等

「福祉新聞・受験ぜみなある：更生保護制度と
就労支援サービス制度」

p.6。

「福祉新聞・受験ぜみなある：保健医療サー
ビス」

p.6。

氏名／所属／職名　　　 　 　與那嶺　司　YONAMINE　Tsukasa / 総合文化学科 / 准教授

社会福祉学

「福祉新聞・受験ぜみなある：障害者に対する
支援と障害者自立支援制度

p.4。



単 2013.12.10 『学報 Kobe College
Bulletin』No.169、神戸女
学院大学

共 2013.11.10 『平成25年度　社会福祉
士国家試験　受験直前対
策講座』、日本社会福祉
士養成校協会

共 2014.03.31 『平成22年～25年度　科
学研究費補助金基盤研究
（B）　ジレンマ状況におけ
るソーシャルワーク実践の
価値生成に関する実証的
研究　研究報告書』

共 2014.3.25 『平成23年～25年度厚生
労働科学研究費補助金障
害者対策総合研究事業
（身体・知的等障害分野）
（H23-身体・知的-一般-
006）　障害者のQOL評価
に基づくケアマネジメント
手法開発の研究　総合研
究調査報告書』

共 2014.3.25 『平成25年度日本学術振
興会科学研究費補助金
（基盤研究A）　ソーシャル
ワークの評価方法と評価
マニュアル作成に関する
作成　第4報』

代分
の別

支給額 支給年度

代 600千円 2013年度

分 150千円 2013年度

連 0千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.12.07
収録

社団法人日本社会福祉士
養成校協会研修室

単 2014.
01.11-
02.08

社会福祉法人大阪府社会
福祉協議会大阪社会福祉
研修センター

単 2013.
10.05-
11.30

CIVI北梅田研修センター
および新大阪研修セン
ター

単 2013.02.22 神戸女学院大学

単 2013.03.25 長崎純心大学

「相談支援における障害者のQOLを高める上
での構成要素」

共著/白澤政和、小澤温他。pp.1-79。

「 （新刊紹介）松尾歩訳／安藤忠・細木玉恵
著『ダウン症のぼくから：おなかの中からのメッ
セージ』」

「障害者に対する支援と障害者自立支援制
度」

「知的障害者入所施設の支援者が経験する
自己決定支援を巡る価値とジレンマ」

知的障害のある人の自己決定における支援者およ
び家族による適切な関わりに関する研究

日本学術振興会研究費補助金若手研究（Ｂ）

ジレンマ状況におけるソーシャルワーク実践の価値
生成に関する実証的研究

日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ｂ）

ソーシャルワークの評価方法と評価マニュアル作成
に関する研究

日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ａ）

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究助成金の受給状況

「障害福祉分野における評価方法の構成要
素に関する研究」

共著/白澤政和、小澤温他。pp.1-20。

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

講座名、講演タイトル 概要

p.15。

共著/岡崎幸友、添田正輝他。pp.80-95。

共著/鳥海直美、樽井康彦他。pp.8-38。

平成25年度Ｉｗａ会研修会「障害のある人の自
己決定と相談支援」

内容/相談支援における自己決定の捉え方
およびその支援について講演を行った。主
催/神戸女学院大学文学部総合文化学科
精神保健福祉士養成課程同窓会

長崎純心大学医療・福祉連携センター講演
会「自己決定が困難な人への自己決定支援
に」

内容/判断能力に課題のある人の自己決定
支援について、これまでの知的障害福祉分
野における研究をもとに講演を行った。主
催/長崎純心大学医療・福祉連携センター

平成25年度社会福祉士国家試験受験対策
講座・共通科目「障害者に対する支援と障害
者自立支援制度」

公開講座

平成25年度認定社会福祉士特別研修 内容/認定社会福祉士特別研修の協力講
師を務めた。主催/認定社会福祉士認証・
認定機構

平成25年度社会福祉主事資格認定講習会
「社会福祉援助技術演習」

内容/大阪府の社会福祉主事研修講座に
おける「社会福祉援助技術演習」担当講師
を務めた。主催/大阪府・社会福祉法人大
阪府社会福祉協議会

内容/社会福祉士国家試験対策Ｗｅｂ講座
における「障害者に対する支援と障害者自
立支援制度」担当講師を務めた。主催/社
団法人日本社会福祉士養成校協会。



国名

アメリカ

概要

2010.04-現在　日本認知症ケア学会・認知症ケア専門士認定試験・第2次試験論述審査員

学外機関委員等

豊中市健康福祉審議会委員

2011.04-現在

社会福祉法人産経新聞厚生福祉事業団評議員

社団法人日本社会福祉士養成校協会国家試験合格支援委員会編集委員

2012.04-現在

就任期間

2010.04-現在　日本認知症ケア学会・認知症ケア専門士認定試験・第2次試験面接員

2013.09.06-18 科研費・若手研究（Ｂ：代表）による海外ヒアリング等調査（ルイジアナ州およびワシントンＤＣ）

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

2011.04-現在

2013.04-2014.03 大阪市此花区「このはな地域見守りタイ」受託者選定委員会委員

2013.04-2016.03

その他社会活動上特記すべき事項

大阪市住吉区「子ども・若者育成支援事業」受託者選定委員会委員2013.04-2014.03

社会福祉法人摂津市社会福祉事業団評議員

社団法人日本社会福祉士養成校協会「社会福祉士養成新カリキュラムの教育実態の把握
と社会福祉士に必要な教育内容のあり方に関する研究事業」作業委員会委員

NPO法人おおさか行動する障害者応援センター副代表兼理事2004.04-現在

2007.04-現在 NPO法人自立生活センターFlatきた運営委員会委員

2013.04-現在

機関名・委員名・役職名



対象者

メディアリテラシー入門受
講生

文献ゼミ受講生

メディアリテラシー入門受
講生

メディアリテラシー入門受
講生

専攻ゼミ

文献ゼミ受講生

基礎ゼミ受講生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.08 世界思想社、『日常を拓く
知』

単 2014.03 神戸女学院大学女性学
インスティテュート『女性
学評論』第28号

氏名／所属／職名　　　　　景山　佳代子　KAGEYAMA　Kayoko / 総合文化学科 / 専任講師

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

学術論文

性的語りの見えない構造：橋下徹大阪市長
の「慰安婦」「風俗活用」発言をとおして

学会発表

2013.04- 総文出版の『日常を拓く知』をテキストにし
て、お話を聞いてみたい教員へのインタ
ビューとそのレポート作成という課題を行っ
た。入学した学生にさまざまな教員の存在
を知ってもらうこと、さらに教員に話を聞くこ
とで、大学での学び方に接してもらうことな
どを目的とした。

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

 社 会 :「常識」を解き放ち、新たな可能性を
拓く

研究活動

基礎ゼミ生と教員の交流

戦場ジャーナリスト玉本英子氏の講演 2013.12.18 アフガニスタンおよびイラクといった紛争地
の女性の生活や教育の状況などについて
報告。

専攻ゼミ生への対応 2013.04-

文献ゼミ生と職員の方の交流 2013.10- 大学で働いてくれている人というテーマの
レポート課題をだし、自分たちの快適な学
生生活を成り立たせてくれる人たちへの気
づきと、働くことの意味について考えても
らった。警備員さん、清掃員さん、事務職
員さん、食堂調理師さん、めぐみ会の方々
ななどにインタビューをして、自分たち学生
の問題点への気づきや、多くの人たちに
支えられていることの実感といったものを
もってもらった。

不登校になっていた学生について学生生
活支援センター、カウンセリングルーム、学
生主事との連携により保護者の方に問題
認識をしてもらい、睡眠障害などの病院治
療を受けてもらえるように話が進んだ。

毎日新聞夕刊編集長のゲスト講義 2013.10.30 新聞記事のつくり方や記事となるニュース
の作成のされ方を学ぶ。

（株）140B出版社取締役のゲスト講義 2013.11.27 雑誌制作の現場と、雑誌特集のつくり方か
ら学ぶプレゼンテーションの方法

東欧研究者　清水美穂氏のゲスト講義 2013.11.08 ボスニアへの留学経験などをふまえた人
生論講座

担当授業科目（大学院）

社会学特殊講義(Ⅰ)

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

メディアと知, メディアリテラシー入門,  西宮市大学交流センター科目D, 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

専門分野

社会学,　メディア論,　社会意識論

研究課題

日本近代を「風俗化」概念で捉える。（戦後民主主義）



代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

共 2013.07.05 神戸女学院大学

国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

2014.02-03　日本語ボランティア

その他社会活動上特記すべき事項

2014.02　夜回り（ホームレスの方への寝袋配布）

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

概要

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

女性学インスティテュート 連続セミナー
「性を売る女・買う男」 第４回

内容/売春防止法以後の性をめぐる風俗
の変遷。主催／女性学インスティテュート

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

外部講師招聘による学内研究会の開催 2014.02.18 質的データのコーディングプログラムKHCoderの開発者である樋口耕
一氏を講師としてお招きし、学内有志の教員による学習会を開催し
た

その他研究活動上特記すべき事項

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

年月 概要

研究助成金の受給状況



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.07.31 思文閣出版

共 2013.08.31 世界思想社

共 2013.11.15 吉田書店

共 2014.03.31 世界思想社

単 2013.05.31 ノートル・クリティーク編集
委員会、『ノートル・クリ
ティーク』第6号

単 2013.06.20 神戸女学院大学大学研
究所、『神戸女学院大学
論集』第60巻第1号

単 2013.10.01 新教出版社、『福音と世
界』第68巻第10号

単 2014.03.15 神戸女学院大学女性学
インスティチュート、『女性
学評論』第28号

単 2013.11.26 高度成長史研究会、同志
社大学

単 2013.07.11 神戸女学院大学

単 2013.04.01 新教出版社、『福音と世
界』第68巻第5号

単 2013.06.08 図書新聞社、『図書新聞』
2013年6月8日号

単 2014.01.01 吉川弘文館、『日本歴史』
第788号

代分
の別

支給額 支給年度

代 600千円 2013年度

分 500千円 2013年度

分 100千円 2013年度

代 909千円 2013年度

藤樫準二文書の研究―皇室記者と宮内官僚の関
係をめぐって―

日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（C）

高度経済成長と戦後日本の総合的歴史研究－高
度成長の社会史

日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（C）

「公共性」概念の比較検討―日本・アジア・ヨーロッ
パ

神戸女学院大学研究所　総合研究助成

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

象徴天皇制形成期の総合的研究―「稲田周一手
記」を中心に―

日本学術振興会科学研究費補助金若手研究（B）

書評『わたしたちは天皇制をなぜ問題にす
るのか　天皇の代替わり問題とキリスト教』

p.8。

その他の著作、訳書等

書評『音楽文化新聞　全三巻』 p.8。

書評吉田裕『現代歴史学と軍事史研究』 pp161-163。

日本近現代における売買春のイメージと実
態―特に敗戦後の状況下で―

pp.27-46。

学会発表

同志社大学人文科学研究所研究会

その他の研究発表、演奏

「第一次世界大戦後における天皇制の再編
成」

大学研究所専門部会

『日常を拓く知　第2巻　恋する』 編著。pp.ⅲ-ⅴ,2-22,78-94。

「ミッチー・ブームとその帰結」

天皇制と民主主義―敗戦直後の知識人に
おける天皇制擁護の実相―（査読あり）

pp.2-17。

うたごえ運動の出発―中央合唱団『うたご
え』の分析を通じて―

学術論文

pp.77-91。

国民国家と天皇制　「元首」と「象徴」 pp.8-13。

『近代日本の歴史都市』 共著／高木博志ほか。pp.261-285。

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

『戦後史のなかの象徴天皇制』 編著。pp.1-24,143-170,251-254。

『日常を拓く知　第1巻　知る・学ぶ』 共著／大橋完太郎ほか。pp.118-
137,184-185。

氏名／所属／職名             河西　秀哉　KAWANISHI　Hideya / 総合文化学科 / 専任講師

担当授業科目（大学院）

研究活動

日本文化論

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

近代日本思想史, 史料で探る日本の歴史, プロジェクトＡ(Ⅳ), 文献ゼミ, 基礎ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業論文

専門分野

日本史

研究課題

象徴天皇制, 近現代日本における合唱運動



単共
の別

年月 場所

単 2013.06.21 神戸女学院大学

国名期間 概要

2011.04-現在に至る 愛知県史現代史部会特別調査委員

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

売買春の日本近現代史 女性学インスティチュート連続セミナー

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2007.05-現在に至る 新修豊田市史近代史部会執筆委員

2011.12-現在に至る 同時代史学会・理事、関西研究会委員

2013.10-現在に至る 日本史研究会・編集委員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2005.10-現在に至る 近現代史研究会・編集委員

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

同志社大学人文科学研究所嘱託研究員
（社外）

2013.04.31-
2014.03.31

「高度経済成長と戦後日本の総合的歴史研究―高度成長の社会史
―」研究会に原則月1回参加



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2014.03 北海道大学スラブ・ユー
ラシア研究センター『スラ
ヴ研究』

単 2013.11.17 関学西洋史研究会第16
回年次大会

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名期間 概要

pp.13-25.単 2014.03 関学西洋史学会『関学西
洋史論集』第37号

「近代ボヘミアにおけるネイションと民俗」

「19世紀前半ボヘミアにおける愛国者のネッ
トワーク」（査読あり）

その他社会活動上特記すべき事項

西洋史

近代におけるハプスブルク君主国の変容とその特質

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

「近代ボヘミアにおけるネイションと民俗」

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

pp.83-107

科研費の採択

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

学会発表

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学術論文

担当授業科目（大学）

研究活動

西洋史入門, 歴史学入門, ヨーロッパ社会史(Ⅱ), 文献ゼミ, 基礎ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ)

氏名／所属／職名             桐生　裕子　KIRYU　Yuko / 総合文化学科 / 専任講師

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

専門分野

研究課題

教育活動



対象者

総文１・２年生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.08.31 世界思想社

単 2013.07 青土社、『ユリイカ』、2013
年8月臨時増刊号

単 2013.09 日仏哲学会、『フランス哲
学・思想研究』、18号

単 2013.12 岩波書店、『思想』、1076
号

単 2014.01 青土社、『現代思想』、
2014年2月号

単 2014.03 The Future of Bioethics,
ed. Center of Biomedical
Ethics and Law(Univ. of
Tokyo), Oxford
University Press.

単 2013.11.30 「現代思想の源泉として
のキルケゴール――生誕
200周年記念ワークショッ
プ」、於高崎経済大学

単 2013.10.19 灘高等学校　土曜講座

代分
の別

支給額 支給年度

代 1000千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

教育活動

担当授業科目（大学）

フランス語(Ⅰ)文法, フランス文化論, 知への好奇心Ⅱ, 比較文化特殊研究(Ⅲ), 基礎ゼミ, 文献ゼミ, 専攻ゼミ(Ⅰ), 専攻ゼミ(Ⅱ), 卒業
論文

専門分野

十八世紀フランス哲学・思想・文学, 表象文化論

研究課題

近代における「人間」概念の成立について（とりわけフランスの古典期・啓蒙期以降を対象に）

研究活動

国際文化論(Ⅰ)

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教科書『日常を拓く知』編集・作成 2013.08 大学での知や学びについてのシリーズを
発行

担当授業科目（大学院）

「かくも味わい深き他者の顔――『あんぱん
まん』試論」

83-90ページ

「ディドロとフランス現代思想：リオタール『非
人間的なもの』との関係から」

『日常を拓く知１　知る・学ぶ』 神戸女学院大学総合文化学科・大橋完太
郎（編）

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学会発表

「操り人形の自律性――キルケゴールのイロ
ニー概念の現代的意義について」

学術論文

3-15ページ

「パントマイムする身体の相――『劇詩論』と
『ラモーの甥』から」

232-250ページ

「操り人形の自律性――キルケゴールのアイ
ロニーをめぐって」

3-18ページ

"Which Body, Body of Labor, or Body of
Anatomy?"
（査読あり）

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

「今日における「啓蒙」の意義は何か〜日仏
比較思想史から考える」

氏名／所属／職名             大橋　完太郎　OHASHI　Kantaro / 総合文化学科 / 専任講師

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

「狂気と寄食者――『ラモーの甥』読解を起点にし
たディドロの非人間的概念に関する考察」

文部科学省　科学研究費補助金（若手（B））

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

公開講座

2013.04-2014.03 表象文化論学会　理事・編集委員長

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

講座名、講演タイトル 概要



国名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項



対象者

ミュージック・クリエィション
専攻２年澤田裕恵

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2014.02.28 Hi's Opera Company

共 2013.04.27 ミューザ川崎シンフォニー
ホール市民交流室

共 2013.04.29 新潟市民芸術文化会館

共 2013.06.02 八幡市文化センター大
ホール

共 2013.08.24 大阪市フェスティバル
ホール

共 2013.10.06 川崎市多摩市民館大
ホール

共 2013.10.25 東京都第一生命ホール
（晴海トリトンスクエア内）

共 2013.12.01 京都文化博物館《別館
ホール》

共 2014.01.12 東京都新国立劇場中劇
場

共 2014.01.13 東京都新国立劇場中劇
場

主催/全日本合唱連盟、新潟県合唱連
盟。演奏/滝沢優子、ブリランテ e アミー
カ。曲名/「かおあそびうた」「ほっぺたのは
らに」「ややこら眠れ」。

第50回京都合唱祭 主催/京都府合唱連盟　全日本合唱連盟
関西支部　朝日新聞社　京都市　公益財
団法人やわた市民文化事業団。演奏/山
上敦子、合唱団Aleph。曲名/赤田首里殿
内。

第３６回全日本おかあさんコーラス全国大会 主催/全日本合唱連盟、朝日新聞社。演
奏/滝沢優子、ブリランテ e アミーカ。曲名
/「かおあそびうた」「ほっぺたのはらに」「や
やこら眠れ」。

主催/一般財団法人合唱音楽振興会、
Association for Promoting Choral Music。
共催/NPO法人トリトン・アーツ・ネットワー
ク。演奏/東京混声合唱団。曲名/「愛のう
た　恋のうた-混声合唱のための-」。

合唱団Aleph演奏会 主催/合唱団Aleph。演奏/山上敦子、合
唱団Aleph。曲名/「ナッチロリン-混声合唱
による京都わらべ歌-」

Hi's Opera Company オペラ「みすゞ」第四
回試演会

主催/Hi's Opera Company。共演/樋本英
一ほか。曲名/オペラ「みすゞ」全三幕より。

Hi's Opera Company オペラ「みすゞ」　第五
回試演会

Hi's Opera Company オペラ「みすゞ」全三
幕　世界初演

Hi's Opera Company オペラ「みすゞ」全三
幕　世界初演

第３６回全日本おかあさんコーラス新潟県大
会

主催/Hi's Opera Company。共演/樋本英
一、岩田達宗、伊藤晴ほか。曲名/オペラ
「みすゞ」。

主催/Hi's Opera Company。共演/樋本英
一、岩田達宗、小田切一恵ほか。曲名/オ
ペラ「みすゞ」。

主催/Hi's Opera Company。演奏/樋本英
一ほか。曲名/オペラ「みすゞ」全曲。

東京混声合唱団第231回定期演奏会

学会発表

演奏会・発表会

学術論文

“DVD と Blu-ray Disc「オペラみすゞ－2014
年新国立劇場ライブ－(金子みすゞ生誕110
周年)」”

オペラ「みすゞ」全三幕の作曲。

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

聖母被昇天学院中学高等学校ハンドベル
部による、指導学生の作品初演。

2013.07- 本学学生作品を出身高校の三宅教頭先
生と学生二十数名を招いて発表できるよ
う、指導し手配した。同校ハンドベル部は
その後もこの作品を再演している。

教育活動

担当授業科目（大学）

和声学(Ⅱ), 対位法(Ⅰ), 対位法(Ⅱ), 楽器論, 作・編曲基礎実技(Ⅰ), 作・編曲基礎実技（Ⅱ）, ミュージック・クリエィション演習,
作品制作

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名             石黒　晶　ISHIGURO　Sayaka / 音楽学科 / 教授

専門分野

作曲

研究課題

オペラと混声合唱組曲の作曲



共 2013.04.27 ミューザ川崎シンフォニー
ホール市民交流室

単 2013.10.25 東京都第一生命ホール
（晴海トリトンスクエア内）

共 2013.10.06 川崎市多摩市民館大
ホール

単 2013.12.01 京都文化博物館《別館
ホール》

単 2014.01.12
,13

東京都新国立劇場中劇
場

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

共 2013.06.02 和歌山市民会館

共 2013.12.25 和歌山市役所

国名

Hi's Opera Company オペラ みすゞ　全三
幕より

曲名/オペラ みすゞ 一幕より序景、二幕よ
りNo.14幕間狂言I、No.16フィナーレII、三
幕よりNo.17前奏曲、No18劇的場面、
No.19小アリア「玩具のない子が」、No.20
「打ち獨楽」（ピアノと打楽器による縮小版）
作曲　初演

Hi's Opera Company オペラ みすゞ 全25曲 曲名/オペラ みすゞ 全25曲（ピアノと打楽
器による縮小版）作曲　初演

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

コンクール等の審査

コンクール審査：和歌山県合唱祭 主催/和歌山県合唱連盟。

平成2５年度和歌山市児童生徒文化奨励賞
審査員

主催/和歌山市。

公開レッスンでの指導

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

Hi's Opera Company オペラ みすゞ 全三幕
世界初演

曲名/オペラ みすゞ 全三幕（オーケストラ
版）作曲　初演

東京混声合唱団第231回定期演奏会 曲名/『愛のうた　恋のうた-混声合唱のた
めの-』（「まやしぇこ」「あのひとが来て」「み
だれ髪」「おれは六十で君は十六」）　作曲
初演

合唱団Aleph演奏会

作曲・編曲・振付

曲名/『ナッチロリン-混声合唱による京都
わらべ歌』（「虹の橋」「ナッチロリン」「扇め
でたし」「丸竹夷」）作曲　初演



対象者

院：ｵｰｹｽﾄﾗ特別実習Ⅰ
Ⅱ大学：ｵｰｹｽﾄﾗⅠ～Ⅳ
弦楽合奏Ⅰ～Ⅳ
管打合奏Ⅰ～Ⅳ

院：ｵｰｹｽﾄﾗ特別実習Ⅰ
Ⅱ大学：ｵｰｹｽﾄﾗⅠ～Ⅳ､
弦楽合奏Ⅰ～Ⅳ､管打合
奏Ⅰ～Ⅳ､合唱ⅢⅣ

オペラ実習

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.06.23 兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ
大ホール

共 2013.06.25 宝塚ベガ・ホール

共 2013.06.30 ピア・ジュリアンホール

兵庫県合唱連盟 第50回記念 合唱祭 主催/兵庫県合唱連盟・全日本合唱連盟
関西支部･朝日新聞社
共演/兵庫県合唱連盟､竹田景子
曲目/高田三郎：≪水のいのち》より
｢雨｣､ 「川」､｢海よ｣  【指揮】

ピア・ジュリアンホール presents
お昼のクラシックコンサート

主催/ピア・ジュリアン、 共演/中村徹
曲目/モーツァルト(中村健編曲)：｢アイネ･
クライネ･ナハトムジーク｣3.& 4.mvt、チャイ
コフスキー："くるみ割り人形"より｢可愛らし
い序曲｣､"交響曲第5番"より｢ワルツ｣(中村
徹編曲 初演)､ 中村徹：連弾のためのハン
ガリー舞曲よりNo.2, No.8､ 中村徹："連弾
のための謝肉祭"より｢ちょっとお祭り騒ぎ｣､
｢間奏曲｣､｢もっとお祭り騒ぎ｣　他 　【ピア
ノ】

演奏会・発表会

「ベガにオーケストラがやってきた！」　Vol.4
～神戸女学院大学音楽学部オーケストラ in
宝塚～

主催/(公財)宝塚市文化財団､神戸女学院
大学音楽学部
共演/神戸女学院大学音楽学部オーケス
トラ、辻井淳､Xavier Luck 他
曲目/チャイコフスキー：幻想的序曲｢ロメ
オとジュリエット｣、プッチーニ：歌劇≪
トゥーランドット≫より"誰も寝てはならぬ"、
ラヴェル：バレエ音楽｢マ･メール･ロア｣【指
揮】

著書・CD

学術論文

学会発表

研究活動

クリスマス礼拝で使用する楽曲のほぼ全面
的な改訂､データ化､譜面作成。
｢聞け天使の声｣｢いそぎ来たれ主にある
民｣｢まきびとひつじを｣｢いざ歌えいざ祝
え｣｢あらののはてに｣｢きよしこの夜｣｢もろび
とこぞりて｣
｢眠る御子は｣｢ベツレヘムへ行こう｣｢あし笛
の踊り｣｢聖母マリアはうぶ着を洗いたもう｣
他

補助教材の作成 2013年度後期

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

教育活動

担当授業科目（大学）

管打合奏(Ⅰ), 管打合奏(Ⅱ), 管打合奏(Ⅲ), 管打合奏(Ⅳ), 管弦楽法, 指揮法, 合唱(Ⅲ), 合唱(Ⅳ), 演奏・指揮演習, オペラ実習,

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教材の提供 2013年度後期

オーケストラ特別実習Ⅰ, オーケストラ特別実習Ⅱ

神戸女学院大学音楽学部定期演奏会 '13
におけるファリャ：舞踊音楽≪三角帽子≫
の抜粋演奏に関わる改訂(挿入曲の再構
成)

教材の提供 2013年度後期

モーツァルト｢コシ･ファン･トゥッテ｣序曲の
ピアノ連弾編曲版(自編)の作成

氏名／所属／職名             中村　健　NAKAMURA　Ken / 音楽学科 / 教授

専門分野
指揮, 作曲

研究課題
指揮, 作曲, 19世紀の洋楽導入



共 2013.09.01 東灘区民センター
うはらホール

共 2013.10.10 シルバーカレッジ音楽室

共 2013.10.14 兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ
神戸女学院小ホール

共 2013.10.17 (株)ヤマハミュージック大
阪神戸店3Fミュージック
サロン

共 2013.11.13 泉台幼稚園遊戯室

共 2013.12.03 兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ
大ホール

共 2012.12.15 宝塚ベガ・ホール

ＰＥＣモーニングライブ
  中村 健 ＆ 徹　PIANO DUO コンサート
 　　「連弾！ 連弾！ 連弾！ 」

発達障害を考える……ある家族の歩みか
ら」
～ トーク ＆ ピアノコンサート ～

東京藝術大學音樂學部同聲会兵庫支部音
樂會

主催/(公財)宝塚市文化財団､(公財)兵庫
県芸術文化協会
共演/津山和代､青木洋也､中塚昌昭､萩
原寛明､ベガメサイアを唱う会､宝塚少年少
女合唱団､テレマン室内オーケストラ
曲目/ヘンデル：オラトリオ｢メサイア｣
【指揮】

中村仁策先生 生誕100年記念音楽会 主催/神戸中央合唱団、共演/中村仁策先
生 生誕100年記念合唱団､森本恵子､中
村徹 他
曲目/ロシア民謡：｢ステンカ･ラージン｣､ラ
イヒャルト：｢秋の夜」､モーツァルト：《レクイ
エム》 より"Lacrymosa","Domine Jesu"､J.
シュトラウス-jun.ポルカ｢狩り」､アイルランド
民謡：｢春の日の花とかがやく」､ロシア民
謡：｢赤いサラファン｣､ドイツ民謡：｢さすら
い人の別れの歌､H.C.Work：｢おじいさん
の古時計｣､オランダ民謡：｢サリマライズ｣
他　【指揮･ピアノ】

主催/NPO法人ｸﾞﾙｰﾌﾟ わ 学習支援委員
会
独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振
興助成事業、共演/中村徹
曲目/モーツァルト (中村徹編曲)：｢アイネ・
クライネ・ナハトムジーク」 1.mvt､ドビュッ
シー：≪小組曲｣》より､中村徹：《連弾のた
めのハンガリー舞曲》 より No2､連弾のた
めのソナタ 2.mvt.､"連弾のための謝肉祭"
より｢もっとお祭り騒ぎ｣､未知瑠："Harvest
Dance"､チャイコフスキー："くるみ割り人形
"より｢可愛らしい序曲｣､　他　　【ピアノ】

神戸女学院大学音楽学部定期演奏会 '13

県民芸術劇場　　第34回 ベガメサイア
（G. F. ヘンデル「メサイア」全曲演奏）

主催/PEC Kobe、  共演/中村徹
曲目/モーツァルト:連弾ソナタ KV-186
1.mvt.､フォーレ：≪ドリー≫より No.1,3,6､
チャイコフスキー："くるみ割り人形"より｢可
愛らしい序曲｣､"交響曲第5番"より｢ワル
ツ｣､ジョプリン："Ragtime Dance"､未知瑠：
"Harvest Dance､中村徹：《連弾のための
ハンガリー舞曲》 より No.2､"連弾のための
謝肉祭"より｢間奏曲｣｢もっとお祭り騒ぎ｣
他
【ピアノ】

主催/東京藝術大學音楽学部同声会兵庫
支部
共演/原多鈴乃、中塚雅敏
曲目/レハール：《メリー･ウィドー》より｢むか
し王女と王子は｣ 「メリー･ウィドー･ワルツ」
【ピアノ】

主催/学校法人穐原学園、泉台幼稚園
曲目/チャイコフスキー："くるみ割り人形"
より｢可愛らしい序曲｣､フォーレ：≪ドリー≫
より No.1,3,6､ジョプリン："Ragtime
Dance"､ドヴォルザーク：スラブ舞曲
No.10(op.72-2)､中村徹：《連弾のためのハ
ンガリー舞曲》 より No.2､"連弾のための謝
肉祭"より｢間奏曲｣｢もっとお祭り騒ぎ｣　他
【講演･ピアノ】

「親子のハーモニー」　～トーク & コンサート
～

主催/神戸女学院大学音楽学部
共演/神戸女学院大学音楽学部、山田愛
子 他
曲目/澤内崇：立原道造の詩による女声合
唱組曲｢黄昏に｣(全曲本邦初演)､ファリャ：
舞踊音楽≪三角帽子≫より､ ベルリオー
ズ：≪幻想交響曲よりⅡ.舞踏会 他
【指揮】



共 2013.12.20 神戸女学院講堂

共 2013.12.03 兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ
大ホール

共 2014.02.13 神戸女学院講堂

共 2013.04.19 ジェームス邸
　　(神戸市垂水区塩屋)

共 2013.07.26 神戸女学院大学ジュリア･
ダッドレー記念館101

共 2013.12.20 神戸女学院講堂

共 2013.12.20 神戸女学院講堂

共 2014.02.13 神戸女学院講堂

代分
の別

支給額 支給年度

単共
別

年月 場所

共 2013.10.10 シルバーカレッジ音楽室

講座名、講演タイトル 概要

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

神戸女学院大学音楽学部「オペラ実習」履
修生によるオペラ公演

「親子のハーモニー」
～ トーク & コンサート ～

内容/神戸市北区しあわせの村に本拠地
を持つシルバーカレッジの中のひとつであ
る学習障害児などの支援活動を行う団体
からの招待。自閉症スペクトラムのある作
曲家でピアニストとその家族のこれまでの
歩み、理解者の支援の様子をコンサートを
交えて講演。
独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振
興助成事業
主催/NPO法人ｸﾞﾙｰﾌﾟ わ 学習支援委員
会

公開講座

社会活動
学会役員

就任期間 学会役員名

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

主催/神戸女学院大学音楽学部
共演/「オペラ実習」履修生､同スタッフ
曲目/モーツァルト：｢コシ･ファン･トゥッテ｣
抜粋
【指揮・チェンバロ】

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

学院リトリート
｢神戸女学院の宣教師-建物の名称を追っ
て｣
   "Goerge Alllchin 先生"

主催/神戸女学院
内容/音楽館、讃美歌コレクションなどに名
を残す師の宣教師、音楽教育者としての
業績･足跡を追う。【講演】

神戸女学院クリスマス礼拝 主催/神戸女学院
共演/神戸女学院大学音楽学部､神戸女
学院中等部･高等学部､ Xavier Luck､他
曲目/クリスマスキャロルなど【指揮・編曲】

神戸女学院大学クリスマス礼拝 主催/神戸女学院大学
共演/神戸女学院大学音楽学部､ Xavier
Luck､
曲目/クリスマスキャロルなど【指揮・編曲】

神戸女学院大学音楽学部「オペラ実習」履
修生によるオペラ公演

モーツァルト｢コシ･ファン･トゥッテ｣序曲の
ピアノ連弾編曲版への編曲

神戸女学院大学音楽学部定期演奏会 '13 ファリャ：舞踊音楽≪三角帽子≫より抜粋
演奏に必要な部分の新編曲

第56回日本手外科学会学術集会
「ジェームス邸の夕べ」

主催/第56回日本手外科学会学術集会
共演/Dr. Pak-cheong Ho､ 中村徹
曲目/C. Porter："Begin the Beguine"､
チャイコフスキー：《くるみ割り人形》より｢可
愛らしい序曲｣､ 中村徹：連弾のためのハ
ンガリー舞曲No.5､中村徹：「ちょっとお祭り
騒ぎ」   他
【ピア 】

神戸女学院大学クリスマス礼拝
神戸女学院学クリスマス礼拝

クリスマス礼拝で使用する楽曲のほぼ全面
的な改訂新編曲
｢聞け天使の声｣｢いそぎ来たれ主にある
民｣｢まきびとひつじを｣｢いざ歌えいざ祝
え｣｢あらののはてに｣｢きよしこの夜｣｢もろび
とこぞりて｣
｢眠る御子は｣｢ベツレヘムへ行こう｣｢あし笛
の踊り｣｢聖母マリアはうぶ着を洗いたもう｣
他

作曲・編曲・振付



共 2013.10.17 ㈱ヤマハミュージック大阪
神戸店ミュージックサロン

共 2013.11.13 泉台幼稚園遊戯室

共 2014.02.16 なるお文化ホール

共 2013.08.16 明石市民会館アワーズ
ホール

共 2013.08.28 兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ
大ホール

共 2013.11.14 東灘文化センター
うはらホール

国名

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動
海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

平成25年度「合唱講習会」
  なつかしい名歌を歌う
　　～ 『中村仁策編曲集』 ～ をテキストとし
て

期間 概要

2013.04- 現在　障害者施設、特別支援学校、教育機関、市民講座などにおける自閉症、発達障害にかかわる公演・演奏活動

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 学校法人　頌栄保育学院　理事・評議員

第42回 神戸市立高等学校「芸術祭」 主催/神戸市教育委員会・神戸市立高等
学校教育研究会

コンクール等の審査

第80回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール
兵庫県コンクール
高等学校の部

主催/日本放送協会

平成25年度 兵庫県合唱コンクール
中学校・高等学校の部

主催/兵庫県合唱連盟・全日本合唱連盟･
朝日新聞社

ＰＥＣモーニングライブ
  中村 健 ＆ 徹　PIANO DUO コンサート
 　　「連弾！ 連弾！ 連弾！ 」

内容/神戸市在住のピアノ教師の団体によ
る連弾に関するコンサートと講演の依頼。
連弾の教育的効果、面白さ、連弾の新た
な試み、可能性の追究を実演とともに紹
介。発達障害児の場合にも触れる。
主催/PEC Kobe、  協力/中村徹

｢発達障害を考える……ある家族の歩みか
ら｣
　　　　～ トーク ＆ ピアノコンサート ～

内容/神戸市北区の市立幼稚園の保護者
を対象とする講演会。ひとり息子･徹(て
つ)(自閉症スペクトラムを持つ作曲家､ピア
ニスト)の幼児期の様子を主に紹介､本人
の自作作品のピアノ曲、ピアノ連弾曲を紹
介しながら発達障害について考察。
主催/学校法人穐原学園、泉台幼稚園

公開レッスンでの指導

内容/合唱(混声)の指導と教材曲(4曲)の
成立の経緯、日本語と音楽との関係を講
ずる。西宮市で活動する合唱愛好家など
が受講。教材曲はいずれも日本語で歌わ
れたが､オランダ古謡､英詩の邦訳に作曲
されたこどもの歌､戦前のドイツタンゴの名
曲､本居長世の小品などが選ばれた。
主催/西宮市合唱連盟、西宮市、(公財)西
宮市文化振興財団　協力/中村徹



対象者

クラシックファンのための
コンサート

イタリア歌曲の流れ

サロンオペラ「友人フリッ
ツ」

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.06.27 いずみホール

共 2013.09.29 宝塚ベガホール

単 2013.10.17 イシハラホール

単 2013.11.11 神戸みんなのホール

共 2013.11.21 兵庫県芸術文化ホール

共 2014.02.02 芦屋ルナホール

共 2014.02.20 フェニックスホール

単 2013.04.19 神戸女学院講堂

単 2013.11.21 関西二期会

単 2014.02.21 関西二期会

代分
の別

支給額 支給年度

主催/芦屋オペラ　共演/芦屋市民オーケ
ストラ　曲目/（眠りの精、露の精）役

概要

曲名/賛美歌を歌おう（賛美歌２１より）

その他研究活動上特記すべき事項 年月

クラシックファンのためのコンサート 主催ＮＰＯクラシックファンのためのコン
サート　共演/伴奏：黒瀬紀久子　曲目/イ
タリア歌曲、アメリカ歌曲、日本歌曲　オペ
ラ（「蝶々夫人」「ランメルムールのルチア」
他）

特別公開講座 主催/みんなの音楽会　共演/藤里共世
曲目/オペラ「トスカ」より

オペラ「ヘンゼルとグレーテル」

プログラムノート：オペラ「友人フリッツ」

教育活動

担当授業科目（大学）

キャリアを考える（人生編）, キャリアを考える（仕事編）, 音楽科教育法Ⅱ, 教職実践演習（中・高）, 教育実習Ⅰ, 教育実習Ⅱ,
声楽Major(Ⅰ), 声楽Major(Ⅱ), 声楽Major(Ⅲ), 声楽Major(Ⅳ)

氏名／所属／職名　　　　　斉藤　言子　SAITO　Kotoko / 音楽学科 / 教授

専門分野

声楽

研究課題
オペラ, 歌曲, 宗教曲

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

2014.02.20 公演監督、プログラムノート

研究活動

2013.10.17 訳詞、曲目解説

2013.11.21 公演監督、プログラム解説

学術論文

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

学会発表

演奏会・発表会

主催/「赤とんぼ」　共演/赤とんぼメンバー
曲目/オペラ「トスカ」より

プログラムノート：「イタリア歌曲の夕べ」

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

神戸女学院大学金曜公開プログラム

オペラ「友人フリッツ」　【公演監督】 主催/関西二期会　共演/関西二期会会員
曲目/オペラ「友人フリッツ」全幕

イタリア歌曲の夕べ　【公演監督】 主催/関西二期会　　共演/関西二期会会
員　曲目/ロマン派イタリア歌曲

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

オペラ・ガラ・コンサート 主催/関西二期会　共演/指揮：ダニエル・
アジマン　大阪交響楽団　曲目/オペラ「椿
姫」より

「赤とんぼ」30周年記念コンサート



単共
の別

年月 場所

単 2013.11.11 神戸みんなのホール

共 2013.06.02 和歌山市民会館

共 2013.06.15 宝塚ベガホール

共 2013.06.16 宝塚ベガホール

共 2013.06.17 西宮ブレラホール

共 2013.06.30 宝塚ベガホール

共 2013.07.15 マリーンホール

共 2013.07.29 和歌山県民文化会館

共 2013.08.16 ゆるびの里ホール

共 2013.08.19 大阪ＮＨＫホール

共 2013.08.20 大阪ＮＨＫホール

共 2013.08.21 ゆるびの里ホール

共 2013.08.25 高松テルサホール

共 2013.08.29 兵庫県芸術文化センター

共 2013.08.31 たんば田園交響ホール

共 2013.09.01 たんば田園交響ホール

共 2013.10.13 高槻芸術劇場

共 2014.02.18

共 2013.02.18 奈良県民文化会館国際

共 2013-2014
（計6回）

グリーンホール

共 2014.03.29 ピッコロシアター

国名

和歌山県高校独唱コンクール 主催/和歌山県教育委員会

香川県音楽コンクール 主催/香川県音楽協会

宝塚ベガ国際音楽コンクール声楽本選 主催/宝塚文化振興財団

大阪国際音楽コンクール予選 主催/大阪国際音楽協会

宝塚ベガ国際音楽コンクール声楽予選 主催/宝塚文化振興財団

宝塚ベガ国際音楽コンクール声楽予選 主催/宝塚文化振興財団

日伊声楽コンコルソ 主催/読売新聞社

日本演奏家コンクール予選 主催/日本演奏家コンクール

大阪国際音楽コンクールファイナル 主催/大阪国際音楽協会

岡山県音楽コンクール予選 主催/岡山県教育委員会

ＮＨＫ全国学校音楽コンクール 主催/ＮＨＫ

ＮＨＫ全国学校音楽コンクール 主催/ＮＨＫ

岡山県音楽コンクール本選 主催/岡山県教育委員会

公開講座

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

特別公開レッスン 曲名/オペラ「蝶々夫人」より

公開レッスンでの指導

講座名、講演タイトル 概要

主催/関西二期会

コンクール等の審査

和歌山県コーラス大会 主催/和歌山合唱連合

福井県新人コンクール 主催/福井県文化振興財団

東京国際声楽コンクール予選 主催/東京国際声楽コンクール

東京国際声楽コンクール予選 主催/東京国際声楽コンクール

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

～2013.03 公益社団法人関西二期会副理事長

奈良帝塚山高校コーラス大会 主催/帝塚山高校

関西二期会予科、本科ソロ試験、オペラ試
演会

主催/関西二期会

関西二期会本科修了オペラ審査

2013.11.11- 地域住民生涯学習　特別レッスン

～2013.03 和歌山県文化事業アドヴァイザー

その他社会活動上特記すべき事項

～2013.03 公益社団法人関西二期会オペラ愛好会評議員

～2013.03 宝塚演奏連盟運営委員

～2013.03 宝塚ベガ国際コンクール理事

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要



対象者

室内楽佐々クラス、Luck
クラス受講生

室内楽佐々クラス、Luck
クラス受講生

ピアノ履修学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.07.26 きびドーム（和歌山）

共 2013.07.27 和泉市久保惣記念美術
館

共 2013.07.28 サロン・ドゥ・フローラ（芦
屋）

共 2013.09.27 いずみホール

共 2013.12.07 JTB朝日カルチャーサロ
ン　　　梅田教室

共 2013.05.08 音楽館ホール

共 2013.05.15 音楽館ホール

共 2013.05.22 音楽館ホール

共 2013.11.29 音楽館ホール

代分
の別

支給額 支給年度

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

学科別集会(イムレ・ローマン　ピアノコン
サート）

ラフマニノフ　「ワルツ」 (6手連弾）

その他の著作、訳書等

対話授業での解説と演奏 シューマン　「詩人の恋」 (1)

対話授業での解説と演奏 シューマン　「詩人の恋」 (2)

対話授業での全曲コンサート シューマン　「詩人の恋」　コンサート

その他の研究発表、演奏

作曲・編曲・振付

トリオ・フォンターナ2013夏 主催/久保惣記念美術館。メシアン：世の
終わりのための四重奏曲　他

主催/ 京都市立芸術大学・真声会。ドヴォ
ルザーク：ピアノ五重奏曲Op.81

主催/JTB朝日カルチャーサロン。　モー
ツァルト：ピアノソナタK.331 より、Vnソナタ
K.301

ブリリアントコンサート

トリオ・フォンターナ2013夏 主催/有田川町教育委員会。メシアン：世
の終わりのための四重奏曲　他

トリオ・フォンターナ2013夏 主催/サロン・ドゥ・フローラ。メシアン：世の
終わりのための四重奏曲　他

学会発表

演奏会・発表会

学術論文

担当授業科目（大学）

対話‐音楽から広がる知の世界, 室内楽(Ⅰ), 室内楽(Ⅱ), ピアノMajor(Ⅰ), ピアノMajor(Ⅲ), ピアノMajor(Ⅳ), ピアノSecond Major(Ⅰ)

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

氏名／所属／職名             佐々　由佳里　SASSA　Yukari / 音楽学科 / 教授

"室内楽の愉しみ”の開催（音楽館ホール） 2013.07.29 室内楽クラス発表会（前期）

"室内楽の愉しみ”の開催（音楽館ホール）

教育活動

器楽実技Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

2014.02.10 室内楽クラス発表会（後期）

担当授業科目（大学院）

専門分野

研究課題

ピアノ

音色とタッチの関わりについて。　室内楽（ピアノトリオ、ピアノを含む室内楽作品）

ピアノでたどるモーツァルトの生涯と作品
（第２部　ミニコンサート）

カワイピアノグレード6級学内認定制度の支
援

2013.04-2014.02 新しく導入された制度の周知とアドヴァイス



単共
の別

年月 場所

単 2013.12.0７ JTB朝日カルチャー梅田
教室

単 2013.07.09 大阪信愛女子高校

単 2013.10.19 カワイ　ジュエサロン

共 2014.03.09 千里ヤマハサロン

共 2013.04.02 イシハラホール

共 2013.04.27 フェニックスホール

共 2013． 泉佐野市泉の森ホール

共 2013.06.22 ザ・シンフォニーホール

共 2013.07.30 和歌山県民文化会館

共 2013.10.12
-14

摂津市民会館

共 2013.11.16
-17

神戸女学院大学音楽館
ホール

共 2013.11.23 神戸産業振興会館

共 2013.11.30 摂津市民会館

共 2013.12.01 寝屋川市立アルカスホー
ル

共 2014.02.01 岸和田市立自泉会館

共 2014.02.23 岸和田市立自泉会館

共 2014.03.25 相愛学園ホール

共 2014.03.26 神戸ファッションミュージ
アム

共 2014.03.29 岸和田市立マドカホール

国名

オーストリ
ア

オーストリ
ア

オーストリ
ア

オーストリ
ア

オーストリ
ア

マドカプレミアムフレッシュ

泉の森フレッシュコンサート 主催/泉佐野市文化振興財団

第22回ABC新人コンサート 主催/NPO法人ABC音楽振興会

和歌山県高校声楽・ピアノコンクール

主催/岸和田文化事業協会

自泉ジュニアオーディション　本選 主催/岸和田文化事業協会

自泉ジュニアオーディション　予選 主催/岸和田文化事業協会

2014.02.12-15 Rolf Plagge教授（モーツァルテウム音楽大学）マスタークラス　及びリサイタルの開催（於：神戸女学院
大学）

主催/寝屋川市・寝屋川市教育委員会

日本ピアノ教育連盟ピアノオーディション
C部門　副主任

主催/日本ピアノ教育連盟

摂津音楽祭　本選 主催/摂津市・摂津市教育委員会・摂津市
施設管理公社

PIARAピアノコンクール 主催/PIARA

第23回ABC新人オーディション　第２次予選

2013.04.26 モーツァルテウム夏期国際アカデミーのためのオーディション（インターネットテレビ会議システムを使
用して国内で作業）

2013.08.06－16 モーツァルテウム夏期国際アカデミー視察。Roczek教授、Plagge教授、Rohmann教授、Lieske教授と
面会。（ザルツブルグ）

2013.11.24－30 モーツァルテウム＆神戸女学院大学　Friendship Week 2013の開催　（於：神戸女学院大学）

その他社会活動上特記すべき事項

2013.05.23, 06.06,
11.21, 2014.01.16

インターネットピアノレッスン（インターネット会議システムを使用して国内で作業）

2013.04-2014.03 岸和田文化事業協会　理事

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 公益財団法人　日本ピアノ教育連盟　関西支部幹事

主催/和歌山県高校音楽連盟

主催/NPO法人ABC音楽振興会

摂津音楽祭　予選 主催/摂津市・摂津市教育委員会・摂津市
施設管理公社

第１回アルカスピアノコンクール　本選　主任

コンクール等の審査

第22回ABC新人オーディション　本選 主催/NPO法人ABC音楽振興会

ピアノ・声楽コンクール　in Osaka 主催/KOSMA

職業ガイダンス （お話とワンポイントレッス
ン）

モーツァルト：ソナタK.282、ドビュッシー：
練習曲「反復音のために」

カワイ　アドヴァイスレッスン リスト：　ため息　他

ピアノ教育連盟ピアノオーディション
本選出場者のための試演会

ドビュッシー：子供の領分より、サンサーン
ス：アレグロ　アパショナート　他

公開レッスンでの指導

講座名、講演タイトル 概要

JTB朝日カルチャー一日講座　「ピアノでた
どるモーツァルトの生涯と作品」　(第１部　講
座）

主催/JTB朝日カルチャー

公開講座

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

ヤマハ　ピアノコンサート 主催/ヤマハミュージックリテイリング



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.05.18
-19

森ノ宮ピロティホール

単 2014.02.01 Forum Am Schlosspark

単 2013.12.05
-07

神戸女学院大学ｴﾐﾘｰ･ﾌﾞ
ﾗｳﾝ記念館スタジオＡ

単 2013.03.07
-08

兵庫県立芸術文化セン
ター

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

共 2013.11.20
-24

ティアラこうとう(東京)

共 2014.02.22
-23

仙台市青年文化センター
シアターホール

教育活動

担当授業科目（大学）

アナライズクラス（Ⅰ）, アナライズクラス（Ⅱ）, アナライズクラス（Ⅲ）, アナライズクラス（Ⅳ）, 舞踊レパートリークラス（Ⅰ）,
舞踊レパートリークラス（Ⅱ）, 舞踊レパートリークラス（Ⅲ）, 舞踊レパートリークラス（Ⅳ）, ソロリサイタル（舞踊）, 卒業公演

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

研究課題

振り付け, 演出

専門分野

舞踊

担当授業科目（大学院）

助成金タイトル、支給元研究タイトル

科研費の採択

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究活動

著書・CD

学術論文

学会発表

演奏会・発表会

作曲・編曲・振付

舞踊専攻第５回卒業公演 演出・振付 "Journey" 再演、"From Dusk to Dawn"
初演

ｼﾞｮﾝ ｸﾗﾝｺ ｽｸｰﾙ公演　演出・振付 Absence of Story

舞踊専攻第８回公演 演出・振付 "Here we are!" 再演、"Bardo" 再演、
"Blue Farewell" 初演

PDA Performance Collection vol.3 Move 演
出・振付

Patch Work

年月 概要

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

氏名／所属／職名             島﨑　徹　SHIMAZAKI　Toru / 音楽学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

コンクール等の審査

コンクール審査：Youth America Grand
Prix2014 日本予選

YAGP2014日本予選実行委員会

コンクール審査：Dance Competition in
Sendai 2014

宮城県洋舞団体連合会



国名

ドイツ

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

概要

2013.09.16-27 シュトウットガルト ジョン クランコ スクールにて振付指導

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

その他社会活動上特記すべき事項



対象者

担当学部生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2014.03.13 ウィーン、プライナー音楽
院ホール

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.05.30 ヤマハ神戸店

単 2013.06.05 豊岡市岡楽器ホール

単 2013.08.21 茨木市ワムホール

単 2014.03.02 京都市北文化会館

教育活動

担当授業科目（大学）

ピアノMajor(Ⅰ), ピアノMajor(Ⅱ), ピアノMajor(Ⅲ), ピアノMajor(Ⅳ)

研究課題

ピアノ音楽と、その指導について

氏名／所属／職名　　　　　田中　修二　TANAKA　Shuji / 音楽学科 / 教授

専門分野

ピアノ

研究活動

学生定期試験の為の試演会 2014.01.07 西宮北口新響楽器を借りて試験曲の演奏
会

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

演奏会・発表会

学術論文

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

作曲・編曲・振付

神戸女学院大学交流コンサート ラフマニノフ：２つの前奏曲

学会発表

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

講座名、講演タイトル 概要

兵庫県学生ピアノコンクール課題曲講座 演奏とお話し／ヤマハ神戸店主催。

公開講座

- 現在 全日本ピアノ教育連盟関西支部運営委員

2008.10- 現在 大阪国際音楽コンクール理事

才能教育研究会関西Dブロック公開レッスン 才能教育研究会Dブロック

才能教育研究会公開レッスン 才能教育研究会関西支部

兵庫県学生ピアノコンクール課題曲講座 演奏とお話し／岡楽器店主催。

公開レッスンでの指導



共 2013.05.12 姫路パルナソスホール

共 2013.07.24 太子町あすかホール

共 2013.07.29 高松テルサ

共 2013.08.16 やまと郡山城ホール

共 2013.08.24 神戸産業振興センター

共 2013.09.15 大阪フェニックスホール

共 2013.10.27 大阪フェニックスホール

共 2013.11.17 西部市民会館

単 2014.01.13 茨木市ワムホール

共 2014.01.26 和歌山県文化会館

共 2014.03.29 池田市文化会館

国名

ヤマハヤングピアニストコンサート和歌山県
大会審査

才能教育研究会関西支部

全日本学生音楽コンクール予選審査 毎日新聞社

コンクール等の審査

姫路パルナソスフレッシュコンサートオー
ディション

姫路市文化振興財団

兵庫県学生ピアノコンクール審査 神戸新聞社

奈良県高等学校音楽教育研究会

概要

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

香川ジュニアコンクール審査 香川県音楽連盟

ヤマハ株式会社

来音会ピアノコンクール審査 来音会

才能教育鈴木チルドレンコンサートオーディ
ション

毎日新聞社

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

その他社会活動上特記すべき事項

全日本芸術協会コンクール審査 全日本芸術協会

ヤマハヤングピアニストコンサート審査 オクダ楽器

奈良県高等学校独唱独奏コンクール審査

全日本学生音楽コンクール本選審査



対象者

アウトリーチ履修生

アウトリーチ履修生

アウトリーチ履修生

アウトリーチ履修生

アウトリーチ履修生

アウトリーチ履修生

アウトリーチ履修生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.12 『神戸女学院大学論集』
第60巻

単 2014.03 神戸女学院大学女性学
インスティチュート『女性
学評論』第28号

単 2013.07.23 国際美学会第19回世界
大会

単 2013.10.20 国際音楽学会東アジア大
会

共 2013.07.06 神戸女学院講堂

共 2013.11.16 EB館スタジオA

共 2013.11.23 神戸女学院講堂

共 2013.12.14 神戸女学院講堂

単 2013.05.16 神戸女学院講堂

単 2013.11.21 神戸女学院ソール・チャ
ペル

単 2014.03 丹波古陶館・篠山能楽資
料館友の会『紫明』第34
号

単 2013.09 『アウトリーチ通信』第22
号

単 2014.03 『アウトリーチ通信』第23
号

単 2014.03 『アウトリーチ通信』第23
号

単 2013.05 『学報』第168号

単 2013.12 『学報』第170号

西宮市立春風幼稚園アウトリーチ

CD紹介、辻井淳《ロシアの謝肉祭》

プログラム内容の指導2013.11.29

「子どものためのコンサート・シリーズ、２万人
目の入場者を迎えて」

「子どものためのオルガン・コンサート」

「子どものための七夕コンサート」

「子どものための音楽作りワークショップ」

大学礼拝 演題「歴史の中の歌、歌の中の歴史」

大学礼拝 演題「クリスマス・オラトリオと受難コラール」

その他の著作、訳書等

「開港地神戸の育んだピアニスト小倉末子〜
ドビュッシー受容の知られざる立役者」

作曲・編曲・振付

「子どものための音楽作りワークショップ」 企画・制作

その他の研究発表、演奏

「子どものためのオルガン・コンサート」 企画・制作

於：クラクフ大学、ポーランド

"The birth of the ‘pianist’ in the musical
modernization of Japan, 1868-1925"

於：台北大学、台湾

「子どものためのクリスマス・コンサート」 企画・制作・指導

93-113頁

学会発表

「子どものための七夕コンサート」 企画・制作・指導

演奏会・発表会

"Suye OGURA (1891-1944) and the Birth of
the Pianist in Early Modern Japan"

特定非営利活動法人もみの木アウトリーチ 2014.03.13 プログラム内容の指導

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

「朝日新聞に見るピアニスト小倉末子〜音楽
家研究とデータベース」

131-146頁

「朝鮮の諸新聞に見るピアニスト小倉末子の
京城演奏旅行（1916年12月）」

学術論文

プログラム内容の指導2013.12.18雲雀丘学園小学校アウトリーチ

国立療養所刀根山病院アウトリーチ 2014.03.07

芦屋特別支援学校アウトリーチ 2013.06.21 プログラム内容の指導

国立病院機構兵庫中央病院アウトリーチ

プログラム内容の指導

2013.10.12 プログラム内容の指導

大阪市立総合医療センター・アウトリーチ

プログラム内容の指導2013.11.13

担当授業科目（大学院）

楽書講読Ⅱ, 副論文制作Ⅰ, 副論文制作Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

音楽史(Ⅰ)(諸民族の音楽を含む), ミュージック・コミュニケーション講座, 音楽によるアウトリーチ(講義), 音楽によるアウトリーチ(実習),
 初期神戸女学院

氏名／所属／職名             津上　智実　TSUGAMI　Motomi / 音楽学科 / 教授

専門分野

音楽学

研究課題

ピアニスト小倉末子（1891-1944）の再評価, 初期神戸女学院の音楽教育, 社会における音楽の役割



代分
の別

支給額 支給年度

代 300千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

国名

韓国

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

学外機関委員等

社会活動

期間 概要

2013.05.03 "The Early History of Music Education at Kobe College, Japan, a mission school founded in 1875"
（梨花女子大学、梨花音楽研究所での特別講演）

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 玉川学園大学「ガスパー ル・カサド原智恵子関係資料整理・調査プロジェクト」資料委員

その他社会活動上特記すべき事項

読売新聞記事「西宮の園児らに学生7人演奏、神戸女学院大」2013年11月13日（水）朝刊33面

学会役員

就任期間 学会役員名

2013.04-2014.03 日本音楽学会機関誌『音楽学』編集委員

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

「明治期の本学音楽教育史料の調査研究」 神戸女学院大学研究所　研究助成



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.04.29 帝国ホテル

共 2013.05.06 ザ・シンフォニーホール

共 2013.05.19 川西市みつなかホール

共 2013.06.22 いずみホール

共 2013.06.25 宝塚ベガ・ホール

共 2013.06.27 いずみホール

共 2013.07.28 ラブリーホール・大ホール

共 2013.08.03 神戸新聞松方ホール

共 2013.10.05 愛知県芸術劇場コンサー
トホール

河内長野マイタウンオペラ・コンチェルタンテ
Vol.2カヴァレリア・ルスティカーナ　トゥリッドゥ
役

主催/公益財団法人河内長野市文化振興
財団。音楽監督/牧村邦彦。指揮/井村誠
貴。演出/岩田達宗。管弦楽団/大阪交響
楽団。合唱/マイタウンオペラ合唱団。共演
/田中友輝子、東平聞、他

主催/神戸女学院大学音楽学部。指揮/中
村健。共演/辻井淳、ザビエル・ラック。曲名
/歌劇「カヴァレリア・ルスティカーナ」よりミ
ルク色のブラウスを着ているローラよ（シチリ
アーナ）、他

ベガにオーケストラがやってきた！Vol.4〜神
戸女学院大学音楽学部オーケストラin宝塚〜

学会発表

演奏会・発表会

氏名／所属／職名　　　  　　松本　薫平　MATSUMOTO Kunpei / 音楽学科 / 准教授

担当授業科目（大学院）

研究活動

第９回〜オペラとディナーの饗宴〜帝国ホテ
ルオペラシアター　オペレッタ「こうもり」アルフ
レード役

主催/帝国ホテル。構成/栗山昌良。共演/
清原邦仁、松岡万希、田中由也、他。

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

対話‐音楽から広がる知の世界, 声楽Major(Ⅰ), 声楽Major(Ⅱ), 声楽Major(Ⅲ), 声楽Major(Ⅳ), 声楽Minor(Ⅰ), 声楽Minor(Ⅱ),
声楽Minor(Ⅲ), オペラ実習

いずみホール・オペラ2013「シモン・ボッカネ
グラ」　ガヴリエーレ・アドルノ役

主催/いずみホール。プロデュース・指揮/
河原忠之。演出/粟國淳。管弦楽/ザ・カ
レッジ・オペラハウス管弦楽団。合唱/ザ・カ
レッジ・オペラハウス合唱団。共演/堀内康
雄、花月真、尾崎比佐子、他。

主催/関西音楽人のちから「集」実行委員
会。指揮者/牧村邦彦、井村誠貴、高谷光
信。管弦楽/復興支援オーケストラ。曲名/
カンタータ「土の歌」、他。

白石優子ソプラノ・リサイタル〜歌曲＆アリア
とトスカ・ハイライト〜　カヴァラドッシ役

主催/（公財）川西市文化・スポーツ振興財
団。共演/白石優子、關口康祐、田中由
也、他。

専門分野

研究課題

声楽

オペラ, 歌曲, 宗教曲

関西二期会G.ヴェルディ生誕２００周年記念
「オペラ・ガラ・コンサート」

主催/公益社団法人関西二期会。指揮/ダ
ニエーレ・アジマン。管弦楽/大阪交響楽
団。共演/三代澤康司、尾崎比佐子、斉藤
言子、他。曲名/歌劇「ドン・カルロ」より二重
唱「君か！〜我らの魂に友情と希望を呼び
覚ましたまう神よ！」

その他教育活動上特記すべき事項

主催/長屋弘子。解説/中村敬一。共演/河
原忠之、末吉利行、長屋弘子、他。曲名/
歌劇「ドン・カルロ」より二重唱「君か！〜我
らの魂に友情と希望を呼び覚ましたまう神
よ！」、歌劇「トゥーランドット」より「誰も寝て
はならぬ」

あいちトリエンナーレ2013祝祭ウィーク事業
あいちの声楽家たちによる「異人たちの響演」

第１５回記念Canzone da KOBE Vol.15〈１０
人の男が贈る愛のメッセージ〉アンサンブルと
ともに　フェニックスコンサート３５th

主催/兵庫県音楽活動推進会議。共演/伊
藤勝、江頭義之、他。曲名/カタリ カタリ、帰
れソレントへ、他

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

第３回東日本大震災復興チャリティーコン
サート2013

学術論文



共 2013.10.20 伊勢市観光文化会館大
ホール

共 2013.10.27 いずみホール

共 2013.11.01 ホテルオークラ神戸「チャ
ペル」

共 2013.11.27 帝国ホテル大阪４階チャ
ペル

共 2013.12.14 アワーズホール・明石市立
市民会館大ホール

共 2013.12.15 三木文化会館大ホール

共 2013.12.21 川西市文化会館大ホール

共 2013.12.28 ザ・シンフォニーホール

共 2014.01.18 阿南市文化会館夢ホール

共 2014.01.19 徳島市立文化センター

共 2014.02.01 大東市立総合文化セン
ター　サーティホール

共 2014.02.02 岸和田市立浪切ホール大
ホール

共 2014.02.09 碧南市文化会館ホール

共 2014.02.23 神戸文化ホール大ホール

共 2014.03.07 ザ・フェニックスホール

共 2014.03.14 アマレーナ

第６２回神宮式年遷宮奉祝　伊勢市民オペ
レッタ「こうもり」　アルフレード役

主催/伊勢市民オペレッタ「こうもり」実行委
員会。音楽監督/笠井幹夫。指揮/大谷正
人。演出/直井研二。共演/笠井幹夫、廣め
ぐみ、松下伸也、他

日本センチュリー交響楽団　指揮コンサート
013秋

主催/公益財団法人日本センチュリー交響
楽団。指揮/現田茂夫。管弦楽団/日本セ
ンチュリー交響楽団。共演/尾崎比佐子。曲
名/歌劇「リゴレット」より女心の歌、歌劇「ド
ン・カルロ」より世のむなしさを知る君、他

神戸ビエンナーレ2013まちなかコンサート「松
本幸三ファミリーコンサート」

主催/神戸ビエンナーレ組織委員会事務
局。共演/松本幸三、松本玲子、他。曲名/
カタリ カタリ、歌劇「トゥーランドット」より「誰
も寝てはならぬ」、他

帝国ホテルの音楽薈　栗山昌良のオペラノー
ト〜第２０回記念ガラコンサート〜

主催/帝国ホテル。共演/井上敏典、川下
登、川下由理、他。曲名/踊り、歌劇「トゥー
ランドット」より「誰も寝てはならぬ」、他

第３１回明石第九演奏会　テノールソロ 主催/アワーズホール・明石市立市民会
館。指揮/寺岡清高。管弦楽/明石フィル
ハーモニー管弦楽団。合唱/明石第九合唱
団。共演/福永修子、山田愛子、井上敏
典第２７回三木「第九」演奏会　テノールソロ 主催/三木第九を歌う会。指揮/末廣誠。管
弦楽/大阪フィルハーモニー交響楽団。合
唱/三木「第九」合唱団、他。共演/松田緑、
山田愛子、河野克典

２１世紀の第九　テノールソロ 主催/朝日放送。指揮/ケン・シェ。管弦楽
団/日本センチュリー交響楽団。合唱/京都
バッハ・アカデミー合唱団。共演/上村智
恵、福原寿美枝、萩原寛明

ベートーヴェン「第九シンフォニー」演奏会
テノールソロ

主催/(公財）兵庫県芸術文化協会、（公財）
川西市文化・スポーツ振興財団。指揮/飯
守泰次郎。管弦楽/関西フィルハーモニー
管弦楽団。合唱/川西市民合唱団。共演/
坂口裕子、福原寿美枝、片桐直樹

宝くじ文化公演関西二期会Presents映画音
楽とオペラアリアへの誘い

主催/阿南市、徳島県、（財）自治総合セン
ター。指揮/船橋洋介。管弦楽/関西二期
会オペラアンサンブル。共演/桂米團治、尾
崎比佐子、他。曲名/マイ・ウェイ、歌劇
「トゥーランドット」より「誰も寝てはならぬ」他

宝くじ文化公演関西二期会Presents映画音
楽とオペラアリアへの誘い

主催/徳島市、（公財）徳島市文化振興公
社。指揮/船橋洋介。管弦楽/関西二期会
オペラアンサンブル。共演/桂米團治、尾崎
比佐子、他。曲名/マイ・ウェイ、歌劇「トゥー
ランドット」より「誰も寝てはならぬ」他

宝くじ文化公演関西二期会Presents映画音
楽とオペラアリアへの誘い

主催/大東市、大東市教育委員会、（財）自
治総合センター。指揮/船橋洋介。管弦楽/
関西二期会オペラアンサンブル。共演/桂
米團治、尾崎比佐子、他。曲名/マイ・ウェ
イ、歌劇「トゥーランドット」より「誰も寝てはな
らぬ」他

主催/岸和田市、（財）自治総合センター。
指揮/船橋洋介。管弦楽/関西二期会オペ
ラアンサンブル。共演/桂米團治、尾崎比佐
子、他。曲名/マイ・ウェイ、歌劇「トゥーラン
ドット」より「誰も寝てはならぬ」他

宝くじ文化公演関西二期会Presents映画音
楽とオペラアリアへの誘い

市民創作オペラ「カルメン」　ドン・ホセ役 主催/神戸市、神戸フォーレ協会、公益財
団法人神戸文化振興財団。指揮/矢澤定
明。演出/井原広樹。監修協力/佐渡裕。管
弦楽/日本センチュリー交響楽団。共演/福
原寿美枝、萩原寛明、他

碧南第九演奏会　テノールソロ 主催/碧南第九を歌う会。指揮/曽我大介。
管弦楽/中部フィルハーモニー交響楽団。
共演/鈴木恵美、市村由香、藤村匤人

L'OPERA大岩千穂プロデュースベル・カント
に魅せられてVol.Ⅳ「椿姫」　アルフレード役

主催/Opus.7(株式会社NGK)。共演/河原
忠之、大岩千穂、片桐直樹、内藤里美、他

THE DINNER SHOW CANZONE
DELL'AMORE 松本薫平スペシャルライブ

企画制作/有限会社キアーロ。共演/片桐
えみ。曲名/カタリ カタリ、私の太陽、忘れな
草、他



代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

共 2013.04.27 クオレ大阪北

共 2013.08.10 コープ神戸協同学苑

共 2013.09.14 グリーンホール

共 2013.10.08 グリーンホール

共 2013.12.16 グリーンホール

共 2014.03.06 池田市民会館アゼリア
ホール

共 2014.03.10 グリーンホール

共 2014.03.16 グリーンホール

共 2014.03.23 グリーンホール

共 2014.03.29 ピッコロシアター

共 2014.03.30 グリーンホール

国名

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

就任期間

海外での活動

関西二期会・会員

期間 概要

1999.04-現在 神戸音楽家協会・会員

2009.04-現在

関西二期会会委員オーディション 主催／公益社団法人　関西二期会

2010.04-現在 神戸芸術文化会議・会員

関西二期会オペラ研修所第三次オーディショ
ン審査

主催／公益社団法人　関西二期会

主催／公益社団法人　関西二期会

アゼリア推薦新人演奏会声楽の部オーディ
ション

兵庫県音楽活動推進会議・会員

関西二期会オペラ研修所修了オペラ審査

その他社会活動上特記すべき事項

2010.04-2014.03

1999.04-現在

カワイうたのコンクール 主催／河合楽器製作所

関西二期会オペラ研修所審査 主催／公益社団法人　関西二期会

関西二期会「夕鶴」オーディション審査 主催／公益社団法人　関西二期会

主催／公益社団法人　関西二期会

学外機関委員等

コンクール等の審査

機関名・委員名・役職名

学会役員名

科研費の採択

その他研究活動上特記すべき事項 年月

助成金タイトル、支給元

主催／いけだ市民文化振興財団

研究タイトル

関西二期会オペラ研修所第二次オーディショ
ン審査

公開レッスンでの指導

関西二期会オペラ研修所第一次オーディショ
ン審査

関西二期会オペラ研修所予科生試験

2011.06.-現在

概要

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

作曲・編曲・振付

神戸音楽家協会・幹事

公開講座

講座名、講演タイトル

主催／公益社団法人　関西二期会

学会役員

就任期間

主催／公益社団法人　関西二期会

主催／公益社団法人　関西二期会

関西二期会・理事

その他の研究発表、演奏

関西二期会会委員オーディション

概要

社会活動



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2014.03.25 OTAKEN Records

共 2014.03.25 OTAKEN Records

共 2013.04.20 京都ナムホール

共 2013.04.21 京都コンサートホール

共 2013.04.26 倉橋島

共 2013.05.05 兵庫芸術文化センター

共 2013.05.29 いずみホール

共 2013.05.31 はつかいちさくらぴあ

共 2013.06.16 会津風雅堂

共 2013.06.23 洛陽教会

共 2013.07.09 雲雀が丘学園

共 2013.07.15 洛陽教会

共 2013.07.17 愛知県芸術劇場

共 2013.07.23 浜松ヤマハホール

共 2013.08.20 宝塚ベガホール

共 2013.09.17 サントリーホール

共 2013.09.18 サントリーホール

共 2013.09.29 三次横谷

共 2013.10.29 東京芸術劇場

共 2013.11.25 広島国際会議場

共 2013.11.30 岩手矢巾町 主催/矢巾町/ブラームス「ハンガリー舞
曲」他

マイハート弦楽四重奏団

新日本フィルハーモニー

マイハートスペシャル

アンサンブルベガ

主催/アシスト/コルンゴルト「ピアノ五重奏
曲」他

京都バッハゾリステン

ヴィルトゥオーゾオーケストラ

辻井淳バイオリンリサイタル

アンサンブルベガ

ヴィルトゥオーゾオーケストラ

ヴィルトゥオーゾオーケストラ

主催/宝塚市/シューベルト「八重奏曲」他

カモネット

ロ短調ミサ

マイハート弦楽四重奏団

アンサンブルベガ

主催/京都ナムホール/ベートーヴェン「弦
楽四重奏曲1番」他

主催/京都バッハゾリステン/バッハ「ロ短
調ミサ」

主催/廿日市市/ヒナステラ「弦楽四重奏曲
1番」他

主催/会津若松市/ロッシーニ「ソナタ1番」
他

主催/倉橋マイハート実行委員会/コルン
ゴルト「弦楽四重奏曲番2番」他

主催/JR東海他/シューベルト「死と乙女」
他主催/かじまちヤマハ/ディニーク「ひばり」
他

京都バッハゾリステン 主催/京都バッハゾリステン/バッハ「シャコ
ンヌ」他

主催/NTTデータ/エルガー「エニグマ」他

主催/三次市/ドボルザーク「アメリカ」他

氏名／所属／職名　　　　　辻井　淳　TSUJII　Jun / 音楽学科 / 准教授

主催/鑑真1250年実行委員会/山本純ノ
介「アンティフォナスーラ」他

主催/雲雀ケ丘学園/ブラームス「ハンガ
リー舞曲」他

マイハート弦楽四重奏団

主催/NTTデータ/エルガー「エニグマ」他

主催/京都バッハゾリステン/バッハ「カン
タータ」他

演奏会・発表会

アンサンブルベガ 主催/兵庫芸術文化センター/ロッシーニ
「ソナタ1番」他

アンサンブルベガ 主催/いずみホール/ロッシーニ「ソナタ1
番」他

アンサンブルベガ

CD「風の伝説」(ホルン五重奏) 共演者/池田重一、カモネット

学術論文

学会発表

著書・CD

研究活動

CD「愛のよろこび」 共演者/藤井由美

室内楽特別実習Ⅰ, 室内楽特別実習Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

専門分野

ヴァイオリン

研究課題

からだと楽器の一体化について, アンサンブルの極意, CD録音

担当授業科目（大学院）

教育活動

担当授業科目（大学）

対話‐音楽から広がる知の世界, オーケストラ(Ⅰ), オーケストラ(Ⅱ), オーケストラ(Ⅲ), オーケストラ(Ⅳ), 弦楽合奏(Ⅰ), 弦楽合奏(Ⅱ),
弦楽合奏(Ⅲ), 室内楽(Ⅰ), 室内楽(Ⅱ), 弦楽器Major(Ⅰ), 弦楽器Major(Ⅱ), 弦楽器Major(Ⅲ), 器楽Minor(ヴァイオリン)(Ⅰ),
器楽Minor(ヴァイオリン)(Ⅱ)



共 2013.12.07 佐倉聖書バプテスト教会

共 2013.12.08 習志野バプテスト教会

共 2013.12.10 長崎時津カナリーホール

共 2013.12.23 洛陽教会

共 2014.01.04 兵庫芸術文化センター

共 2014.01.03 兵庫芸術文化センター

共 2014.01.05 新潟りゅーとぴあ

共 2014.02.09 広島恵みバプテスト教会

共 2014.02.08 広島県民文化センター

共 2014.02.09 福山リーデンローズ

共 2014.02.22 山形テルサ

共 2014.03.15 宝塚ベガホール

共 2014.03.21 京都ナムホール

共 2014.03.22 熊谷市立大里センター

共 2014.03.23 宗次ホール

代分
の別

支給額 支給年度

単共
別

年月 場所

国名

主催/佐倉聖書バプテスト教会/フバイ「祈
り」他

主催/熊谷市/ロッシーニ「ソナタ2番」他

主催/宗次ホール/ドボルザーク「アメリカ」
他

マイハート弦楽四重奏団

アンサンブルベガ

主催/時津町/ロッシーニ「ソナタ2番」他

主催/京都バッハゾリステン/バッハ「カン
タータ」他

主催/兵庫芸術文化センター/ブラームス
「交響曲1番」他

主催/新潟りゅーとぴあ/モーツァルト「クラ
リネット五重奏曲」他

アンサンブルベガ

辻井淳バイオリンコンサート

マイハート弦楽四重奏団

アンサンブルベガ

マイハート弦楽四重奏団

辻井淳バイオリンコンサート

京都バッハゾリステン

アンサンブルベガ 主催/兵庫芸術文化センター/ロッシーニ
「ソナタ1番」他

アンサンブルベガ

ヴィルトゥオーゾオーケストラ

辻井淳バイオリンコンサート

主催/山形市/ロッシーニ「ソナタ1番」他

主催/習志野バプテスト教会/フバイ「祈り」
他

カモネット

アンサンブルベガ

概要

その他社会活動上特記すべき事項

主催/広島BMW/ヒナステラ「弦楽四重奏
曲1番」他

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

海外での活動
海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

公開レッスンでの指導

コンクール等の審査

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

年月 概要その他研究活動上特記すべき事項

主催/宝塚市/ロッシーニ「ソナタ2番」他

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

その他の研究発表、演奏

主催/広島恵みバプテスト教会/ディニーク
「ひばり」他

主催/広島BMW/ヒナステラ「弦楽四重奏
曲1番」他

作曲・編曲・振付

主催/ナムホール/ボッケリーニ「弦楽四重
奏曲1番」他



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.04.28 梅田

単 2013.06.15 下関

共 2013.07.07 東京

単 2013.09.01 西宮

単 2013.10.07
-08

東京

単 2013.12.01 岡山

単 2013.12.14 藤沢

共 2014.01.10 宝塚ベガ

単 2014.01.10 西宮　芸術文化センター
小ホール

単 2014.01.26 長野

単 2014.02.27 北九州

単 2014.02.28 福岡

代分
の別

支給額 支給年度

その他の研究発表、演奏

コンサート

作曲・編曲・振付

氏名／所属／職名             岡田　将　OKADA　Masaru / 音楽学科 / 専任講師

専門分野

ピアノ

研究課題

ピアノ実技と演奏法

リスト、シュトラウス

リスト、ショパン、ブラームス

バッハ、ショパン

教育活動

研究活動

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

担当授業科目（大学）

ピアノMajor(Ⅰ), ピアノMajor(Ⅱ), ピアノMajor(Ⅲ), ピアノMajor(Ⅳ), ピアノMinor(Ⅳ), 器楽実技Ⅱ

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

シューマン、ショパン、スクリャービン

学会発表

ピアノデュオリサイタル

ピアノリサイタル

イマジン七夕コンサート

演奏会・発表会

ピアノリサイタル

ピアノリサイタル

名曲コンサート

メモリアルコンサート

ピアノリサイタル

コンサート

コンサート

ピアノリサイタル

ドビュッシー、ホルスト「惑星」

サン・サーンス

学術誌以外への執筆

研究助成金の受給状況

助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究タイトル

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

学会役員

社会活動

学会役員名就任期間

学術論文

ベートーヴェン、リスト

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

著書・CD

訳書



単共
の別

年月 場所

単 2013.04.21 西宮

単 2013.06.16 下関

単
2013.07.03
,10,17,24

西宮

単 2013.08.20 東京

単 2013.10.20 東京

共 2013.05.03 福岡県飯塚市

共 2013.06.09 福岡県飯塚市

共 2013.08.21 北九州市

共 2013.11.24 大阪

国名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

公開講座

公開講座

公開講座

インターカレッジ西宮

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

コンクール等の審査

機関名・委員名・役職名就任期間

学外機関委員等

九州山口ジュニアピアノコンクール

ヤマハコンクール

飯塚新人音楽コンクール　予選

飯塚新人音楽コンクール　本選

概要

その他社会活動上特記すべき事項



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.06.19 KC Music Department
Hall

共 2013.11.22 National Theatre Taipei

共 2013.12.07 Muramatsu Recital Hall
Shin Osaka

単 2013.09.07
, 09.09

Vienna State Opera

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

教育活動

担当授業科目（大学）

オーケストラ(Ⅰ), オーケストラ(Ⅱ), オーケストラ(Ⅲ), オーケストラ(Ⅳ), 管打合奏(Ⅰ), 管打合奏(Ⅱ), 管打合奏(Ⅲ), 管打合奏(Ⅳ),
室内楽(Ⅰ), 室内楽(Ⅱ), 器楽Minor(フルート)(Ⅰ), 器楽Minor(フルート)(Ⅱ), リサイタル(Ⅰ), リサイタル(Ⅱ), リサイタル(Ⅲ),
管楽器Major(Ⅲ)

担当授業科目（大学院）

氏名／所属／職名　　　　　　　　　　　　Xavier　John　LUCK / 音楽学科 / 専任講師

専門分野
Flute Performance and Music Analysis

研究課題
Flute Solo, Chamber Music and Orchestral repetiore

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

室内楽特別実習Ⅰ, 室内楽特別実習Ⅱ

学術論文

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

著書・CD

学会発表

研究活動

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

22 Encore Pieces arr. For Flute and
Piano. Muramatsu Publiser.

Solo Recital in Muramatsu Hall Shin Osaka

演奏会・発表会

Music Department Recital Kobe College, Masaru Okada Piano. 1.
Debussy: L'apre midi d'un faune. 2.
Taffanel:Freischutz Fantasie.
3.Berio:Sequenza 4. Prokofiev Sonata
Op.96

Solo Concerto with the Tapei National
Symphony Orchestra

Taipei Symphony Orchestra. CPE Bach
Flute concerto G-Dur

研究助成金の受給状況

助成金タイトル、支給元

Vienna State Opera, Bizet: Carmen and
Verdi: La Travita

Subitite Flute Vienna State Opera
Orchestra

作曲・編曲・振付

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

科研費の採択

研究タイトル

学会役員名就任期間

学会役員

概要講座名、講演タイトル

公開講座

公開レッスンでの指導

社会活動



国名

Austria

その他社会活動上特記すべき事項

就任期間

コンクール等の審査

期間 概要

学外機関委員等

2013.08.25-09.18 Consulted with numerous established Music teachers to discuss and research pedigogical methods
relating to the teaching of both individual students and groups. Attended various ensemble
rehearsals and observered teaching practices. Ensemble rehearsals of the Vienna Philharmonic
Orchestra and Vienna Music University Chamber Orchestra as well as private lessons of Hansgeorg
Schmeiser (Fl), Walter Auer (Fl) and Christopher Hinterhuber (P) at the University of Music Vienna.

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

機関名・委員名・役職名



対象者

人間科学研究科臨床心
理学分野の院生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.06.30 神戸女学院大学論集第
60巻1号

単 2013.12.08 第2回精神分析フォーラ
ム

単 2014.02.28 天理大学心理相談室紀
要

単 2014.03.30 佛教大学学生相談室年
報

代分
の別

支給額 支給年度

150千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.10.
   07,21,28

神戸市民センター

教育活動

担当授業科目（大学）

心理行動科学文献講読, 臨床心理学と人間, 臨床心理学, 臨床心理学実習Ⅲ(臨床中級実習)(講義を含む), 発達臨床心理学
キャリアを考える（人生編）, 演習ⅠＡ, 演習ⅡＡ, 演習ⅠＢ, 演習ⅡＢ, 卒業研究Ａ, 卒業研究Ｂ

専門分野

臨床心理学

研究課題

間主観性の観点から見た乳幼児期の自己形成, 乳幼児期の発達的知見の心理療床場面への応用による面接過程の研究, 発達臨床
の視座から見た、環境への想像的認知と関わり

担当授業科目（大学院）

人間科学合同演習Ⅰ, 人間科学合同演習Ⅱ, 人間科学合同演習, 臨床心理基礎実習, 臨床心理実習, 臨床心理地域実践実習
臨床心理学特論, 臨床心理学特別研究ⅠＡクラス, 臨床心理査定演習

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

神戸大学大学院臨床心理学分野との合同
事例検討会の開催

2013.07.08 合同事例研究会の企画・運営

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

「人形遊び技法における面接者の介入によ
る児童の反応の推移」

「人形遊び技法におけるナラティブの共同構
築過程」

学術論文

学会発表

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

論評：「事例研究論文へのコメント」

大学における「親子相互交流療法」の導入と活用」 神戸女学院大学研究所研究助成金

年月 概要

氏名／所属／職名             石谷　真一　ISHITANI　Shinichi / 心理・行動科学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項

寄稿：「学生相談室の思い出」

研究助成金の受給状況

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

神戸市民講座「イメージを通じて心の奥を探
る」

上記テーマについて3回の連続講座

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名



国名 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.05.02 2013年春季大学教授会
研修会報告

共 2013.12.10 追手門大学学生相談室
紀要23号

共 2013.08 日本臨床心理士会

共 2014.03.20 パンローリング

代分
の別

支給額 支給年度

分 150千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

教育活動

担当授業科目（大学）

心理学入門ゼミ, 臨床心理学, スクールカウンセリング論, キャリアを考える（仕事編）,  演習ⅠＡ, 演習ⅡＡ, 演習ⅠＢ, 演習ⅡＢ,
卒業研究Ａ, 卒業研究Ｂ

専門分野

臨床心理学

研究課題

スクールカウンセリングの実践的研究,  被害者支援、文章完成法による心理査定

臨床心理基礎実習, 臨床心理実習, 臨床心理地域実践実習, 臨床心理学特論, 臨床心理学特別研究ⅡＣクラス, 臨床心理査定演習

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

担当授業科目（大学院）

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

共著/立石浩一他。pp.42-52.

著書・CD

不登校・ひきこもり学生と学生支援のあり方 共著/宇佐見朋子他。pp2-19.

学術論文

学会発表

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

トランジション 共訳/倉光修

心理行動科学科の強み

大学における「親子相互交流療法（PCIT）」の導入
と活用

神戸女学院大学研究所研究助成金

氏名／所属／職名　　　　　小林　哲郎　KOBAYASHI　Tetsuro / 心理・行動科学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

京都府臨床心理士会が関わった被災地支
援

共著/岡田康伸他。Pp40-41.

研究助成金の受給状況

2013.05-現在にいたる 日本心理臨床学会社員（代議員）

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

2009.4-現在に至る　京都市教育委員会スクールカウンセラースーパーバイザー

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

（社）葵橋ファミリークリニック理事2004.05-現在に至る

2009.07-現在に至る

2007.08-現在に至る 京都市教育委員会学校問題解決支援委員会委員

その他社会活動上特記すべき事項

2012.08.29－現在に至る　京都府教育委員会福島県飯舘村派遣事業のスーパーバイザー

京都市青少年活動推進協議会専門委員

2013.01-現在に至る 京都市いじめ防止対策連絡協議会委員

講座名、講演タイトル 概要



国名 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間



対象者

大学院生および院修了
生

大学院生，地域

大学院生

大学院生，地域

HT参加学生

大学院生，地域

大学院生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.06 神戸女学院大学論集　第
60巻第1号

単 2013.12 神戸女学院大学論集　第
60巻第2号

共 2014.03 神戸女学院大学大学院
心理相談室紀要　第15号

単 2014.03 神戸女学院大学大学院
心理相談室紀要　第15号

単 2013.05.11 第12回トラウマティック・ス
トレス学会，帝京平成大
学　池袋キャンパス

・発表日：　2013年5月11
日（土）～12日（日）

「ホログラフィートークによる問題・感情・認知
の変化」

「親子相互交流療法（PCIT)における限界設
定の意義」

pp.109-123

「調整的音楽療法（RMT)の実践と展望―マ
インドフルネスとの関連性―」

学術論文

pp.65-80

「受動的音楽療法の意義―マインドフルネス
の視点から―

共著/十河治幸　pp.3-10

「”親をまなぶ”講座の目指すもの―親のポ
ジションをひきうける―」

pp.129-135

学会発表

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

親子相互交流療法（PCIT）の導入と活用 2013 西日本初のPCITを実施，導入し，問題を
持つ子どもとその親への支援という形で地
域貢献を行うとともに，本技法について，
関西圏の他大学にさきがけ，大学院生の
臨床教育や学部生の授業に活かすことが
できた．

大正大学心理相談室へのPCIT施設見学で
の院生引率

2013 PCITの準備にあたり，大正大学のPCIT施
設見学を実施し，希望する学生を引率し
た．

神戸大学大学院合同事例検討会の引率と
指導

2013 神戸大学大学院臨床系院生と本学人間
科学研究科臨床分野の院生と教員が一同
に会しての合同事例検討会における，本
学院生の引率と事例検討会における指導
とコメント．

研究活動

子育て支援講座「親をまなぶ講座」（連続講
座と公開講座）の開催，運営，指導

2013 地域の子育て中の親，子育て支援担当者
等を対象に，PCITを軸とした，子どもの発
達に合わせた親の対応についての連続講
座を開催．その企画，運営（院生指導），さ
らに，5回中4回の講師を担当した．

ホログラフィー・トーク（HT）とEMDRを組み合
わせたトラウマケア技法による学生の問題行
動の改善とケア

2013 HTとEMDRを組み合わせて実施すること
で，参加学生のトラウマに起因する問題や
症状が著しく改善した．

大学院事例検討合宿みつば会の開催と指
導

2013 大学院修了生を交えた事例検討合宿の指
導（開催準備，運営についての実務指導も
おこなった．）

大学院「心理相談室ウィーク」の運営と実施 2013 大学院心理相談室による無料相談と講演
会の実施と院生への指導（運営マネジメン
トも含む・）

担当授業科目（大学院）

臨床心理基礎実習, 臨床心理実習, 臨床心理地域実践実習, 臨床心理学特別研究ⅠＢクラス, 臨床心理学特別研究ⅡＢクラス,
臨床心理査定演習

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

心理学入門ゼミ, 教育心理学, 臨床心理学, 家族臨床心理学,  演習ⅠＡ, 演習ⅡＡ, 演習ⅠＢ, 演習ⅡＢ, 卒業研究Ａ, 卒業研究Ｂ

氏名／所属／職名              國吉　知子　KUNIYOSHI　Tomoko / 心理・行動科学科 / 教授

専門分野

臨床心理学, 家族臨床心理学, グループワーク, 音楽療法, トラウマケア

研究課題
調整的音楽療法の効果についての研究, 親子相互交流療法（PCIT)など子育て支援についての研究, トラウマケア（EMDRやイメージ
療法）についての実践的研究



単 2013.08.27 日本心理臨床学会第32
回秋季大会，パシフィコ
横浜

単 2013.09.20 日本心理学会第77回大
会，札幌コンベンションセ
ンター

共 2013.08.27 日本心理臨床学会第32
回大会，パシフィコ横浜

共 2013.08.26 日本心理臨床学会第32
回大会，パシフィコ横浜

単 2013.06.28 神戸女学院大学

単 2014.03 神戸女学院大学大学院
心理相談室紀要　第15号

代分
の別

支給額 支給年度

代 1,363千円 2013年度

代 380千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.04.27 東梅田ルーム

単 2013.06.08 東梅田ルーム

単 2013.07.06 ゆめりあ宇治

単 2013.07.06 ゆめりあ宇治

単 2013.07.13 東梅田ルーム

単 2013.08.30 尼崎市立福祉厚生セン
ター

単 2013.09.06 尼崎市立福祉厚生セン
ター

単 2013.10.14 日本クリスチャンアカデ
ミー関西セミナーハウス

単 2013.10.17 神戸女学院大学

単 2013.10.19 東梅田ルーム

単 2013.10.24 神戸女学院大学

単 2013.10.31 神戸女学院大学

単 2013.11.07 神戸女学院大学

単 2013.11.14 神戸女学院大学

単 2013.12.21 東梅田ルーム

共 2014.02.23 西宮市大学交流センター

JCM西日本リーダーシップコース 内容/職場のメンタルヘルス　主催/全日
本金属産業労働組合協議会

CIFカウンセリンググループ研究会④

CIFカウンセリンググループ研究会⑤

内容/親子関係を読む視点　主催/心理相
談室

内容/マインドフルネス②

内容/マインドフルネス③

親をまなぶ講座　第2回

親をまなぶ講座　第3回

親をまなぶ講座　第4回（司会）

親をまなぶ講座　第5回 内容/親の不安に共振する子ども　主催/
心理相談室

第7回臨床心理士による地域実践を考える
シンポジウム　「つなぐ結ぶ親の心と子の心」

内容/神戸女学院大学におけるPCIT（親
子相互交流療法）の取り組み

親をまなぶ講座　第1回

内容/就学前の子どもへの対応（１）　ママ
がセラピスト　PCITとは　主催/心理相談室

内容/就学前の子どもへの対応（２）　PCIT
のスキルを学ぶ　主催/心理相談室

内容/小学生の子どものこころ　（須藤春佳
講師担当）の司会　主催/心理相談室

内容/ファミリーコンステレーション

内容/自然と対話する

カウンセリングセミナー第4講 内容/いじめのカウンセリング　主催/京都
府保育協会

内容/不登校のカウンセリング　主催/京都
府保育協会

カウンセリングセミナー第3講

音楽療法―いやしと音楽療法②

公開講座

主催/尼崎市，尼崎カウンセリング協会

CIFカウンセリンググループ研究会③ 内容/マインドフルネス①

主催/尼崎市，尼崎カウンセリング協会音楽療法―いやしと音楽療法①

CIFカウンセリンググループ研究会②

講座名、講演タイトル 概要

CIFカウンセリンググループ研究会①

2011.05-2015.05 日本EMDR学会役員（常任編集委員）

2010.12-2015.03 関西学院大学人間福祉学部研究会　査読委員

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

ホログラフィートークにEMDRを併用したトラウマケア 人間科学部教育・研究助成

親子相互交流療法（PCIT）の導入と活用―大学教
育と地域貢献の観点から―

神戸女学院大学研究所　総合研究助成

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

「編集後記・スタッフ紹介」

その他の著作、訳書等

「成人期初期女性の性に対する態度に関す
る研究―父娘・母娘関係および父母の性に
対する考え方との関連性について―」

共同発表/芝田裕紀子

その他の研究発表、演奏

神戸女学院大学研究所総会（研究発表）
「調整的音楽療法（RMT）の心身への効果に
ついて」

「ホログラフィートークによる 　トラウマケアの
効果」

「調整的音楽療法（RMT）によるマインドフル
ネスの変化」

「対象関係から捉える女子大学生の境界例
心性―母子画を用いて―」

共同発表/岡林睦美



国名

アメリカ

アメリカ

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

2013.09.10-12 PCIT International Conference 2013 への参加

その他社会活動上特記すべき事項

就任期間 機関名・委員名・役職名

2012.04-2014.03 神戸学院大学地域研究プロジェクト外部評価委員

2014.02.21,28,
       03.21,28

Aubern 大学 Dr.Brestan-KnightによるPCIT遠隔スーパービジョン（国内で作業）

概要

学外機関委員等



対象者

ESD留学生、人科院生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.04.01 福村出版

単 2013.09.21
(19-21)

日本心理学会第77回大
会、札幌コンベンションセ
ンター

共 2013.11.03
(2-3)

　日本社会心理学会　第
54回大会　沖縄国際大学

共  
2013.07.11

(9-12)

European Congress of
Psychology, Stockholm.

共 2013.09.21
(19-21)

日本心理学会第77回大
会、札幌コンベンションセ
ンター

単 2013.11.29 人間科学部

共 2013.10.30 北大路書房

代分
の別

支給額 支給年度

代 650千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

教育活動

担当授業科目（大学）

心理行動科学実験実習, 心理行動科学文献講読, 社会心理学,  演習ⅠＡ, 演習ⅡＡ, 演習ⅠＢ, 演習ⅡＢ, 卒業研究Ａ, 卒業研究Ｂ

専門分野

社会心理学

研究課題

潜在的・顕在的な自己観・健康行動に対する態度と健康行動との関係性に関する研究, 自己呈示尺度の作成, 潜在的・顕在的な自尊
心と社会的適応の関係

担当授業科目（大学院）

日本の環境とその保全Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

二宮克美・浮田秀一・堀毛一也・安藤寿
康・藤田主一・小塩真司・渡邊芳之（編著）
（21章3節「自己高揚の個人差・文化差」担
当）

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

ESD英語リレー授業を１回分担当 2013.05.23 「環境行動の社会心理学」

『パーソナリティ心理学ハンドブック』

学会発表

自己卑下呈示の受け手に関する研究

「認知的方略の違いが学業成績に及ぼす影
響」

学術論文

共同発表/木村昌紀

「前喫煙者の潜在的喫煙イメージ」 共同発表/平井啓・狭間礼子

“Explicit factors that influence reducing
attitudes and amount of smoking in 3-
months’ smoking-cessation period. ”

共同発表/Hazama, A., & Hirai, K.

研究助成金の受給状況

Ｓ．Ｔ．フィスク，Ｓ．Ｅ．テイラー（宮本聡介・
唐沢穣・小林知博・原奈津子　編訳）

『社会的認知研究　ー脳から文化まで』

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

人間科学部　後期専門部会・研究発表 禁煙行動は心理学的に予測できるか

氏名／所属／職名             小林　知博　KOBAYASHI　Chihiro / 心理・行動科学科 / 准教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

潜在的・顕在的な喫煙に対する態度と行動の変容
過程の検討

日本学術振興会研究費補助金若手研究（Ｂ）

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

公開講座

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

講座名、講演タイトル 概要



国名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項



対象者

Sc181(1), Sc283(1),
BS101(2), Sc182(2),
Sc289(2) 各受講者

心理・行動科学科学生

Sc283(1), Sc289(2)
受講者

Sc283(1), Sc289(2)
受講者

Sc283(1), Sc289(2)
受講者

心理・行動科学科学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

学会役員名

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

講座名、講演タイトル 概要

学会発表

公開講座

社会活動

学会役員

就任期間

氏名／所属／職名　　　　　三浦　欽也　MIURA　Kinya / 心理・行動科学科 / 准教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

著書・CD

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

WWW上の授業資料の改訂 2013.04-2014.01 WWW上の授業資料の改訂を行った．

学術論文

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

研究活動

教材用サンプルプログラムの作成・改訂 2013.04-2014.01 教材用サンプルプログラムを追加・改訂し
た．

プログラミング支援ツールの作成・改訂 2013.04-2014.01 プログラミング支援ツールを改訂した．

卒業論文副査 2014.02 卒業論文の副査を14件務めた．

e-Learning システム (Moodle) の活用 2013.04-2014.01 教材の提示・学生とのコミュニケーション・
小テストの実施・課題の電子的な提出に活
用した．

心理・行動科学科テーマ別プログラムの科
目選定

2013.04 心理・行動科学科で実施のテーマ別プロ
グラムにおいて，テーマ「認知と情報処理
の科学」の該当科目を選定した．

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

心理行動科学文献講読, 対話‐音楽から広がる知の世界, 文系のための数学入門, 情報科学基礎演習, 情報科学応用演習Ⅰ, プログ
ラミング演習, 人工知能論, 認知科学概論, 情報科学演習, 認知情報処理, 演習ⅠＡ, 演習ⅠＢ, 演習ⅡＡ, 演習ⅡＢ, 卒業研究Ａ, 卒
業研究Ｂ

専門分野

認知科学

研究課題

感情のモデル化とその応用, 人間らしさの認知の構造に関する研究, 感性の情報化に関する研究



国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項



対象者

大阪市福島区民

尼崎市民

大阪市福区・西淀川区民

尼崎市民

保護者･学生三者面談

保護者

学生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

教育活動

担当授業科目（大学）

心理行動科学文献講読, 精神保健福祉に関する制度とサービス, 精神保健福祉援助基礎実習, 精神保健福祉援助演習,
精神保健福祉援助実習, 演習ⅠＡ, 演習ⅡＡ, 演習ⅠＢ, 演習ⅡＢ, 卒業研究Ａ, 卒業研究Ｂ

氏名／所属／職名　　　　　水本　誠一　MIZUMOTO　Seiichi / 心理・行動科学科 / 准教授

専門分野

精神保健福祉

研究課題

地域コンフリクトの解消・共生

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

障害福祉サービスについて 2013.05.27 障害者総合支援法施行に伴う障害福祉
サービスに関する説明及び質疑応答

相談支援事業について 2013.05.29 障害者総合支援法施行に伴う相談支援事
業の説明及び質疑応答

障害福祉制度・サービスの変遷について 2014.03.25 障害福祉制度及びサービスの変遷と課題
に関する説明・質疑応答

研究活動

障害福祉制度の新たな展開について 2014.03.27 制度見直しに伴う新たな視点と対応につ
いて説明及び質疑応答

学生ケアに関するもの（代表３ケース） 2013.06- 学生の希望により母親の精神的健康への
助言と家族関係調整

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

2013.07- 保護者の希望により学生と保護者との関
係調整

2013.11- 学生の希望により摂食障害に関連した助
言及び家族関係調整

学会発表

学術論文

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

講座名、講演タイトル 概要

公開講座



共 2013.05.13 大阪府こころの健康総合
センター

共 2013.05.20 大阪府こころの健康総合
センター

共 2013.06.10 大阪府こころの健康総合
センター

共 2013.06.24 大阪府こころの健康総合
センター

共 2013.07.08 大阪府こころの健康総合
センター

共 2013.08.05 大阪府こころの健康総合
センター

共 2013.08.26 大阪府こころの健康総合
センター

共 2013.09.02 大阪府こころの健康総合
センター

共 2013.10.07 大阪府こころの健康総合
センター

共 2013.10.21 大阪府こころの健康総合
センター

共 2013.11.11 大阪府こころの健康総合
センター

共 2013.12.09 大阪府こころの健康総合
センター

共 2014.01.06 大阪府こころの健康総合
センター

共 2014.01.20 大阪府こころの健康総合
センター

共 2014.02.17 大阪府こころの健康総合
センター

共 2014.02.24 大阪府こころの健康総合
センター

共 2014.03.10 大阪府こころの健康総合
センター

共 2014.03.31 大阪府こころの健康総合
センター

共 2013.04.23 大阪市城東区役所

共 2013.05.28 大阪市城東区役所

共 2013.06.25 大阪市城東区役所

共 2013.07.23 大阪市城東区役所

共 2013.08.27 大阪市城東区役所

共 2013.10.22 大阪市城東区役所

共 2013.11.26 大阪市城東区役所

共 2013.12.24 大阪市城東区役所

共 2014.01.28 大阪市城東区役所

共 2014.02.25 大阪市城東区役所

共 2014.03.25 大阪市城東区役所

共 2013.10.15 大阪市役所

コンクール等の審査

大阪府精神医療審査会 大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪市障害程度区分認定審査会 大阪市（根拠：障害者自立支援法第15条）

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪市障害程度区分認定審査会 大阪市（根拠：障害者自立支援法第15条）

大阪市障害程度区分認定審査会 大阪市（根拠：障害者自立支援法第15条）

大阪市立障害者会館等の民間移管にかか
る入札参加資格審査会

大阪市条例等

大阪府精神医療審査会 委員

2009.10-2014.03 阪神子どもの虐待防止ネットワーク「ほっと」 運営委員

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 財団法人　精神障害者社会復帰促進協会　評議員

2011.07-2014.03 大阪市立障害者会館等の民間移管にかかる入札参加資格審査会議　座長

2002.07-2014.03 社会福祉法人　はづき福祉会　理事長

2006.09-2014.03 大阪市障害程度区分認定審査会　委員

2008.04-2014.03

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪市障害程度区分認定審査会

大阪市障害程度区分認定審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪市障害程度区分認定審査会

大阪市障害程度区分認定審査会

大阪市障害程度区分認定審査会

大阪市障害程度区分認定審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府精神医療審査会

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪市（根拠：障害者自立支援法第15条）

大阪市（根拠：障害者自立支援法第15条）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第13条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第13条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第14条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

大阪府（根拠：精神保健福祉法第12条　）

2009.11-2014.03 社会福祉法人　あすなろ福祉会　理事長

大阪市（根拠：障害者自立支援法第15条）

大阪市（根拠：障害者自立支援法第15条）

大阪市（根拠：障害者自立支援法第15条）

大阪市（根拠：障害者自立支援法第15条）

大阪市（根拠：障害者自立支援法第15条）

大阪市障害程度区分認定審査会 大阪市（根拠：障害者自立支援法第16条）

大阪市障害程度区分認定審査会



国名

その他社会活動上特記すべき事項

①（2013.10.27／旧グッゲンハイム邸；神戸市垂水区）「不思議なお部屋展４」　市民啓実行委員会／垂水区後援　障害者、市民合同
によるふれあい交流会における演奏会の企画及び演奏活動

②（2013.11.02,03／ 神戸市東灘区民ホール；うはらホール）　楽団あぶあぶあ＆ﾐｭｰｼﾞｶﾙﾁｰﾑLOVE定期演奏会　（発達障がい者らに
よる音楽活動　※市民対象）における演奏会の企画及び演奏活動

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要



対象者

大学院生

大学院生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2014.03 創元社

共 2013.04 ナカニシヤ出版

共 2013.08.26 日本心理臨床学会第32
回大会、パシフィコ横浜

代分
の別

支給額 支給年度

代 250千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

氏名／所属／職名　　　　　鶴田　英也　TSURUTA　Hidenari / 心理・行動科学科 / 准教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

認知行動療法プログラムの開発およびそのエビデン
スの多次元的検証に関する探索的研究

学術研究助成基金助成金　基盤研究(C)

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

共同発表/杉岡津岐子、実光由里子、森本
美奈子、岡本智子、細川亜希

学会発表

「認知行動療法プログラムを支えるセラピスト
の関わり　CES-Dスコアとバウムテストに着目
して」

学術論文

『心理療法における「私」との出会い』第3章3
バウムという投影法

pp.136-145

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

『こころを観る・識る・支えるための２８章』 pp.156-184

研究活動

大学院事例検討合宿（みつば会）に従事 2013.06 大学院生と修了生を交えた事例検討会に
教員として従事した。

神戸大学との合同事例検討会（於：神戸大
学）に従事

2013.07 神戸大学との合同事例検討会に教員として
従事した。

担当授業科目（大学院）

臨床心理基礎実習, 臨床心理実習, 臨床心理地域実践実習, 心理療法特論, 臨床心理査定演習

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

心理行動科学文献講読, プレゼンテーション演習, 臨床心理学, イメージの心理臨床学, 地域活性化総合実習, 演習ⅠＡ, 演習ⅡＡ,
演習ⅠＢ, 演習ⅡＢ, 卒業研究Ａ, 卒業研究Ｂ

専門分野

臨床心理学

研究課題

バウムのコスモロジーをめぐる研究, イメージの心理臨床, 心理療法のプロセス



対象者

中京大学人文学部
心理学科の学生

受講学生10名，
子ども8名，大人7名

受講学生9名，子ども4名

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.12.20 有斐閣

共 2013.08 こども環境学会『こども環
境学研究』Vol.9,No.2

共 2013.06.08
-09

日本交通心理学会第78
回大会，比治山大学

共 2013.09.19
-21

日本心理学会第77回大
会，札幌

単 2013.07.12 神戸女学院大学

代分
の別

支給額 支給年度

分 50千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

一般演題セッションの司会をつとめ，高田賞のための若手研究者の
発表内容の審査を行った．

2013.11.02人間工学会東海支部2013年研究大会・
座長

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

公開講座

氏名／所属／職名　　　　　矢野　円郁　YANO　Madoka / 心理・行動科学科 / 准教授

認知心理学

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

地域創りリーダー養成プログラム 2013.11.17

その他の著作、訳書等

科研費の採択

自己制御行動に係る子どもの気質の発達過程：
発達初期の生育環境を考慮した縦断研究

日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ｂ）

学術論文

「乳児のいる家庭で親はどのような事故の対
策を行っているか」

学会発表

母親の玩具選択に見る養育態度と子どもの
気質との関連

自転車シミュレータを用いた小学校高学年
の交通安全実習～他者視点取得に焦点をあて
て～

その他の研究発表、演奏

共著/小島康生，水野里恵，冨貴田智子，
一木恒祐．Pp.54-60.

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

研究活動

著書・CD

『認知心理学ハンドブック』
第4部26 記憶の障害

2013.12.14 それゆけ！もんど探検隊！

認知心理学特論, 人間科学合同演習, 人間科学合同演習Ⅰ, 人間科学合同演習Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

西宮トレジャー～知って食べよう地産地消
～

2013.12.02

共同発表/水野里恵，小島康生，一木恒
佑，冨貴田智子，塚田みちる

専門分野

研究課題

教育活動

担当授業科目（大学）

認知心理学, 心理行動科学実験実習, 地域活性化総合演習, 心理学入門ゼミ, 演習Ⅰ

認知心理学的な視点にもとづく交通安全教育，子どもの貧困と発達の問題

担当授業科目（大学院）

中部大学心理コロキウム

地域創りリーダー養成プログラム

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

講座名、講演タイトル 概要

研究助成金の受給状況

講演「心理学的視点に基づいた交通安全
教育の実践」

演題「学校教育現場での認知心理学の応
用 ～交通安全教育とメタ認知～」

アッセンブリアワー　科別集会
研究発表

pp.174-175

共同発表/菅野甲明，松岡晋，青木裕典，
濱口あゆ美，向井希宏



国名 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間



対象者

「臨床子ども学」受講者

「臨床心理査定演習」(大
学院)受講者

臨床心理士養成課程の
訓練生

大学院生、研修生

大学院生、研修生

大学院生、研修生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2014.02 『創造の臨床事例研究』
（ＦＪＫ報告書）第10号　藤
原勝紀編

単 2014.03.31 『心理相談研究』神戸女
学院大学大学院人間科
学研究科　心理相談室紀
要第15号

共 2014.03.21 日本発達心理学会第25
回大会自主シンポジウ
ム、京都大学

訓練生の担当事例についての個別的な
スーパービジョンを定期的に行った。

2013.04-2014.03大学院生に対する臨床教育活動(スーパー
ビジョン)

神戸大学大学院臨床心理学分野の教員・
院生と本学大学院同分野の教員・院生・研
修生との合同事例検討会において、院生・
研修生を引率し、コメントを行った。

研究活動

親子相互交流療法(PCIT)の実践と教育

専門分野

研究課題

教育活動

担当授業科目（大学）

心理行動科学文献講読, 臨床心理学, 臨床心理学実習Ⅲ(臨床中級実習)(講義を含む), 臨床子ども学, 演習ⅠＡ, 演習ⅡＡ,
演習ⅠＢ, 演習ⅡＢ, 卒業研究Ａ, 卒業研究Ｂ

前青年期の親友関係「チャムシップ」に関する心理臨床学的研究, 児童期から思春期の友人関係（発達的変遷とその問題）, 遊戯療法
の実践教育と事例研究、ＰＣＩＴ（親子相互交流療法）の実践と研究

担当授業科目（大学院）

臨床心理基礎実習, 臨床心理実習, 臨床心理地域実践実習, 臨床心理学特別研究Ⅱ, 臨床心理査定演習

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

授業実践における工夫① 2013.09-2014.01 毎回の授業で課す感想、質問コメントにつ
いて、次回の授業でフィードバックを行っ
た。

授業実践における工夫② 2013.06-2013.09 受講生が実習課題として実施した検査結
果の解釈、所見作成にあたり、授業時間外
に査定の結果についての報告会を行い、
指導を行った。

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

2013.06-2014.03 大学院附属施設である心理相談室におい
て、PCITの実践を行い、院生や研修生に
実践場面を学ぶ機会を提供するとともに、
研究会を行い、活動の運営を行った。

神戸大学大学院との合同事例検討会の引
率と指導

2013.07.08

本学大学院事例検討会「みつば会」への参
加と指導

2013.06.22-23 本学大学院生および修了生との合同事例
検討会(合宿形式)において、コメントを
行った。

学術論文

「ワンセッションのロールプレイ事例からみえ
てくるもの」

pp.137-146。

「心理相談室におけるPCIT(親子相互交流
療法)－親子関係の改善に行動療法を導入
する試み－」

pp.143-150。

その他の研究発表、演奏

話題提供：高坂康雄、山崎茜
指定討論：岡田努

学会発表

「友人グループをめぐる悩み、難しさからみ
る思春期・青年期の友人関係－女子大学生
の回想を中心に－」　自主シンポジウム『思
春期・青年期の友人グループのメカニズム
―青年心理学の新展開(3)―』での話題提
供

氏名／所属／職名　　　　　須藤　春佳　SUDO　Haruka / 心理・行動科学科 / 専任講師

臨床心理学



単 2013.12 『精神療法』第39巻第6
号、金剛出版

代分
の別

支給額 支給年度

分 447.7千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.11.07 神戸女学院大学　EB202
教室

国名

その他の著作、訳書等

海外文献抄録：“Parent-Child Interaction
Therapy: Implementing and Sustaining a
Treatment Program for families of Young
Children With Disruptive Behavior
Disorders”
(親子相互交流療法－破壊的行動障害を伴
う子どもや家族のための治療プログラムを実
施し、維持していくこと)
Larissa N.Niec, Sheila Eyberg, and Rhea M.
Chase, Programs and Interventions for
Maltreated Children and Families at Risk.
(Ed) Allen Rubin,pp.61-69,2012

pp.158-159。

ＰＣＩＴ実践者としてのスキルアップ 2013.05.18-19,
11.16

5月に開催されたアドバンスワークショップ、ならびに11月に開催され
た第3回ＰＣＩＴ研究会に参加し、発展的な内容の研修を体験し、スキ
ルアップを図った。

大学における「親子相互交流療法（PCIT）」の導入
と活用―大学教育と地域貢献の観点から―

神戸女学院大学研究所 総合研究助成

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

講座名、講演タイトル 概要

「小学生の子どものこころ
　　 ～親の見守りと子ども同士の関係～」

“親を学ぶ”公開講座第5回目の担当。主
催/神戸女学院大学心理相談室。

公開講座

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

2013.04-2014.03　豊中市教育センター教育相談員（市内の幼稚園、学校関係者、保護者や児童の相談業務に従事）

概要

その他社会活動上特記すべき事項



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.05.11 日本感情心理学会第21
回大会、東北大学

共 2013.07.10 The 13th European
Congress of Psychology,
Sweden

共 2013.07.12 The 13th European
Congress of Psychology,
Sweden

単 2013.07.15 日本グループ・ダイナミッ
クス学会第60回大会、北
星学園大学

共 2013.08.23 The 10th Biennial
Conference of Asian
Association of Social
Psychology, Indonesia

共 2013.08.24 The 10th Biennial
Conference of Asian
Association of Social
Psychology, Indonesia

共 2013.09.20 日本心理学会第77回大

会, 札幌コンベンション・
センター

共 2013.11.03 日本社会心理学会第54
回大会, 沖縄国際大学

共 2013.10.15 誠信書房

その他の著作、訳書等

共訳/横山ひとみ、飯塚雄一、大坊郁夫
「第3章　非言語コミュニケーションの構成
要素とパターン」p.28-50、「第4章　基本的
決定因」p.59-75、「第5章　情報の提供」
p.76-95、第10章　システムズ・アプローチ」
p.184-202担当。

氏名／所属／職名　　　  　　木村　昌紀　KIMURA Masanori / 心理・行動科学科 / 専任講師

共同発表者として発表、
責任発表者は毛 新華

“What are the differences of interpersonal
communication with strangers between
Japanese and Chinese people?”

その他の研究発表、演奏

「ことばにできない想いを伝える
―非言語コミュニケーションの心理学―」

責任発表者として発表、
共同発表者は毛 新華。

「対人コミュニケーションの観察は関係特性
推論を導くのか？－文脈情報の有無と個人
差の観点からの検討－」

責任発表者として発表

「日本人と中国人の討議的コミュニケーショ
ンは何が違うのか？―未知関係と友人関係
を対象にした実験的検討―」

責任発表者として発表、
共同発表者は毛 新華。

“Do A Chinese-Culture Social Skills
Training Programs Have Effects on The
Change in Behavior?: A study Using
Japanese Participants”

共同発表者として発表、
責任発表者は毛 新華

学会発表

「日本人と中国人の親密なコミュニケーショ
ンは何が違うのか？―未知関係と友人関係
を対象にした検討―」

学術論文

責任発表者として発表、
共同発表者は小林知博。

「自己卑下呈示の受け手の反応に関する研
究－他者から自己卑下されたとき, 人は何を
考え, どう行動するのか？－」

"What are the differences of interpersonal
communication with friends between
Japanese and Chinese people?"

責任発表者として発表、
共同発表者は毛 新華。

"The cultural effects of Chinese-culture
social skills training programs: when the
participants are Japanese"

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

責任発表者として発表、
共同発表者は毛 新華。

研究活動

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

自然と人間, 心理学入門ゼミ, 対人関係心理学, 心理行動科学実験実習, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

専門分野

研究課題

社会心理学、特にコミュニケーションと対人関係の心理学を専門にしています。

対人コミュニケーションの心理メカニズムに関する研究, 第三者介入による対人コミュニケーション支援に関する研究, 日本人と中国人
の対人コミュニケーションの比較研究



代分
の別

支給額 支給年度

代 1000千円 2013年度

分 60千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

国名

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

助成金タイトル、支給元

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

その他社会活動上特記すべき事項

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

期間

学外機関委員等

概要

日本心理学会第77回大会・特別優秀発表
賞を受賞

2013.12.24 日本心理学会第77回大会（札幌コンベンション・センター）で発表した
「日本人と中国人の討議的コミュニケーションは何が違うのか？―未
知関係と友人関係を対象にした実験的検討―」について、特別優秀
発表賞を受賞した。

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

科研費の採択

研究助成金の受給状況

日本感情心理学会第21回大会・優秀発表
賞（グッドプレゼンテーション賞）を受賞

2013.06.11 日本感情心理学会第21回大会（東北大学）で発表した「日本人と中
国人の親密なコミュニケーションは何が違うのか？―未知関係と友人
関係を対象にした検討―」について、優秀発表賞を授与された。

対人コミュニケーションの日本・中国間比較に関す
る実験研究

日本学術振興会・学術研究助成基金助成金・
若手研究(B)

安心さがし行動の上方・下方螺旋メカニズムを規定
する関係性目標の効果

日本学術振興会・学術研究助成基金助成金・
基盤研究(C）

研究タイトル



対象者

全学

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

その他社会活動上特記すべき事項

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

年月 概要

氏名／所属／職名             出口　弘　DEGUCHI　Hiroshi / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

学会発表

その他の研究発表、演奏

著書・CD

学術論文

Sc104(2)授業用教材 2013.08- Web資料およびExcel教材作成

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

文系のための数学入門, 解析学基礎, 情報科学基礎演習, 情報科学応用演習Ⅱ, マルチメディア演習, 入門ゼミ, 演習ⅠＡ, 演習ⅠＢ

専門分野

計算機工学

研究課題

授業支援システム, マルチメディア教材開発



対象者

生態学実習Ⅱ履修者

ESDプログラム関係者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.09.14
-16

日本昆虫学会第７3回大
会、札幌

共 2013.09.14
-16

日本昆虫学会第７3回大
会、札幌

共 2013.09.14
-16

日本昆虫学会第７3回大
会、札幌

共 2013.09.14
-16

日本昆虫学会第７3回大
会、札幌

共 2013.09.14
-16

日本昆虫学会第７3回大
会、札幌

共 2014.03.14
-18

日本生態学会第61回全
国大会

共 2013.06.23
-28

19th International
Congress of Arachnology

単 2013.11.16 Kobe College

代分
の別

支給額 支給年度

分 429千円 2013年度

ESD活動報告書の執筆、編集 2013.03 報告書「地域からESDを推進する女性環境リーダー2009-2013年度
活動報告書」の作成

その他研究活動上特記すべき事項

アリ-アリ擬態クモ共生系の食物連鎖構造の解明：
多様性創出は生態系安定に寄与するか

学術研究助成基金助成金（基盤研究（C））

年月 概要

ESDシンポジウム報告書の執筆、編集 2013.03 報告書「『地域からESDを推進する女性環境リーダー』シンポジウム：
地域・女性・ESD 日本とアジアを結ぶネットワーク」の作成

氏名／所属／職名             遠藤　知二　ENDO　Tomoji / 環境･バイオサイエンス学科 / 教授

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

共同育室をもつアルマンアナバチの貯食量
の調節と子の発育過程

共同発表/遠藤知二、今崎惟、田口詠子、
島津ゆうみ

竹筒トラップ法を用いたクモバチ（ベッコウバ
チ）科の托卵寄生種の探索

共同発表/清水晃、西本裕、遠藤知二、牧
野俊一、岡部貴美子、佐山勝彦、松本和
馬

その他の研究発表、演奏

Report, ESD Symposium "Local
Community, Woman, and ESD: Networks
Liking Asia and Japan"

Title/ Lessons from the ESD Program and
Future Perspectives

アルマンアナバチの適応的なともぐいの可
能性：飼育実験による検討

学術論文

学会発表

兵庫県下におけるクモバチ科・ヒゲクモバチ
（Dipogon）属の分布と生態—第２報—

共同発表/西本裕、遠藤知二

アリ類-アリグモ類の多様性アソシエーショ
ン：擬態パターンの多様性と擬態モデル種
の形態的・生態的特性との関係

共同発表/橋本佳明、遠藤知二、市岡孝
朗、兵藤不二夫、山崎健史

共同発表/今崎惟、田口詠子、島津ゆう
み、遠藤知二

国際シンポジウムの開催

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

環境科学演習ⅡＡクラス, 環境科学特別研究ⅡＡクラス, 人間科学合同演習Ⅰ, 人間科学合同演習Ⅱ, 人間科学合同演習,
日本の環境とその保全Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

野外実習教材の作成 2013.08.07 実習用教材冊子

教育活動

担当授業科目（大学）

専門分野

動物生態学

研究課題

海岸砂丘動物群集の保全生態的研究, 管住性ハチ類の生態学研究, 熱帯雨林におけるアリをモデルとするアリ形グモ群集の進化生
態学研究

自然と人間, 動物生態学, 生態学実習Ⅰ(講義を含む), 生態学実習Ⅱ(講義を含む), 環境保護論, 地域活性化総合実習,
生物の適応と進化, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

擬態現象を生物多様性創出・維持機構とし
て解析する：ボルネオ熱帯雨林におけるアリ
類垂直分布構造とアリグモ属のアソシエー
ション

Through the looking-glass: reflection of
ant-diversity in ant-mimics

共同発表/橋本佳明、遠藤知二、市岡孝
朗、片山元気、兵藤不二夫、山崎健史、坂
本広道

co-presentation/Hashimoto, Y., Endo, T.,
Itioka, Y., Hyodo, F., Yamasaki, T.

担当授業科目（大学院）

ESDプログラム・シンポジウムの開催 2013.11.16



単共
の別

年月 場所

単 2013.06.05 ワキタ天満橋ビル

単 2013.06.08 神戸女学院

単 2013.06.09 コープの森・社家郷山

国名

タイ

マレーシア

2013.08.26-09.07 タイ国立科学博物館との共同調査、ソンクラ大学およびサケラート環境研究ステーションでの野外調
査

2014.03.21-04.01

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

サラワク州ランビル山国立公園における野外調査

概要

2013.04-2014.03 生物多様性にしのみや戦略推進部会・委員

2013.04-2014.03 兵庫県環境影響評価審議会・委員

2013.04-2014.03

2013.04-2014.03

宝塚市環境審議会・委員

コープの森・社家郷山整備活動推進委員会・委員

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 西宮市環境計画パートナーシップ会議・副委員長

昆虫の生態と分類 内容/講義。主催/シニア自然大学校。

昆虫観察 内容/講義と観察。主催/シニア自然大学
校。

社家郷山の昆虫を観察しよう!! 内容/昆虫調査。主催/コープこうべ。

就任期間 学会役員名

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

2013.04-2014.03 兵庫県土地収用事業認定審議会・委員



対象者

高校生1名、
女学院生12名

大人6名、子ども13名

小学生4名

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.12 神戸女学院大学論集第
巻( )共 2013 Marine research in

Indonesia

単 2013.11.29 ホテルチューリッヒ東方
2001

代分
の別

支給額 支給年度

分 100千円 2013年度

代 300千円 2013年度

代 770千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

2013.04-2014.03 日本分析化学会、近畿支部・幹事

2013.04-2014.03 日本マリンエンジニアリング学会、海洋環境研究委員会・幹事

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

ASEANにおける有機スズ化合物汚染に関する研究
その１

神戸女学院大学研究所　研究補助

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

PPCPsの植物を用いた浄化に関する研究 人間科学部教育・研究助成

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

次世代燃料を用いた舶用機関からの排ガスが水環
境に及ぼす影響評価

日本学術振興会研究費補助金基盤研究（萌芽）

学会発表

その他の研究発表、演奏

平成２５年度漁場環境保全関係研究開発推
進会議有害物質部会

持続可能な社会にむけての環境修復技術
の現状

著書・CD

ファイトレメディエーションによる水質浄化 長谷川有紀、八束絵美、張野宏也

A review of antifouling biocides
contaminations in Indonesia, Malaysia,
Thailand and Vietnam

学術論文

H.Harino, E.Yatsuzuka, Z.Arifin,
I.F.Rumengan, A.Ismail,
G.Wattayakorn,K.Inoue

地域創りリーダー養成プログラム 2013.12.14 それゆけ！もんど探検隊！～門戸厄神東
光寺・神戸女学院
大学の歴史と自然を楽しく学ぼう♪～

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

地域創りリーダー養成プログラム 2013.10.19 こんなスポットあったんだ！！～西宮素敵
発見旅～

地域創りリーダー養成プログラム 2013.10.27 西宮トレジャー！～知って食べよう地産地
消～

担当授業科目（大学院）

環境科学特論Ⅱ, 環境科学演習Ⅰ, 環境科学演習Ⅱ, 環境科学特別研究Ⅰ, 環境科学特別研究Ⅱ, 人間科学合同演習Ⅰ,
人間科学合同演習Ⅱ,人間科学合同演習,日本の環境とその保全Ⅰ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

担当授業科目（大学）

環境科学基礎実習, プレゼンテーション実習（講義を含む）, 環境科学概論, 環境科学, 地域活性化総合実習, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ,
卒業研究

氏名／所属／職名             張野　宏也　HARINO　Hiroya / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

専門分野

環境化学

研究課題

化学物質の環境中での動態, 環境汚染物質の生物への影響評価, 環境汚染物質の処理

教育活動



国名

マレーシア

タイランド2013.11.15-17 NRCT – JSPS Joint International Seminar
on Coastal Ecosystems in Southeast Asia "Organotin contamination in Melambong and Tinggi Island,
Malaysia”

2013.06.09　武庫川流域ネットワーク主催のお掃除会に参加し、中学生に水質調査方法を示す。

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

武庫川市民学会　役員

2013.05.25-30 ＵＭＰとの共同で試料採取

2013.04-2014.03 武庫川流域圏ネットワーク　役員

その他社会活動上特記すべき事項

2014.03.09　武庫川流域ネットワーク主催のお掃除会に参加し、中学生に水質調査方法を示す。

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 豊中市環境保全審査会

2013.11.17　武庫川流域ネットワーク主催のお掃除会に参加し、中学生に水質調査方法を示す。

2013.04-2014.03 吹田市環境影響評価審査会委員

2013.04-2014.03 兵庫県排出基準未設定化学物質評価検討委員

2013.04-2014.03

学外機関委員等



対象者

環境・バイオサイエンス学
科
全学生

環境・バイオサイエンス学
科
1年生

環境・バイオサイエンス学
科
4年生教職課程履修者

環境・バイオサイエンス学
科
4年生教職課程履修者

環境・バイオサイエンス学
科
4年生教職課程履修者

環境・バイオサイエンス学
科
2-4年生

環境・バイオサイエンス学
科
教職課程履修者

環境・バイオサイエンス学
科
教職課程履修者

全学1年生

環境・バイオサイエンス学
科
2年生

環境・バイオサイエンス学
科
3年生教職課程履修者

授業で用いたパワーポイントの原稿をまと
めた補助プリント（ハンドアウト）を作成し，
授業時に配布した.次年度の教育実習に
向けて模擬授業を実施した．模擬授業の
学習指導案・板書計画を集約して冊子と
し，授業時に配布した．

2013.04-2013.07理科教育法I

物理学概論 授業で用いたパワーポイントの原稿をまと
めた補助プリント（ハンドアウト）を作成し，
授業時に配布した．随時問題演習を導入
し，学習者の理解の定着を図った．

理科教職課程に関して（2013年度入学生
用）

教職センター委員として，理科教職科目を
履修する際の注意事項をまとめた資料を
作成し，環境・バイオサイエンス学科1年生
に配布した．

2013.04-2013.07

2，3，4年生への指導全般 2013.04-2014.01

教員採用試験受験者に対する指導 2013.05-09 教職センター委員として，大学推薦枠で教
員採用試験を受験する学生に対して，小
論文の添削指導および模擬面接指導を実
施した．

氏名／所属／職名　　　　　中川　徹夫　NAKAGAWA　Tetsuo / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

専門分野

理科教育, 化学教育, 物理化学

マイクロスケール実験に関する教材開発・改良と授業実践, 分子性溶液内の溶質-溶媒相互作用, 物理学および化学に関するリメディ
アル教育

担当授業科目（大学院）

元小林聖心女子学院教諭西本裕氏（本学
非常勤講師，生物学）を講師に迎え，4年
生第2回教職オリエンテーションを実施し
た．

文系のための化学入門 2013.04-2013.07 授業で用いたパワーポイントの原稿をまと
めた補助プリント（ハンドアウト）を作成し，
授業時に配布した．随時問題演習を導入
し，学習者の理解の定着を図った．

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究課題

教育活動

担当授業科目（大学）

理科教育法Ⅰ, 理科教育法Ⅱ, 文系のための化学入門, 物理学概論, 教育実践演習（中・高）, 化学概論, 物理学実習（講義を含む）,
教育実習Ⅰ, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

2013.04-2014.01 教職センター委員として，理科教職課程に
関する履修相談を実施した．

2013.04

兵庫県立神戸高等学校教諭大嶋洋平氏
（物理学），同常勤講師松本誠司氏（生物
学）を講師に迎え，理科教職講演会を実
施した．

理科教職課程に関する履修相談

教員採用試験受験者に対する推薦書の作
成

2013.05

上級生学生主事として，環境・バイオサイ
エンス学科上級生に対する全般的な指導
（登録ガイダンスにおける履修指導，欠席
の多い学生・修得単位数の少ない学生に
対する注意喚起とアドバイス，保護者への
電話連絡，本人・保護者との三者面談等）
を，随時実施した．

教職センター委員として，大学推薦枠で教
員採用試験を受験する学生（大阪市中学
校理科1名，神戸市中学校理科1名）の推
薦書を作成した．

理科教職講演会第1回 2013.11.29

4年生第2回教職オリエンテーションにおける
講師の手配

2013.04.27

理科教職講演会第2回

元小林聖心女子学院教諭西本裕氏（本学
非常勤講師，生物学）を講師に迎え，理科
教職講演会を実施した．

2013.12.03



環境・バイオサイエンス学
科
3年生

環境・バイオサイエンス学
科
4年生

環境・バイオサイエンス学
科
4年生

環境・バイオサイエンス学
科
4年生教職課程履修者

環境・バイオサイエンス学
科
1年生

環境・バイオサイエンス学
科
3年生教職課程履修者

環境・バイオサイエンス学
科
2年生

環境・バイオサイエンス学
科
4年生

人間科学研究科

2013.04-2014.01

教職実践演習

化学概論 2013.09-2014.01

理科教育法II 2013.09-2014.01

2013.04-2014.02

2013.04-2014.01

演習I

2013.04-2014.01 理科教育の研究に必要な文献講読（和
文，英文）を行った．また，学校における授
業の進め方に関する理解を深めるため，
兵庫県立西宮高等学校の理科授業を見
学した（6月17日，6月20日，11月1日，11月
8日）．

教員としての資質を備えているかどうかの
確認のため，模擬授業やグループ討議を
実施した．さらに，11月14日の授業で，長
年中学校・高等学校の理科教員として勤
務された元小林聖心女子学院教諭の西本
裕氏をゲストスピーカに迎え，実践的な理
科授業を行う際の助言をいただいた．さら
に，模擬授業の学習指導案・板書計画を
集約して冊子とし，授業時に配布した．

2014年度の人間科学研究科における教職
課程（中学校・高等学校理科教諭専修免
許状）認定に向けて，2012年度より継続し
て，その申請準備作業に取り組んだ．具体
的には，文部科学省の指摘を受け，教科
に関する科目の変更および新規開設，申
請書類の点検と修正，文部科学省への質
問や問い合せ等を実施した．その結果，
2014年2月に，当研究科に教職課程の設
置が認められた．

理科教育の基礎となる文献講読（英文）を
行った．また，学校における授業の進め方
に関する理解を深めるため，兵庫県立西
宮高等学校の理科授業を見学した（6月17
日，6月20日，11月1日，11月8日）．

授業で用いたパワーポイントの原稿をまと
めた補助プリント（ハンドアウト）を作成し，
授業時に配布した．随時問題演習を導入
し，学習者の理解の定着を図った．

卒業研究に必要な文献調査法や実験方
法，プレゼンテーション等について指導し
た．卒業研究の成果の一部を，平成25年
度日本理科教育学会近畿支部大会にて
口頭発表させた（2013年11月30日，和歌
山大学教育学部附属中学校にて）．

教育実習I

物理学実習（講義を含む） 2013.09-2014.01 授業で用いたパワーポイントの原稿をまと
めた補助プリント（ハンドアウト）を作成し，
授業時に配布した．実験・実習を数多く取
り入れ，物理学に対する興味・関心を高め
るように工夫した．

2013.11-2014.01

演習II

授業で用いたパワーポイントの原稿をまと
めた補助プリント（ハンドアウト）を作成し，
授業時に配布した．次年度の教育実習に
向けて模擬授業を実施した．模擬授業の
学習指導案・板書計画を集約して冊子と
し，授業時に配布した．

人間科学研究科における教職課程（中学
校・高等学校理科教諭専修免許状）認定申
請準備作業

卒業研究 2013.04-2014.01

中学校・高等学校理科教員免許を取得す
るための教育実習に関する指導を実施し
た．具体的には，教職オリエンテーション
時における事前指導，教育実習中の学校
訪問，教育実習終了後の事後指導，教育
実習ノート，レポートの指導等である．



単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.06.20 神戸女学院大学研究所
『神戸女学院大学論集』
第60巻第1号，通巻170号

単 2013.06.08 第15回近畿地区化学教
育研究発表会，大阪教育
大学天王寺キャンパス

単 2013.07.06
-07

日本環境教育学会第24
回大会，びわこ成蹊大学

単 2013.08.10
-11

日本理科教育学会第63
回全国大会，北海道大学

単 2013.08.29
-30

日本リメディアル教育学
会第9回全国大会，広島
修道大学

単 2013.09.28
-30

平成25年度化学系学協
会東北大会及び日本化
学会東北支部70周年記
念国際会議，東北大学川
内北キャンパス

共 2013.11.30 平成25年度日本理科教
育学会近畿支部大会（和
歌山大会），和歌山大学
教育学部附属中学校

共 2013.11.30 平成25年度日本理科教
育学会近畿支部大会（和
歌山大会），和歌山大学
教育学部附属中学校

共 2013.11.30 平成25年度日本理科教
育学会近畿支部大会（和
歌山大会），和歌山大学
教育学部附属中学校

共 2014.03.27
-30

日本化学会第94春季年
会，名古屋大学東山キャ
ンパス

単 2014.01 神戸女学院大学理科教
育研究室（中川研究室）

代分
の別

支給額 支給年度

代 500千円 2013年度

代 380千円 2013年度

研究活動

「水酸化カリウム水溶液の希釈に伴う体積変
化」

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

二成分系水溶液の希釈に伴う体積変化に
関する考察(2)—塩化ナトリウム水溶液および
塩化カリウム水溶液—

単著/中川徹夫．pp. 169-178．

学術論文

学会発表

「マイクロスケール実験による電池の教材開
発と授業実践(1)—ボルタ電池とダニエル電
池—」

「スーパーサイエンスハイスクール(SSH)にお
けるマイクロスケール実験の授業実践—ル
シャトリエの原理—」

共同発表/中川徹夫，中澤克行

「オオカナダモを用いた原形質流動の観察
に関する教材開発」

共同発表/山田有希，椎葉昌美，中川徹
夫

「水酸化ナトリウム水溶液の希釈に伴う体積
変化」

単独発表/中川徹夫

共同発表/中川徹夫，椎葉昌美

その他の研究発表、演奏

「マイクロスケール実験の手法を用いたリメ
ディアル化学教育」

単独発表/中川徹夫

「水溶液の希釈に伴う体積変化を理解する
ための環境にやさしい教材開発—炭酸カリウ
ム水溶液の場合—」

単独発表/中川徹夫

「マイクロスケール実験による電池の教材開
発と授業実践(2)—鉛蓄電池と燃料電池—」

共同発表/椎葉昌美，中川徹夫

単独発表/中川徹夫

「水溶液の希釈に伴う体積変化を理解する
ための教材開発—水酸化カリウム水溶液の
場合—」

単独発表/中川徹夫

研究助成金の受給状況

「溶液教材論—中学校・高等学校・大学の授
業における活用を目指して—」

単著/中川徹夫，全82頁．

その他の著作、訳書等

日本学術振興会学術研究助成基金助成金基盤
研究(C)

中学校・高等学校理科における液体・溶液の指導
法の検討と教材開発・改良に関する研究

神戸女学院大学人間科学部教育研究助成金

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

持続可能な開発のための教育を推進させるマイク
ロスケール実験教材の開発と改良



単共
の別

年月 場所

国名

公開講座

学外機関委員等

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2013.04- マイクロスケール実験に関する指導助言（中学校・高等学校理科教員対象，随時）．

2013.06.28　平成25年度神戸高校SSH特別講義「マイクロスケール実験により，ルシャトリエの原理を学ぼう」，兵庫県立神戸高等学校．

講座名、講演タイトル 概要

2013.04- 科研費の研究協力者に対する情報提供（科研費の研究協力者に対して，学会や研究会等に関する情報を，電子メールで配
信した）．

2014.01　 理科教育に関する普及活動5（論文集「溶液教材論」を編集・作成した）．

期間

就任期間 機関名・委員名・役職名

国庫助成に関する私立大学教授会関西中四国連絡協議会委員

2013.08.05　平成25年度理科授業力錬成講座「科学的に探究する力の養成—探究活動，課題研究を通して—」，兵庫県立教員研修
所．

2013.04- 理科教育に関する普及活動3（報告書「理科に対する学習意欲を向上させるマイクロスケール実験教材の開発と改良」を学会
会場で配布した）．

その他社会活動上特記すべき事項

概要

2013.04- 理科教育に関する普及活動1（論文集「マイクロスケール実験論文集」を学会会場，オープンキャンパス等で配布した）．

海外での活動

2013.04- 理科教育に関する普及活動2（実験マニュアル「マイクロスケール実験シート」を学会会場，オープンキャンパス等で配布し
た）．

2013.07-2014.06

2013.04- 理科教育に関する指導助言（中学校・高等学校理科教員対象，随時）．

2013.08.24　サイエンス体験「さまざまな電池を，マイクロスケール実験で作ってみよう！」，神戸女学院大学理学館．

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

2013.12　 理科教育に関する普及活動4（実験マニュアル「マイクロスケール実験シート」を増刷した）．



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.06.20 神戸女学院大学論集
第６０巻

単 2013.03.22 第26回InterHeart研究
会、東京大学

代分
の別

支給額 支給年度

代 770千円 2013年度

代 300千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

国名

教育活動

担当授業科目（大学）

西宮市大学交流センター科目F, バイオサイエンス基礎実習(講義を含む), 人体の構造と機能, 生命の科学実習(講義を含む),
健康医学, 病気の細胞生物学, 入門ゼミ, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

専門分野

健康医学

研究課題

細胞のストレス応答, 動脈硬化

担当授業科目（大学院）

健康医学特論, 健康科学演習ⅡＢクラス, 健康科学特別研究ⅡＢクラス, 日本の環境とその保全Ⅰ, 専門領域通訳特論（自然科学）Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

単独発表/西田昌司

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

「温熱負荷による培養線維芽細胞の酸化障
害抑制」

「女性ホルモンが皮膚のターンオーバーに
及ぼす影響の検討」

共著/萩原康子、西田昌司。pp.32-50

学術論文

学会発表

科研費の採択

動物細胞の温熱負荷モデルの作成に関する研究 人間科学部教育・研究助成

年月 概要

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

研究助成金の受給状況

皮膚線維芽細胞に対する温熱負荷の影響　—コ
ラーゲン蛋白質発現に及ぼす効果の検討—

神戸女学院大学研究所　研究助成

氏名／所属／職名             西田　昌司　NISHIDA　Masashi / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2013.01-2013.12 全国大学保健管理協会評議員

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

概要

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

その他社会活動上特記すべき事項



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2014.03.18 第61回日本生態学会大
会広島国際会議場

単 2013.09.20 「大学時報」No.352

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

国名

教育活動

担当授業科目（大学）

自然観察入門, 地球生物圏の科学, 植物生態学, 生態学実習Ⅰ(講義を含む), 生態学実習Ⅱ(講義を含む), 入門ゼミ, 演習Ⅰ,
演習Ⅱ, 卒業研究

専門分野

植物生態学

研究課題

東播磨における禿げ山の植生学的研究, 日本の植生帯の研究, 樹木の繁殖生態

担当授業科目（大学院）

日本の環境とその保全Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

「中間温帯の成因と森林植物社会」

学術論文

学会発表

企画集会 T22　植物社会学研究会－中間
温帯をどうとらえるか－

助成金タイトル、支給元

科研費の採択

その他の研究発表、演奏

その他の著作、訳書等

大学キャンパスが守る街の自然環境 pp. 88-89.

年月 概要

氏名／所属／職名             野㟢　玲児　NOZAKI　Reiji / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項

研究助成金の受給状況

研究タイトル

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2013.04-2014.03 関西自然保護機構・運営委員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 西宮市大学交流協議会市民対象講座委員会委員長

2013.12.10　尼崎フォレストの会「種子採集および自然観察会」講師

2014.03.26　西宮市甲山湿原保全事業現地視察・調査

概要

2013.11.01　西宮市立甲東小学校1年生自然にふれあう体験型環境学習「生活科「あきみつけ」ドングリ拾い」講師

2013.04-2014.03 西宮市甲山周辺環境保全連絡協議会委員

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

2013.05.08, 07.10, 10.24, 12.12, 2014.02.26　西宮市立甲東小学校３年生自然にふれあう体験型環境学習「調べよう甲東の自然」全5
回講師



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.10.02 InTech Co.

共 2013.06 Journal of Biomedical
Science and Engineering,
vol 6

代分
の別

支給額 支給年度

代 300千円 2013年度

代 580千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

共 2013.05.02
-06

西宮市大学交流センター

その他社会活動上特記すべき事項

公開講座

Applied Microbiology and Biotechnology Editor

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

講座名、講演タイトル 概要

単位互換講座　食生活と人の健康（4回担
当）

内容/　食と健康。主催/西宮市大学交流
協議会

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

氏名／所属／職名              塩見　尚史　SHIOMI　Naoｆumi / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

微生物を利用した農薬および化学物質のバイオレ
メディエーションに関する研究－２

人間科学部教育・研究助成

ガンやアレルギー予防のための食生活に関する研
究

神戸女学院大学研究所　研究助成

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

学会発表

“Effects of oleic acid on murine macrophage
dysfunction”

共著/塩見尚史、渡邊桂子。p.654-666

学術論文

Applied Bioremediation Active and Passive
Approaches Chapter12, "A Novel
Bioremediation Method for Shallow Layers
of Soil Polluted by Pesticides"

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

担当授業科目（大学院）

人間科学合同演習Ⅰ, 人間科学合同演習Ⅱ, 人間科学合同演習, 応用生命科学特論, 健康科学演習Ⅰ,健康科学特別研究Ⅰ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

西宮市大学交流センター科目Ｆ,  バイオサイエンス基礎実習（講義を含む）, 微生物学実習（講義を含む）, 食品環境学,
バイオテクノロジー概論, 応用微生物学, 入門ゼミ, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

専門分野

応用生命科学

研究課題

微生物を利用したバイオレメディエーション,  メタボリックシンドロームの機構とその予防, 細胞の分化とその利用,
細胞の老化機構の解析とと若返り物質の探索



国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.10 日本醸造協会誌

共 2014.03 日本農芸化学学会

共 2014.10 日本醸造学会

共 2014.09 J. Human Proteomics

単 2013.11.29 神戸女学院大学

単 2013.06.18 神戸女学院大学

単 2014.03 神戸女学院大学、女性学
インスティチュート、letter
news

代分
の別

支給額 支給年度

代 1100千円 2013年度

代 770千円 2013年度

教育活動

担当授業科目（大学）

西宮市大学交流センター科目F, 食品学, 食品学基礎実習(講義を含む), バイオサイエンス基礎実習(講義を含む), 細胞生物学概論
演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

教室内環境がアレルギーと喘息に対する影響, アミノ酸に対する身体の応答性について, 抗不安作用をもつ食品の探索, 野生シカの
食用化

専門分野

食品科学

研究課題

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

学会発表

「ヒトの肌状態に対するイチジク発酵液の効
果」

『冷え性女性の皮膚表面温度におけるショウ
ガ麹の効果』

共著/川端幸奈・金岡美・坊垣美佳・鈴木
杏子・高岡素子・渡辺敏郎

学術論文

その他の研究発表、演奏

神戸女学院大学学科別集会アッセンブリー
アワー

内容/和食の世界文化遺産の可能性

神戸女学院大学研究所専門部会 内容/私がスウェーデンで学んだこと

共同発表/ 福島 沙帆子、吉村 麻奈未、
井口 隆文、渡辺 敏郎、高岡 素子

「冷え性女性の皮膚表面温度におけるショウ
ガ麹の効果」

共同発表/渡辺敏郎、川端幸奈、金岡美
里、坊垣知佳、鈴木杏子、井口隆文、
岡恵理子、高岡素子

"Proteomic analysis applied to meat
science:  Characterizing post mortem
changes in Japanese wild deer meat"

共同発表/Motoko Takaoka, Eriko Oka,
Kyoko Suzuki, Minoru Yamanoue

助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

家族みんなでの夕食のための男女平等

その他の著作、訳書等

氏名／所属／職名　　　　　高岡　素子　TAKAOKA　Motoko / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

丹波シカ肉の熟成に伴う物理・化学的変化に関す
る研究

神戸女学院大学人間科学部教育研究助成

牛乳摂取タイミングの自律神経活動とストレス軽減
に対する影響

平成２５年度「牛乳乳製品健康科学」学術研究助
成

研究タイトル

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2012.04-2014.03 日本調理学会・近畿支部委員



単共
の別

年月 場所

単 2013.12 生き生き地球館

国名

韓国

講座名、講演タイトル 概要

シニア自然大学 内容/お節料理について

公開講座

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 神戸大学大学院食資源教育研究センター評議員

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

2013.03.24-28 Kangwon National University (Director, Cheol Ho Park),Chungbuk National University(Director,
Woo Sun Hee), Uppsala　University (Dan Norback)との共同研究会議

概要



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.08.09
-10

日本食品工学会第14回
年次大会、京都テルサ
（京都市）

共 2013.08.09
-10

日本食品工学会第14回
年次大会、京都テルサ
（京都市）

共 2013.08.09
-10

日本食品工学会第14回
年次大会、京都テルサ
（京都市）

単 2013.07.03 大手町サンケイプラザ（東
京）

単 2014.03.31 『中央味噌研究所研究報
告』第35号、社団法人中
央味噌研究所

代分
の別

支給額 支給年度

代 700千円 2013年度

代 300千円 2013年度

代 770千円 2013年度

分 360千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

担当授業科目（大学）

Current Issues in Japan, 西宮市大学交流センター科目F, 栄養生化学, 食品機能解析実習(講義を含む), 食品分子機能科学,
生物反応速度論, バイオサイエンス基礎実習(講義を含む), 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

専門分野

食品分子機能科学

研究課題

食品成分の抗酸化性新評価法の開発, 鶏肉消化物中のACE阻害物質の探索, 動物細胞を用いた抗酸化性の評価法

教育活動

研究活動

担当授業科目（大学院）

アジアの環境とその保全Ⅰ, アジアの環境とその保全Ⅱ, 日本の環境とその保全Ⅰ, 健康科学演習ⅠＥクラス, 健康科学演習ⅡＥクラ
ス
健康科学特別研究 クラ 健康科学特別研究 クラその他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

「動物細胞を用いた食品成分の抗酸化性評
価」

学術論文

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

共同発表/渡辺良子、深田陽子、生山加
菜、三浦由紀子、松村紗季

「味噌が示す抗酸化性の総合評価」 共同発表/森川麻美、安藤優、喜多麻美、
杉田万里絵、松村紗季

スパイスが示すラット小腸α-グルコシダーゼ
阻害活性の解析

共同発表/鍋井春奈、山本愛紗、吉村侑
里子、松村紗季

学会発表

科研費の採択

研究助成金の受給状況

「５つの活性酸素種に対して味噌汁が示す
抗酸化性の総合評価」

pp.141-146

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

中央味噌研究所平成23・24年度委託研究・
研究助成報告会

「５つの活性酸素種に対して味噌汁が示す
抗酸化性の総合評価」

味噌が示す抗酸化性に関する研究 神戸女学院大学研究所　研究助成

培養細胞を用いた食品成分の抗酸化性評価法 日本学術振興会研究費補助金基盤研究（Ｃ）

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

学会役員名

氏名／所属／職名　　　　　寺嶋　正明　TERASHIMA　Masaaki / 環境・バイオサイエンス学科 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

抗酸化性ペプチドに関する研究 人間科学部教育研究助成金

学生の英語レベルに基づく共通英語教育カリキュ
ラム作成に関する研究

神戸女学院大学研究所　総合研究助成

2012.04-2013.03 化学工学バイオ部会役員

2012.04-2013.03 日本生物工学会関西支部・支部委員

社会活動

学会役員

就任期間

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

2012.04-2013.03 日本食品工学会・評議員



国名

韓国

2013.04-2014.03 （財）ひょうご科学技術協会　研究助成審査会委員

2013.04-2014.03 大阪教育大学附属高校池田校舎学校評議員

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 日本学術振興会・科学研究費委員会専門委員

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

2013.10.27-29 全南大学趙教授を訪問し、ESDプログラムでの講義以来と遠隔授業の技術的補助を行った。

概要



対象者

環境バイオサイエンス学
科1年生全員

神戸女学院大学大学院
留学生

ゼミ生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.06.20 神戸女学院大学『論集』
第60巻第1号

共 2013.11.23 日本科学教育学会『研究
会研究報告』第28巻第2
号

共 2013.08.10
-11

日本理科教育学会全国
大会要項 (63)，北海道大
学

共 2013.11.30 平成25年度日本理科教
育学会近畿支部大会，和
歌山大学教育学部附属
中学校

共 2013.09.02
-07

European Science
Education Research
Association,
Conference13, University
of Cyprus

共 2013.07.02
-05

The 43ｒｄ Annual ASERA
Conference of the
Australasian Science
Education Research
Association, University of
Waikato, New Zealand

単 2013.04.15 『ヒューマンサイエンス』16
号，神戸女学院大学人間
科学研究科

単 2013.06.30 "The Newsletter of the
East-Asian Association
for Science Education,
6(2)

フィールド便り：日常でのサイエンス・コミュニ
ケーション

pp.132-133

Newsletter: A Brief Introduction of the
Japan Society for Science Education (JSSE)

p.5

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

共同発表/三宅志穂，中山迅

共同発表/三宅志穂，中山迅

「アメリカNSTA の選ぶ「卓越した科学本( K-
12 )」におけるタイトルカテゴリの特色」

共同発表/殿勝美紀，三宅志穂

"Japanese students' ESD attitude towards
rationships between humans and wildlife（査
読付き）

共同発表/三宅志穂，野上智行

学会発表

"Recent Trends on Collaboration between
Schools and Local Societies in Japanese
School Science Education"

「才能児への科学教育推進にむけた示唆的
知見：英国研究者へのインタビューから」

「理科教育における地域連携を題材にした
研究の特色」

pp.141-150

「スウェーデンの理系博士課程におけるキャ
リア支援-当事者の語る実情：ウプサラ大学
の場合-

学術論文

共著/三宅志穂，野上智行，pp.99-104

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

ゼミ生への修学，進学，就職支援 2013年度 推薦書の作成，エントリーシート・面接の添
削と対策，キャリアセンターゼミ訪問の受け
入れ

研究活動

フレッシュマンキャンプ付き添い 2013.04.26-27 宿泊を通して，学生，教員，教学職員が交
流する事業

ESD留学生への授業担当 2013.06.12 「日本の環境とその保全2」において1回授
業を担当した

担当授業科目（大学院）

日本の環境とその保全Ⅱ

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

自然と人間, 国際社会環境論, 外国書講読, 理科教育法Ⅲ, 環境社会学, 地域活性化論, 地域活性化総合実習, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ,
卒業研究

氏名／所属／職名　　　　　三宅　志穂　MIYAKE　Shiho / 環境・バイオサイエンス学科 / 准教授

専門分野

環境社会学, 科学教育

研究課題

環境理解を促進する地域コミュニティの形成と発展プロセス, 持続可能な社会構築に向けた科学リテラシー教育の展開



代分
の別

支給額 支給年度

分 460千円 2013年度

分 600千円 2013年度

分 500千円 2013年度

分 500千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

国名

フランス2013.09.18-24 理系学位取得者に対するキャリア教育システムに関する現地調査（レンヌ大学とパリ在住（日本への
留学経験者）対象）

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

2013.01.23 神戸大学人間発達環境学研究科主催『研究道場特別講義』「科学を伝えるメディアの探求～博物館／動物園／科学絵本
をどう活かすか～」

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 甲山農地プロジェクト協働会議委員（特定非営利活動法人　こども環境活動支援協会）

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

2013.04-2014.03 日本理科教育学会編集委員会事務局

2012.04-2014.03 日本理科教育学会教育課程委員会委員

2013.01-2014.01 Newsletter Editorial Member of the East-Asian Association for Science Education

2013.07-2014.06 日本科学教育学会評議員

2013.07-2014.06 日本科学教育学会編集委員会委員

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

欧州における科学技術系博士号取得者のキャリア
形成を支援する事業マネジメントの研究

日本学術振興会科学研究費補助金（海外学術基
盤（Ｂ））

未来を生きる探究能力と科学力を備えた市民を育
成する科学教育カリキュラムの開発

日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
（Ｂ））

自然科学分野における才能教育の動向と可能性
についての調査研究

日本学術振興会科学研究費補助金（海外学術基
盤（Ｂ））

科学的素養醸成のコミュニケーション・メディアとし
ての科学絵本教育モデルの開発

日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
（A））

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況



対象者

プログラム参加者

オープンキャンパス参加
者及び父兄

市内の小学4～6年生

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2014.03 Jpn. J. Environ. Toxicol.
16

共 2013.09.07
-08

第19回日本環境毒性学
会、東洋大学

共 2013.09.07
-8

第19回日本環境毒性学
会、東洋大学

共 2013.11.30 第2回武庫川市民学会、
神戸女学院大学

共 2014.03.17
-19

第48回日本水環境学会、
東北大学

共 2013.07.21 西宮市環境学習サポート
センター

代分
の別

支給額 支給年度

単 580千円 2013年度

代 300千円 2013年度

氏名／所属／職名             横田　弘文　YOKOTA　Hirofumi / 環境・バイオサイエンス学科 / 准教授

その他研究活動上特記すべき事項

メダカ胚を用いたダイオキシン特異的バイオマー
カーの探索-2

人間科学部教育・研究助成

年月 概要

OECD化学品テストガイドラインへの採用 2013.10 2001年に発表した論文（Yokota et al. (2001). Development of an
ELISA for determination of the hepatic vitellogenin in Medaka
(Oryzias latipes). Jpn J Environ Toxicol 4:87–98）が、OECD化学品
テストガイドライン「Fish Short Term Reproduction Assay」における奨
励法の1つとして採用された。

武庫川及び猪名川水域に生息する野生メダカ
(Oryzias latipes)の遺伝子型解析

神戸女学院大学研究所　研究助成

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

その他の研究発表、演奏

西宮市平成25年度メダカの学校 主催/西宮市。ポスター発表「神戸女学院
での野生メダカの保護・育成に関する基礎
研究」

その他の著作、訳書等

「ダイオキシン類のメダカ胚に対する毒性影
響及びバイオマーカー遺伝子に関する研
究」

共同発表/横田弘文、是枝 美香、吉国 優
子、中野 暎子、江口さやか、半野勝正

共同発表/横田弘文、桑原なつき、中野瑛
子。

「ブチルパラベンによるメダカへの繁殖影
響」

共同発表/中野瑛子、上之勝真衣、山下
葵、江口さやか、 辻村和也、横田弘文。

「武庫川水系に生息する野生メダカの遺伝
子型の解析」

共同発表/横田弘文、桑原なつき、中野瑛
子、江口さやか。

著書・CD

「試験魚としてのミナミメダカ (Oryzias
latipes)の同定」

”Effect of butylparaben on the reproduction
of medaka (Oryzias latipes)”（査読あり）

共著/Yokota Hirofumi, Aoi Yamashita,
Mai Uenokatsu, Kazunari Tsujimura, Eiko
Nakano, and Sayaka Eguchi。pp.107-116。

学術論文

学会発表

子供サイエンス体験 2014.03.21 実体顕微鏡を使ってミジンコを観察した。

研究活動

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

アドバンストプログラムでの講義 2013.04.29 女学院に生息するメダカを例にメダカの分
類に関する最新の知見を紹介した。

オープンキャンパス模擬講義 2013.09.16 身の回りの化学物質の危険性について、
化粧品を例に講義した。

担当授業科目（大学院）

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

環境科学基礎実習(講義を含む), 生態毒性学, 環境科学概論, 入門ゼミ, 演習Ⅰ, 演習Ⅱ, 卒業研究

化学物質の環境生物に対する毒性影響, 野生メダカの保護・育成に関する研究

専門分野

生態毒性学

研究課題



単共
の別

年月 場所

国名 概要

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.04-2014.03 西宮市環境審議会委員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

単 2013.09.14 環境リーダープログラム合
同会議2013、筑波大学東
京学舎

単 2013.12.13 第3回環境人材育成研究
交流大会、東京都TFTビ
ル

共 2013.12.14 環境社会学会第48回セミ
ナー、名古屋市立大学

代分
の別

支給額 支給年度

代 1000千円 2013年度

単共
の別

年月 場所

国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

氏名／所属／職名             武中　桂　TAKENAKA　Katsura / 環境・バイオサイエンス学科 / 助教

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

生活実践の変化と「公共性」の多様性に関する環境
社会学的研究

日本学術振興会研究費学術助成基金若手研究（B)

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

研究助成金の受給状況

科研費の採択

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

ESDプログラムからの学び

震災復興における女性の地域活動の変化と
課題-宮城県石巻市北上町の復興支援活動
の実践から（3）

共同発表/西城戸誠、庄司知恵子

学会発表

「「地域からESDを推進する女性環境リー
ダー」育成プログラムのこれまでとこれから」

学術論文

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

担当授業科目（大学院）

インターンシップⅠ, インターンシップⅡ, インターンシップⅢ, アジアの環境とその保全Ⅰ, アジアの環境とその保全Ⅱ, 日本の環境とその
保全（リレー式講義）Ⅰ, 日本の環境とその保全（リレー式講義）Ⅱ, フィールドワーク

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

教育活動

担当授業科目（大学）

専門分野

環境社会学

研究課題

生活実践の変化と「公共性」の多様性に関する環境社会学的研究



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

代分
の別

支給額 支給年度

単共
の別

年月 場所

2010.08-現在

2013.06.08-09　　琉球大学公開講座

2013.11.23　ひょうごジュニアスポーツアカデミー主催　ミニトランポリン教室・コーディネーショントレーニング　会場：神戸女学院Ｇ３

2013.05.26, 09.16, 10.14, 12.01, 2014.03.26　指導者養成講座「ミニトランポリンの底力」講義及び実技指導

2013.12.01 「ミニトランポリンがなぜ魅力的な存在なのか」講演

2014.02.12　琉球大学　うない研究者支援センター主催　女性学：「働く女のカラダを知る・整える」講演会及び実技指導

2008-現在 兵庫県生涯スポーツ連合副会長

2007-現在 HAT-ROBICS JAPAN 会長

2001-現在 兵庫県トランポ・ロビックス協会会長

ＴＥＮ（全国ミニトランポリンネットワーク協議会）常任理事

その他社会活動上特記すべき事項

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2012.04-現在 兵庫県体育協会評議員

講座名、講演タイトル 概要

公開講座

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

氏名／所属／職名             井上　紀子　INOUE　Noriko / 体育研究室 / 教授

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

学会発表

学術論文

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

トランポ・ロビックスの運動効果及び普及活動

女性学(理論編), 健康スポーツ科学, 生涯スポーツコース（ストレッチ・ヨガ）, 生涯スポーツコース(トランポ・ロビクス)

専門分野

体育学

研究課題

担当授業科目（大学院）

2013.11.25　　神戸マラソン　表演

2013.05.19　神戸まつり表演

2013.11.22　兵庫県生涯スポーツ連合１５周年記念式典で表演

教育活動

担当授業科目（大学）



国名

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要



対象者

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2013.08 Hacettepe J Sport Sci, 24

共 2014.03 広島修道大学教職課程年
報　修大教職フォーラム第
6号

共 2014.03 同志社スポーツ健康科学
第6号

単 2013.03 広島大学大学院総合科学
研究科紀要I人間科学研
究　第8巻

共 2013.06.01 兵庫体育スポーツ学学
会、神戸女学院大学

共 2013.08.28
-30

日本体育学会、立命館大
学びわこキャンパス

共 2013.07.19
-23

isapa2013　トルコ・イスタン
ブール yeditepe
University

共 2013.12.07
-08

第34回医療体育研究会・
第17回日本アダプテッド
体育・スポーツ学会/第15
回合同大会　東北文化学
園大学

単 2014.03.19
-21

体育スポーツ経営学会

共 2014.03.31 公益財団法人日本障害者
スポーツ協会養成研修部
③ 脳性まひ者のスポー
ツ・レクリエーションプログ
ラムづくり

共 2014.03 社会福祉法人神戸市社会
福祉協議会

単 2013.10.1 みんなのスポーツ2013.10

担当授業科目（大学）

対話‐音楽から広がる知の世界, 健康スポーツ科学, 生涯スポーツコース（ｱﾀﾞﾌﾟﾃｯﾄﾞ･ｽﾎﾟｰﾂ科学[講義]）,
生涯スポーツコース(エアロビクスⅠ), 生涯スポーツコース(健やかさ再考[講義])

担当授業科目（大学院）

専門分野

スポーツ経営学　アダプテッド・スポーツ科学

研究課題

学校におけるインクルーシブ体育の展開　アダプテッド・スポーツのサービス評価　ボランティア養成

教育活動

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

研究活動

 Service quality anduser satisfaction in sports
facilities for disabled persons in Japan.  （査
読有）.

 Kanayama, C., S. Yamashita, R. Takeuchi,
Y. Miki and M. Yamasaki: pp.172-177,

小学校教員養成コースにおけるアダプテッド・
スポーツ教育の検討
:特別支援教育の観点から

学術論文

公共スポーツ施設と障害者のサービス品質評
価－インクルージョンの段階にみた施設の特
徴－

公共スポーツ施設と障害者のサービス評価
―利用システムの違いに伴う利用満足への影
響要因―

金山千広、山崎昌廣

三木 由美子,金山 千広, 山崎 昌廣pp.64-
69

保健体育教員免許の取得可能な大学におけ
る障がい者スポーツ関連科目の実施状況

藤田紀昭,　金山千広,　河西正博,pp.29-
37.

日本におけるアダプテッド・スポーツの現状と
課題：インクルージョンの普及に伴う学校体育
と地域スポーツ

pp.49-52

学会発表

その他の著作、訳書等

その他の研究発表、演奏

公共スポーツ施設と障害者のサービス評価
障害者優先スポーツ施設と一般公共スポーツ
施設にみた利用満足への影響要因

金山千広、井上紀子、兒玉友

公共スポーツ施設における障害者のサービス
品質評価の特徴： 障害者優先スポーツ施設
と一般公共スポーツ施設にみた利用満足へ
の影響要因

金山千広、山下秋二、三木由美子、山﨑昌
廣

Service Quality and User Satisfaction in
Sports Facilities for Persons with Disabilities
in Japan

Chihiro KANAYAMA, Shuji YAMASHITA,
Ryo TAKEUCHI, Yumiko MIKI, Masahiro
YAMASAKI

第9回障害者スポーツ指導者全国研修会報
告書

pp.15-17

平成25年度厚生労働省総合福祉推進事業
「地域型障害者スポーツのあり方検討」事業
報告書

座長：監修

地域におけるアダプテッド・スポーツの現状と
課題

pp.15-17

氏名／所属／職名             金山　千広　KANAYAMA　Chihiro / 体育研究室 / 教授



単共
の別

支給額 支給年度

単 5万 2013年度

単共
の別

年月 場所

単 2013.11.23
-24

富山大学

単 2014.01.23 兵庫県立リハビリテーショ
ンセンター

単 2013.09.01 吹田市立東山田幼稚園

単 2013.08.01 三田市総合福祉保険セン
ター

単 2014.01.23 神戸市こうべ市民福祉ス
ポーツセンター

国名

公益財団法人兵庫県障害者スポーツ協会　理事

スポーツと人権：オリンピック・ムーブメントの歴史と現
状から考える

神戸女学院大学研究所 専門研究会補助

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

科研費の採択

研究助成金の受給状況

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

国際学会出張補助 2013.07  Service quality anduser satisfaction in sports facilities for disabled
persons in Japan.

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

神戸女学院大学研究所 専門研究会補助 2013.06 スポーツと人権：オリンピック・ムーブメントの歴史と現状から考える

公開講座

2003.04－現在 日本体育学会　（アダプテッド・スポーツ科学分科会　評議員）

2010.10－現在 ICHPER・SD　Asia Journal of Reserch　（Editor）

2008.04－現在 JASAPE(日本アダプテッド体育・スポーツ学会）　理事

2012.04－現在 兵庫体育・スポーツ科学学会　　理事

平成23年度兵庫県障害者スポーツ指導者養
成講習会

「ボランティア論」講師/兵庫県障害者ス
ポーツ協会

平成23年度神戸市障害者スポーツ指導員初
級養成講習会

「ボランティア論」講師/神戸市社会福祉協
議会

講座名、講演タイトル 概要

第9回障害者スポーツ指導者全国研修会シン
ポジウム　パネルディスカッション「これから求
められる障害者スポーツ指導者とは」

公益財団法人　日本障害者スポーツ協会

2009.04－現在　神戸市社会福祉協議会障害者スポーツ振興センター地域支援事業　ボランティアコーディネーター

2013.07-08.12　知的障害者施設　ななくさ学園　療育支援プログラム　講師

2006.04－現在 日本障害者スポーツ指導者協議会研修部委員

2006.04－現在 兵庫県障害者スポーツ指導者協議会　理事

2011.04－現在 （公益財団法人）日本障害者スポーツ協会　技術委員会　委員

2011.04－現在

2012.04－現在

2013.10-2014.03 神戸市地域型障害者スポーツのあり方検討会　座長　（神戸市社会福祉協議会委嘱）

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

期間 概要

西宮市スポーツ推進審議会委員（教育長委嘱）

三田市睦保会研修（保育士研修会）　運動あ
そび　講師

三田市睦保会

吹田市幼稚園教諭　運動あそび　講師 吹田市教育委員会

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2000.04－現在 芦屋市スポーツ推進審議会委員（教育長委嘱）



対象者

１年生英文科以外学生全
員

１年生英文科以外学生全
員

英語非常勤講師

１年生英文科以外学生全
員

学内外

英語非常勤講師

総合文化学科1年生

高校生・保護者

大学・大学院の全学科・全
学年の学生

大学職員

学生寮学生

2014.03

1日3時間を2日間、TOEIC対策講座の講師
として講習会を行った。

English Café 2013.06-2014.02

英語非常勤講師説明会

「共通英語教育について」（講話）オープン
キャンパス

2014年度から始まる新しい「共通英語教育」
についての方針・内容について、また共通
英語教育研究センターの4月からの活動に
ついて説明した。

2013.09

（講話）「英語を勉強して素敵な女性に！」学
生寮讃美夕拝

何のために英語を勉強するかについて話し
た。インターネットにおいても英語による情
報量が一番多く世界の情報を得るのに必要
であること、英語を通して世界の動き・文化・
社会等について学ぶことができ、広い視野
を持ち、心の広い女性になることにつながる
ことを強調した。

2013.10

（講演）　「共通英語教育の取り組み」　神戸
女学院大学職員SD研修会

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

「英語手帳」(English Notebook)発案・作成 2014.03 英語学習全てを記録する手帳を発案し、作
成した。TOEIC点数の目標値、TOEIC・英
検・TOEFLの点数記録、小テスト・期末テス
ト点数記録、eラーニング学習記録、多読記
録、CD/DVD等学習記録、単語帳、毎日の
英語学習時間記録等英語学習に関するこ
とは全て記入できるようにした手帳。他大学
では例を見ない取組であるが、英語学習に
は大変有効だと考える。

A Portrait of Kobe College  マニュアル作成 A Portrait of Kobe Collegeを使用して授業
を行っていただくうえでのポイント・注意点・
参考資料等をまとめた。

専門分野

英語教育(専門英語教育）　時事英語研究

教育活動

Comprehensive English Ⅰ, Comprehensive English Ⅱ, English Workshop

2014.03 同上教科書付属のパソコン・スマートフォン
用アプリケーション。教科書に出てくる英単
語・英熟語の重要なものを1,000語選び英
語音声と共に学習できるようにした。

専門英語教育（音楽・心理・環境バイオ・医学等）

担当授業科目（大学）

Kobe Collegeの歴史、各学科教育内容、学
生生活、国際交流、卒業生の進路等につ
いて英語で書かれている。Readingを高める
と共にGrammarも学習できる英語テキスト。

A Portrait of Kobe College (共通英語教科
書）Vocabulary パソコン・スマートフォン用ア
プリケーション作成

氏名／所属／職名             川越　栄子　KAWAGOE　Eiko / 共通英語教育研究センター / 教授

担当授業科目（大学院）

英語学習を希望する学生への授業外の勉
強会。授業期間は週１回、夏休みも３回開
いた。2013年度は一番希望者が多い
TOEICの問題を主に解いたが、英字新聞な
ども読んだ。登録者は約50名。

研究課題

A Portrait of Kobe College (共通英語教科
書）編集・執筆

2014.03

2013.06
2014.03.

新しい共通英語カリキュラムについて6月(5
回）には概要を、3月(1回）には2014年度か
らの授業方針・内容・スケジュールについて
詳細に説明した。

総合文化学科夏季英語講習会 2013.07

2013.08 2014年度から始まる新しい「共通英語教育」
についての方針・内容について説明し、神
戸女学院大学が全学的に英語教育をさら
に強化しようとしていることを伝えた。

Vistas 23 (2013 June)  p.2, p.3 鼎談 「世界と
つながる、新しい共通英語」

2013.06 飯学長、寺嶋共通英語教育研究センター
長と「共通英語教育研究センター」開設の
背景や、大学における英語教育の在り方な
どについて語った。



中高部学生

大学教職員・学生

大学全学生

大学全教員
授業担当学生約150名

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2014.03.20 講談社サイエンテイフィッ
ク

共 2014.03.20 講談社サイエンテイフィッ
ク

単 2013.04.06 The Asian Conference on
Arts and Humanities、the
RAMADA Hotel, Osaka

単 2013.08.07 The Conference on
Human Development in
Asia、KKR Hotel
Hiroshima

単 2013.09.14 国際教育学会公開シンポ
ジウム、京都大学基礎物
理学研究所 湯川記念館

単 2014.03.03 The Conference on
Human Development in
Asia、KKR Hotel
Hiroshima

単 2013.12.12 神戸女学院中・高部

代分
の別

支給額 支給年度

代 1700千円 2013年度

分 200千円 2013年度

代 1363千円 2013年度

研究活動

2013.10-12

個人を尊重する神戸女学院という恵まれた
環境にいるので、しっかり自分自身の将来
を自分の頭で考えて、自分の心の声をき
き、本当に自分の好きなことを見つけて欲し
いと述べた。また神戸女学院大学における
リベラルアーツ教育の素晴らしさも説明し
た。

2013.12

新しく始まる「共通英語教育jの方針につい
てまとめた。基本的な英語の4技能を高める
ことを土台として、本大学の特徴として１）オ
リジナルテキストの使用　２）専門分野に関
連する英語教育　３）English Honors
Program　４）授業外のサポートを取り入れる
ことを説明した。

2013.12学報No.169   p.17 　「共通英語教育の教育
方針について」

英語「多読」教育の準備 神戸女学院大学研究助成・総合研究助成
金で多読用のGraded Readers、絵本を購入
し約100人の学生対象に多読教育を試験的
に実施し、成果が得られた。そこで2014年
度より全学的に多読教育を始めることに決
め、約1,600冊の多読用書籍を選定し図書
館に購入を依頼した。

中高部礼拝講話

A Portrait of Kobe Colege (教科書） 共著者/マクドナルドカーテイス、白井由美
子。

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

著書・CD

2013.04 2014年度からの新カリキュラムのために、教
員の英語教育要望調査、および学生の英
語教育に対する要望調査を行った。教員・
学生からの回答にもとづいて検討を重ね、
新カリキュラムを決定した。

英語教育に対するアンケート調査

A Portrait of Kobe Colege (同上教科書パソコ
ン・スマートフォン用アプリケーション）

共著者/マクドナルドカーテイス、白井由美
子。

学術論文

学会発表

研究助成金の受給状況

研究タイトル 助成金タイトル、支給元

医学部・薬学部・看護学部における発信型英語教育
のためのイーラーニング教材開発研究

礼拝講話

その他の著作、訳書等

"English Education for Medical Students and
Health-care Professionals in Japan"

「英語スピーチ導入の試み」

"Main Problems for Tourists Who Become
Sick Overseas"

医療通訳・コーディネーターの教育プログラムの共
同開発

日本学術振興会科学研究費補助金　（基盤研究B）

”E-learning Curriculum for Increasing
Motivation to Learn Medical English”

その他の研究発表、演奏

神戸女学院中・高部礼拝

学生の英語レベルに基づく共通英語カリキュラム作
成に関する研究

神戸女学院大学研究助成・総合研究助成金

科研費の採択

日本学術振興会科学研究費補助金　（基盤研究C）



単共
の別

年月 場所

単 2013.05.28 神戸市看護大学

単 2013.08.08 大阪大学中之島センター

単 2013.09.14 神戸婦人大学

単 2013.09.21 神戸UNITY

単 2013.11.27, 神戸UNITY

単 2013.12.04 神戸UNITY

「医療通訳1」 外国人定住者・旅行者が増え、医療機関に
かかる件数を増えており、医療通訳者を育
てる必要がある。医療通訳について勉強す
る基礎となる医療英語について解説した。

神戸市外国語大学「医療通訳・コーデイ
ネーター入門」平成25年度神戸研究学園
都市単位互換講座

「国際都市神戸と外国人医療」

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

社会活動

学会役員

就任期間 学会役員名

2013.04-2014.03 日本医学英語教育学会評議員

2013.04-2014.03 一般社団法人大学英語教育学会運営委員

公開講座

講座名、講演タイトル 概要

「神戸学」を全国で活動が盛んな「地域学」
の一環と捉え、「神戸」について、歴史、文
化（文学、ファッション、建築、映画、食物、
スポーツ）、国際交流、医療・保健、観光、
自然等の様々な角度からの講義であるが、
その中の「国際都市神戸」と「神戸における
外国人医療」について講義した。

平成25年度大学コンソーシアムひょうご神
戸単位互換講座「神戸学」
平成25年度神戸研究学園都市大学交流推
進協議会単位互換講座「神戸学」

（講演）　「英語メデイアから見る神戸」 「神戸」についてNewsweek, The Daily
Beast, VOA, CNN, ABC, BBCなどがとりあ
げたニュースについて分析し、「神戸」につ
いて海外のメデイアがどのように報じ、世界
における「神戸」のイメージはどのように作ら
れているかについて解説した。

神戸研究学園都市公開講座「神戸の魅力
再発見～次世代へつなぐ神戸の「人」、「文
化」～」

(講演)　 「ESPによる英語運用力の底上げ」 ESP（専門に特化した英語）教育方法を使
用すると英語の苦手な学生でも興味を持た
せモチベーションをあげることができる。医
療系学生への教育経験に基づく実例をあ
げて説明した。

平成25年度大阪大学大学院言語文化研究
科公開講座「教員のための英語リフレッシュ
講座」

（講演）「生涯青春」のためのイキイキ
英語塾

高齢で「青春」を謳歌している人々の生き方
を学び、英語で「生涯青春」をめざすため
「英語カラオケ」「映画英語」「英語ツイッ
ター」等を紹介した。さらに「病気・けがに
なっても困らない英会話」のレッスンをして、
海外旅行に安心してでかける準備をした。

神戸婦人大学公開講義

「 医療通訳２」 海外と日本の医療文化の違いについて説
明し、医療通訳に重要な背景知識を解説し
た。

神戸市外国語大学「医療通訳・コーデイ
ネーター入門」平成25年度神戸研究学園
都市単位互換講座



単 2014.02.15 神戸UNITY

国名

台湾

期間 概要

（講演）「医療に必要な英語」 新聞等で取り上げられたこともあり「医療通
訳」に対する市民の関心が高まっている。
「医療通訳」になるにはどのような勉強が必
要かについて、基本の医療英語について実
際の医療通訳の現場を再現した映像などを
示しながら説明した。

市民公開講座　「医療通訳を知ってますか
？」

学外機関委員等

就任期間 機関名・委員名・役職名

2013.10.31,11.01 （招待講演）"ESP in Japan - English Education for Medical Students in Japan-"  2013 ESP
International Conference,  Chaoyang University of Technology, Taiwan

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること



対象者

GE Instructors

単共
の別

発行又は
発表の
年月

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称

共 2014.03 Kobe College

単 2013.10.25 Temple University Japan
Studies in Applied

単 2014.02.08 The 16th Temple
University Applied
Linguistics Colloquium,
Temple University, Japan
Campus

代分
の別

支給額 支給年度

分 303,492円 2013

単共
の別

年月 場所

国名

専門分野

研究課題

Name／Department／Position　　　　　Kurtis　McDONALD / 共通英語教育研究センター / 専任講師

Applied Linguistics

TESOL, CALL, vocabulary acquisition, language testing & assessment, meaningful communication, library and information science

教育活動

担当授業科目（大学）

担当授業科目（大学院）

2014.02.03 http://www.kcenglishcenter.info/forum

研究活動

学術論文

その他教育活動上特記すべき事項 年月 概要

Created an online discussion forum for
part-time instructors in the GE program.

著書・CD

その他の研究発表、演奏

研究タイトル

"Faculty perceptions and participation in
Japanese university departmental meetings"

著書・ＣＤ・論文・学会発表・演奏会等の
名称

学会発表

pp. 58-67.

A portrait of Kobe College (Kawagoe, E.), (Shirai, Y.)

共著者、共同発表者、共演者の名前
曲名、担当頁など

その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要

Kobe College Research Institute『学生の英語レベルに基づく共通英語教育カリキュ
ラム作成に関する研究』

研究助成金の受給状況

助成金タイトル、支給元

社会活動

学会役員名

学外機関委員等

機関名・委員名・役職名就任期間

公開講座

講座名、講演タイトル

海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること

その他社会活動上特記すべき事項

海外での活動

期間 概要

就任期間

概要

学会役員

"Japanese university departmental
meetings: Perceptions and participation"

その他の著作、訳書等

科研費の採択
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